













































































異世界ハーレムが俺に究極の選択を迫ってきた











著者　白亜 晴

イラスト　さめだ小判


















電子版　ファミ通文庫










本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ウェブページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。






本作品は本文縦組で制作しております。また、電子端末での閲覧に向くよう、一部デザイン等を変更しております。あらかじめご了承ください。


















　　目次




【序】

【舞い降りた天使は、悪夢へ導く】

【現れた騎士と目覚めし能力】

【旅立ちと運命の出会い】

【悪王の城と悪王討伐】

【凱旋する勇者と白きお姫様】

【日常と非日常のエピローグ？】

【ダークエルフの城】

【振り返れば、奴らがいた】

あとがき

















　あれはいつの時だったろうか。

　こんな状態になる前のこと。

　高校生の頃の俺おれは、幻げん想そう小説やライトノベルを読んでは、主人公の境きよう遇ぐうに羨せん望ぼうの思いを抱いてため息をついていた。

　ああ、俺もこんな異世界で魅力的な少女たちと冒ぼう険けんに明け暮れるような毎日を過ごしてみたい。

　そう、それはまさに、異世界ハーレムという状況である。

　自分には起こるわけもない、非日常的な出来事、それがきっかけで始まる新しい日常。

　そんな万に一つの確率でも起こりえないことが起こって、夢のような生活が始まる……はずがこの有様である。

　今俺は、朝の清すが々すがしい朝食の時間を大きなテーブルについて過ごしているはずなのに、そのはずなのだが、俺の左には頭の毛がもじゃもじゃした鼻のでかいおっさんが飯を食っている。目の鋭い、胸元が開いたシャツからは髪と同じ茶色の胸毛が見えている。

　ナイフとフォークを荒々しく使いながら肉を裂いてその塊かたまりを口に入れ、豪ごう快かいに食べ続けている。

　いや、このおっさんはまだましかもしれない。俺の対面に座っている二人の男に比べれば。

　きれいに剃そり上あげたモヒカン頭に、鎧よろいのような筋肉を覆うレザージャケットには金属の棘とげがついていた。彼らはグローブのようなごつい手で固いパンを引きちぎり、肉を摑つかむと豪快にかぶりついて、もしゃもしゃと平らげている。

　何で俺がおっさんに囲まれて食事をしているのか。

　全ての元げん凶きようは俺の右手に座っている女、ジニアと呼ばれるこいつのせいなのだ。

　俺が疲れきった眼まな差ざしでジニアを見つめていると、その視線に気づいて彼女がオニキスのような黒い瞳で俺の方を見た。

　ジニアは十代後半くらいの少女で、まつげの長いかわいらしい瞳、白い肌と小さく柔らかそうな唇くちびる、華きや奢しやな身体からだは抱きしめれば砕くだけてしまいそうな儚はかなさがあった。

「絶対許さない……」

　俺の呟つぶやきにジニアは目をくりくりさせながら「なに？」と聞いてきた。

「なに？　じゃねぇし……」

　俺の苛いら立だちを抑えた一言に対しても、ジニアは無む邪じや気きに微笑ほほえむばかりだった。

　ああ、俺はなんでさわやかな朝の始まりを、おっさんたちと迎えてしまうような状況になってしまったのか。

　すべては、あの日から始まった。そう、あの日から──。









　あの日、俺おれはいつものように鞄かばんを肩に引っ掛けて、ため息交じりに帰宅の途とについていた。

　なんとなく大学生にはなってみたものの、生せい来らいの社交性がない性格のために、半年経たった今も友人らしい友人もできていなかった。

　講こう義ぎに出てアパートに帰るの繰り返し。

　何かしらのサークルにでも属せば友人もできたであろうが、高校時代のことを思い出すと鬱うつ陶とうしくて小さなコミュニティに属することが億おつ劫くうでならなかった。

　俺自身のことを少し語らせてもらえば、中学時代は充実していた。勉強もそこそこできていたし、そこそこもてていた。いや、決して見み栄えを張っているわけではなく、彼女こそいなかったが、後輩の女の子に告白されたり、年上の先輩に迫られたり。それなりのイベントはあったのだ。だが、自分にとっての本命の子とは決していい関係にはなれなかった。

　いや、話が脱線してしまったので元に戻すが、俺が大学に入ってサークル活動に飛び込まなかったのは高校時代の部活動に苦い思い出があったからである。

　高校時代は中学の延長の気分で運動系の部活に入ってみたが、どうにも多数派グループの連中と馬が合わず、居い辛づらくなってやめてしまった。

　エロ話とコマした女の自じ慢まん話ばなしばかりで、同性としても仲良くなりたいとは到底思えない連中だった。

　その後、文科系の部活に属してみたが、今度は妙に自分の理論を前に出してきて、人の話を聞かないような奴やつらばかりで、毎日そいつらの話を聞くだけで過ぎていく時間がバカらしくなった。

　そして、いつしか俺は本の世界にのめり込んで行った。

　ある日何の気なしに学校帰りに入った本屋で手にした小説。表紙に描かれた少女のイラストが可か愛わいかったので、あまり内容も見ずにレジに行ってしまった。

　読み始めた時に最初に思ったことは「なんて薄っぺらい話なんだ」ということだった。しかし、ストレスなく進んでいく話の流れの中で、いつしか俺は小説の世界に吸い込まれて行った。

　そして読み終えた時には物語の続きが気になることと、ヒロインに対する淡い恋心で一杯になっていた。

　当然、俺は貯金をはたいて、その本を全巻買かい揃そろえた。そして貪むさぼるように読んだ。

　最終巻を読み終えた時には、俺の中には大きな感動とともに、ヒロインへの更なる慕ぼ情じようが膨ふくれ上あがっていた。が、同時に物語の終しゆう焉えんはヒロインとの決別に他ならなかった。

　読み終えてから一カ月の間、俺は心に大きな穴が空あいてしまったような虚きよ無む感かんに襲おそわれた。勉強も手につかない、授業も上の空であった。ただ、また彼女に会いたい、彼女と過ごしたい、という気持ちで一杯になっていたのだ。

　俺は思った。

　これが、失恋。愛するものを失ったものに訪れる空くう虚きよな喪そう失しつ感かんなのか、と。

　俺は現実よりも先に小説の世界で、失恋の痛みを味わうことになったのだ。

　だが、しかし！

　それでも人間は、いや、俺は立ち上がった。

　なぜなら、俺はまた衝撃的な出会いを本屋で果たしたのだ。

　新たなるヒロインとの遭そう遇ぐう。

　それは全くタイプの違う、冷たい態度の裏に隠された甘い恋心、という、現実では居そうで居ないというタイプだった。

　新たなるヒロインは俺の抜ぬけ殻がらになった心を鷲わし摑づかみにすると、そこにときめきと忘れていた人（ヒロイン）を愛するという心を蘇よみがえらせてきたのだ。

　俺は迷うことなく有り金をはたいて本を買い込んでいった。

　俺は考えていた。

　今度は大切にヒロインとの時間を過ごそうと。

　そう、あれからというもの俺は本の中のヒロインたちと過ごす時間を人生の中でもっとも大切な時間と位置づけてきたのだ。

　そして今日も、存在する意味さえわからない現実の中で、唯ゆい一いつの至し福ふくの時間を過ごそうとしていたのだ。

　俺は一人暮らしのアパートの部屋に戻ると荷物を下ろし、上着を脱いで準備を始めた。

　完結している物語は、当然のことながら読み進めていけば終わりにたどり着いてしまう。だから、いかにその限られた時間を大切に過ごしていくのかが問題である。

　まずは心落ち着け、誰だれにも邪じや魔まされない空間でお気に入りの椅い子すに深く腰掛けて、ゆっくりと目を閉じる。

　そしてあくまでも物語に干かん渉しようし得ない、この小説の世界にマッチするであろう楽曲を白いヘッドホンからそっと流す。

　それからゆっくりと目を開いて、お気に入りのノベルを手にとり、栞しおりを挟んだページを開くのである。

　するとそこには俺が待ち望んでいたすばらしい世界、可か憐れんなヒロインと冒険を繰り広げる異世界という空間が広がるのだ。

　そう、大学生になった俺は、今夜もその異世界への扉を開いていた。

　退屈な現実から逃れることができる異世界の扉を、今夜もここ、一人暮らしのアパートの一室で開こうとしていたのだ。

「おめでとうございます！　あなたが十億人目の方です」

　俺の至福の時間をぶち壊す不快な一言が聞こえてきた。

　聞こえてきた、そう。ヘッドホンを通して聞こえてきたのだ。

　それは空耳でなければ超常現象であり、しかし、しっかりと聞こえてきた以上、それは後者であることに外ほかならなかった。

「だ、誰？」

　ヘッドホンから聞こえてきた言葉に俺はなんとも間の抜けた返事をしてしまった。しかしこんな状況に陥れば誰もがこう答えるに違いない、いや、ま、九割方は、としておこう。

「あなたはわたくし、ディシティによって選ばれたのです」

「え、な、なにに？」

「あなたは、あなたの望みを叶かなえることができる権利を得られたのです」

「俺の望み？」

「そう、あなたの望み、それはあなたが今手にしている小説のような、そんな物語の世界への憧あこがれですよね？」

「え、ま、まぁ、そうかもしれないけど。何で、俺、なの？」

「あなたが幻げん想そう世界を心の底から深く愛し、大切に思いながら読んでくれている数少ない人間だからです」

「ふ、普通に読んでいただけだけどなぁ」

「いいえ、あなたのようにこの小説に書かれた世界を心の底から大事に思い、そして物語の世界に強い憧れを持ってページを開いてくれる方はそう多くはありません。あなたのいる世界は、今や情報社会であり、幼よう稚ち園えん児じでもクリスマスプレゼントをくれるのは両親であって、サンタではないと理解している子がたくさんいる世の中です。幻想小説など所しよ詮せん作り話であって、世界のどこかにその入り口が本当にあると信じているような人たちはほとんどいなくなってしまいました」

「い、いや。俺もそこまでは思っていないんだが」

「いや、いや。あなたのようないい歳としをしていつまでも夢見がちな永遠の少年のような方は稀き少しような存在です」

「それけなしてるのか、褒ほめてるのか？」

「けなすなど！　滅めつ相そうもないです。イっちゃってるなぁとは思いますが、決してけなしてなぞいませんので、誤解なきように」

「ほんとに誤解かよ！」

「まあ、こうしてお話しだけしていても埒らちが明きませんでしょう。これからわたくしがあなたの目の前に実体化して現れますので、じっくりとあなたの願いを叶えて差し上げましょう」

「実体化する？　マジでか？」

「マジです。三、二、一！」

　そう掛け声が聞こえたと思ったら、ぷっつりと声が途と絶だえた。

「な、なんだ？」

　何も現れないじゃないか、と思った時だった。

　コンコン。

　部屋の玄げん関かんのドアが叩たたかれた。このタイミングでドアがノックされたことに嫌な予感がしつつ俺はドアの所まで行ってみた。

「どちらさま？」

「あの、来たんですけどぉ」

　扉の向こうから男の声がした。

「は？」

「や、だから、実体化して、来たんですけど、中入れてもらってええですか？　ちょっと寒いんで」

　俺は鍵かぎをあけてドアを開いた。

「さむ、さむ。お邪魔します」

　そう言って入ってきたのは中年のおじさんだった。というか、おっさんだった。

　頭はバーコード、黒ブチのめがねと脂あぶらぎった顔。ステテコにラクダのシャツのようなものを着て、腹はら巻まきをしていた。

　彼は玄関から入ってリビングに行くと寒そうに身体からだを手でこすっていた。

　先ほどの嫌な予感が予想以上に現実化してしまった気がしないでもなかったが、俺はもう一度確認のために聞いてみた。

「だ、誰ですか？」

「え、や、だから、先ほどお話ししたディシティですって。これから君の望みを叶える」

　先ほど話していた人とは印象が違った。

　先ほどの話し方はもっとスマートで流りゆう暢ちような感じで、流れるようにすらすらと話していたが、このおっさんに関しては、ぼそぼそとした感じで、本当にただの一般人的な印象のおっさんの喋しやべり方かただった。

「実体化するって、目の前にぱっと現れるかと思ったのに」

「え、なんか、なんかありました？」

　ディシティを名乗るおっさんは自分に不利益な質問だったのか、多少の聞こえなかったアピールをしていた。

「え、いや、玄関から入ってきたのは意外だったっていうか」

「え、だって、そこから話していたんですもん」

「そこって？」

「だから、部屋の外、廊ろう下かっすよ」

　すごく開き直った発言だった。

「廊下にいたの？　いや、この、本の中の世界とかっていうんじゃ」

「ちゃいますよ。そんなん、ただの紙の集まりやないですか」

　いや、開き直った発言どころか投げやり感の物もの凄すごい発言をしてきた。

「ええ！」

「な、なんですの？」

「この小説に書かれているような幻想世界を心から愛してくれるとかって言ってたのに、この世界が書かれた本はただの紙の集まりとかって」

「あ、すんません、ちょっと誤解あったみたいで、ホントごめんなさい。そういった意味じゃないんで、すんません」

　やっと自分の発言の重大さに気づいたのかと思ったが、どちらかというと面倒くさそうにとりあえず謝罪の言葉を口にしているようにしか見えなかった。

「そういった意味じゃなければどういった意味ですか？」

「ま、これは一旦こっちに置いときます」

「え？」

「パンパカパーン！」

「は、ちょっとなに勝手に進めてるんだよ」

「早速君の望みを叶えまっせ。何しろ君はこのわし、ディシティに選ばれた幸運な青年なんやからね」

「望みを叶えるって、おじさんどういう人なの？」

「わしの名前はディシティ。夢を叶える者や。こう見えても君らが言うとこの幻想世界からやって来たんやで」

「幻想世界……なんかそんなイメージの服装じゃないような」

「これはあれよ、プライベートではこういったラフな服装にもなるよ」

「私用でここに来たんですか？」

「ちゃうよ、これは立派な仕事や」

「じゃあ、何で仕事場にプライベートな服装で来てるんですか？」

「ま、それもこっちに置いといてやなぁ、早速君の望みを叶えるで」

「自分に不利な話をこっちにどんどん積むんじゃないよ！」

「まあ、まあ。で、君の望みやけど、望みはズバリこれ！　異世界でハーレム！　でしょ？」

「あ、ま、まぁ、そうですね」

「君のような若者が好すき好このんで読む本は、おじさん全部チェックしとるからね」

　そう言って取り出した二冊の小説はちょっと前に流は行やったライトノベルだった。

　妙に表紙が綺き麗れいなのは気になったが、そのまま流すことにした。

「本当に、そんなことが実現するんですか？」

「大丈夫。まずは異世界、これから行こうやないか」

「えっ？　異世界に行けるんですか？」

「そらもう、ちょいちょいのちょいで行ったるよ。それ！」

　古典的ながら周囲に白はく煙えんが立ち込めたかと思うとすぐに晴れてゆき、先ほどの俺の部屋とは違う別の空間に転移していた。

「ここ……どこですか」

　屋外で、俺はデッキチェアのようなものに座って青空を見つめていた。

　海が一いち望ぼうできる山の斜面にある建物の一室、その庭に居るのだろう。

　目の前には青空と、遠くの眼下にはブルーキュラソーベースのカクテルのような海が見えていた。座っているチェアの少し先には小さなプライベートプールのようなものがあり、そこに満たされた澄すみきった液体は、降ふり注そそぐ陽の光をきらめかせていた。

　隣でサングラスをかけてデッキチェアに寝転んでいるディシティが、俺の方を見てフッと笑った。

「疲れきった現実とは異なる世界……海が見えるプライベートプール＆温泉ジャグジー付きヴィップルーム……どうや？」

「うーん、あの、なんか現代っぽい感じなんですけど」

「現代っちゅうか、都心から特急で二時間圏けん内ないの……」

「ちょ、ちょっと待て。異世界じゃないじゃん！」

「えっ？　異世界って、つまり煩わずらわしい社会のしがらみから解き放たれた非現実世界であり……」

「そうそう！」

「要約するとリゾート地で過ごすヴァカンスのようなもんやろ？」

「違う違う！　その仕事に疲れたおっさん思考やめろよ。ホントにさっきの本読んだのか？」

「……よ、読んだよ」

　そう言いながらも、おっさんは俺に背を向けて先ほどの本をパラパラと隠れ読んでいた。

「ホントかよ？　いや、だからさぁ、もっとファンタジーでさ、ほら、中世ヨーロッパ的な」

「えっ？　そんなとこがいいの？　マジで？」

　おっさんは「よし、わかった！」と言わんばかりの笑顔で振り返り、隠れ読みしていた本を用無しとばかりに投げ捨てた。

「じゃあ、そこ行っちゃうよ。中世ヨーロッパ調の世界やろ？　行っちゃう？」

「うんうん、いくいく」

　やっと物事が正常に進行しそうだったので俺はディシティの言葉に頷うなずいた。

　ディシティが素早く指を鳴らす。パチンという小気味いい音がした途と端たん、幕が落ちるように先ほどとは全く違う空間が俺の周囲に展開していた。

「はい、きました！」

「早っ！　こ、ここが？」

「そうや」

　見渡す限りの平原とその向こうに見える鬱うつ蒼そうとした森、遠くに青白く尖とがった山々が連なる姿が見えた。

「な、なんもないじゃん」

「ああ、この時代、この辺りはまだ未開の地やからなぁ。人の手が入るようになったんは開かい拓たく民みんたちが来た今から八百年後頃で……」

「おまえ、ふざけてるのかよ！」

「え？」

「ここで何しろって言うんだよ？」

「いや、異世界でハーレム、やろ？　最も生き延びる方が大変やと思うけど」

「何でこんな街もないようなところなんだよ！」

「いや、当時はまだ何もないような場所の方が圧倒的に多かったんやで」

「それでも街とかあんだろ？　お城とか」

「あるかもしれんけど、ようわからんし」

「わかんない？」

「だって、オッちゃんこの辺り詳しくないしなぁ」

「いや、そういう問題なの？」

「ま、細かいことはこっちに一旦置いてやな」

「いや、だからそこに積むなよ！　話はぐらかすな！」

「かわいい女の子に囲まれる！　これはたぶん全年齢的に男が思い描く楽園状態やろなぁ」

　急に腕組みをして難しそうな表情をしながらディシティが語り始めた。

「なんだよ急に。今度はハーレムに話が移ったのか？」

「移ったちゅうか、あるべきところに戻ったちゅう感じやね」

「はぁ？」

「ま、ええわ。そんなわけでいよいよやるよ、ハーレム」

「ほんとにか？」

「わしにできんことはないでぇ。ほんならちょいちょいのちょい！」

　なんか掛け声が古臭い気もしたが、ディシティなるおっさんがそう言いながら手を振ると煙とともに俺の周囲に高校生の女子たちが現れた。

「どうよ？　可愛い子ぞろいやろ？」

「や、まぁ、可愛い子、いるけど……」

「なに？」

「なんか、これ、うーん、女子校の野外授業に男俺一人が混ざってしまったみたいな感じじゃないか？」

「確かに、君、いろんな意味で意識されて距離空けられてるもんな」

「実際『誰？　え、なんでいるの？』とか聞こえてくるんですけど……」

「あ、でも、一人くらいは密ひそかに君のことを思っている娘こが……」

「一人じゃハーレムじゃないんだよ！」

　俺が激しく突っ込むとディシティはちょっと面食らったような顔をしていたが、徐々に表情が暗くなっていった。

「なんや、わからんわ……」

「えっ？」

「どうしたいんか、さっぱりわからんわ……」

　急に凹へこんでしまったおっさんに正直『めんどくせぇ』と思いつつも、少し強く言い過ぎたのかと俺も少し反省して、言葉を和らげながらとりなすことにした。

「いや、だからですね、女の子に囲まれてですね」

「囲まれてるやん」

「ほんとにただ囲んでいるだけじゃないですか」

　しばらくの間、まるでストレスを解消するためのように無意識に頭を搔かいていたおっさんであったが、急に何か大事なことに、やっと気がついたような表情になって、手を叩いて俺の顔を指さした。

「あー、それか！」

「え？」

　おっさんは落ち込んでいたかと思ったら、急にテンションが上がってきた。

「そっか、そっか、わかったわ。ほな君ら帰ってええわ」

　ディシティのおっさんは周囲にいた女子高生たちに手をかざしたかと思うと、煙のように消してしまった。

「なんか全員一瞬で消しちゃったけど、あの子ら大丈夫なの？」

「あ、あの子らなら別の場所に移動しただけやから心配せんでええよ」

「魔法で作ったんじゃないの？」

「ちゃうよ、みんな自前でゼニ払って雇やとってんねん」

「雇うの？　なにそのエキストラみたいなの」

　驚く俺の目の前で、ディシティは腕を組んで難しそうな表情になって頷いた。

「あの子らは放課後部活感覚でやってるかもしれんけど、結構シフト組んだりが大変なんやで」

　そこまでやってるのかよ！

　なんか魔法に対して夢も奇き跡せきもないような現実を知ってしまった気がした。

「そんなことより、わかったで、にいちゃんの望むもんが」

「え？」

「ほら、あれやろ。自分、もてたいんやろ？」

「もてたいって、いうか、好かれたいっていうか」

「女の子になぜだかもてちゃいました、みたいな感じってことやろ？　そうやろ？」

「まぁ、まぁ、ぶっちゃけ、そういうこと……かなぁ」

　多少の行き違いがありながらも、やっとこちらの一番重要な希望項目に気づいてもらえたので、俺は少し安心して胸をなでおろした。

「わかった。把は握あくした！　そういうことか」

「まぁ、そういうことですよ」

「最初からそうゆうてくれれば良かったんに。ＯＫ、ＯＫ」

　くねくねしながら俺を肘ひじで突いてくるディシティがホント鬱陶しく、しかも距離が近いと加か齢れい臭しゆうが漂ってくることにもイラッとしていたが、また凹まれても更にウザいので、ここは心を落ち着け、冷静な大人おとなの対応をとることにした（ディシティの方がどう見ても年上だが）。

「じゃあ、今度は大丈夫なんですね？」

「女の子にもてたいんや。わかった、おっちゃんに任しとき」

「は、はい」

「ほな、女の子必要やな」

「はい」

「じゃあ、それはおっちゃんやるわ」

「はい？」

　この瞬間、俺はよく使われる表現で『頭の中が真っ白になる』というのは、本当に起こり得ることだと実感した。

「わしが女の子やったるわ」

「なに、もしかして、その、あなたが、可愛い女の子になって、」

「そんで、君のことを好きになるんや」

　この一言を満面の笑みをたたえながら発したおっさんの顔を見た途端、俺の背筋を冷たいものが走り、急速に頭の中で激しく鐘かねが鳴らされているかのような錯さつ覚かくにとらわれた。

　人間、急速に危険なものが近づいてくる事を察知した時というのは、本当にこんな現象が起こるのだということが、俺の体の中で実際に起こっていたのだ。

「ちょ、ちょっと、待て！　違う違う！」

「違わないやろ。ほな、やるで」

「待て、待て、待てって！」

　一瞬でした。

　変身していました。




「初めまして。わたしはジニア」

　目の前には先ほどのウザいおっさんとは全く違う小こ柄がらで華きや奢しやな少女が立っていて、俺に頭を下げた。

「ジ、ジニア？」

「わたし……どうですか？」

　ストレートの髪とパッチリとした眼に白い肌。細身ながら程よく丸みを帯びた未発達ながらも女を感じさせるスタイルに、俺は釘くぎづけになっていた。

「ど、どうって、（か、可愛いじゃん）……ってばか！」

　俺は思わず大きな声を出してしまった。

「きゃ！　な、なに？」

「お、おま、変な声出すなよ！」

「だ、だって……」

　そう言いながら、潤うるんだ瞳で俺を見つめるその仕草に胸キュン！　……じゃねぇだろ！

「お、おい！　ちょっと、マジでやめろ、もとに戻れ！」

「戻るの？　うーん……」

「どうした？」

「戻り方、忘れちゃった！　てへ！」

　そう言ってお茶目に舌を出しながら自分の頭を小さな手でコツン！　とやっていた。

　なんてクラシックな仕草……いや、こいつ、ふざけてるのか、演技なのか、いや、まずい、俺はこの子に胸をときめかせている！　こんな古典的な仕草に萌もえてしまっている！　いやいや、待て！　中身はディシティっていうおっさんだぞ！　落ち着け、まだ引き返せる時間じゃないか、この状況を打だ破はするんだ！

「頼むからもう、勘かん弁べんしてください！」

　俺はその場で土ど下げ座ざしていた。

　いや、土下座って、ホント人生の中では、そんなにやる機会などないはずなのに、俺はすんなりと膝ひざを折って額を地につけていた。

　それほどこの状況は絶対回避が必要な危険状態だと、自分でも判断していたからだろう。無意識に身体が動いていた。そう、これはもはや自己防衛本能がなせる業わざだった。

「え、な、なにを？」

「もうハーレムなんて求めません、だから、もう元に戻ってください！」

「も、戻れないよ。だって、だって……」

「な、なに？」

「好きに、なっちゃったんだもん、あなたのこと……」

　どわぁぁぁぁ！　だから、その潤んだ目で見るんじゃないぃ！

「それより、この世界で生き抜かなくちゃいけないですよね。さて、どうしようかなぁ？」

　一転して前向きな会話を展開しだしたジニアであるが、俺はとてもそんな会話に乗る事はできない心境だった。

「あ、いや、もうここから帰らせてください、異世界とか言ってすみませんでした！」

「家が必要ですよね」

　思いきり再さい三さん再さい四し頭を下げている俺のことなど全く気にすることなく、ジニアは考え込んでいた。

「ちょっと、聞けよ！　ここまで詫わび入れてんだろ！」

「ちょっと頼んでみます」

「え、頼むって誰に？」

「もしもし？」

　異世界、中世ヨーロッパ調の世界（らしい）で、ジニアは普通に携帯電話を取り出して話し始めていた。いや、これこそが魔法だって言うなら、それはそれでありなのかもしれないけど。

「うん、わたしわたし。久しぶりぃ。うん、でね、ちょっと来て協力してほしいんだ」

　簡単に用件を伝えるとすぐにジニアは携帯をしまった。

「誰呼んだの？」

「あ、ともだち」

　かわいい笑顔を見せながら、ジニアが俺に答えた直後だった。

　俺の後方で青白い電でん光こうが走った。

「な、なんだよ、おい！」

　何本もの青白い電光が交こう錯さくして、スパークした瞬間、絡からみ合あっていた光は消え、その場所には二人の屈くつ強きような男が立っていた。

　頭はモヒカン＆逆モヒカンな二人で、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆう、目つきが鋭く、レザーのパンツに皮ブーツ、黒皮のベストには金属の棘とげがいくつもついていた。

「オゥ、久しぶりじゃねぇか」

　ごっつい二人はそう言いながらノシノシと近づいてくると俺の目の前にいる少女とハイタッチして挨あい拶さつをした。

「元気してたか。今日はやけに可愛いじゃねぇか」

「ありがと！　こちらが今のわたしのカレシ」

　ジニアはさらっと俺のことを『カレシ』などと、二人の筋肉男に紹介した。

「い、いやいや、カレシじゃないし」

「ヨロシク、俺はホーク、こっちはアニマルだ」

　カレシ発言を否定していることなどお構いなしにモヒカン筋肉マッチョの二人が、ごっつい手で俺の手を握ってきた。

「よ、よろしく」

　ホークとアニマルと名乗る二人の手は、握あく手しゆしていると俺の手が包み込まれてしまいそうなくらいでかかった。

「で、なんだよ？」

　岩の塊かたまりのような大きな身体をジニアのほうに向けてホークが訊たずねた。

「この異世界で生きていくことになったから住居が必要なのよ。お願いできる？」

「いいぜ、他ならぬお前の頼みだ。イカシタ居住空間つくってやるぜ」

　そう言っているホークの横で、アニマルが大きな手におもちゃのように見えるスマホを耳に当てながらどこかに連絡していた。

　ホークが振り返ってアニマルの顔を見た。

「どうだ、兄きよう弟だい？」

　アニマルが親指を上げて答えた。

「問題ない」

　そういった途端、再び周囲に青白い光が放たれたかと思うと、どこからともなく黒い革ジャンを着た厳いかつい男たちが多数姿を現した。

「な、なんなんだ、この人たち？」

「俺たちの仕事仲間さ。ちょいとばかりやんちゃだが、気のいい奴らだぜ」

　サングラスをしている奴やギョロリとした大きな目をした連中が、全員で俺を物もの珍めずらしそうに、そしてすぐさま絡んできそうな危険な様子で見つめてきていた。

「よし、早速仕事を始めよう。キビキビやってくれよ」

　ホークの掛け声とともに彼らは森へ行く者、そして周辺の整地をする者に分かれた。

　ある者たちは木を伐ばつ採さいし、どこから持ってきたのかいろいろな機械を使って製材し、ある者たちは穴を掘ったり石を積み上げたりしていた。

　そのスピードは物凄く、豆とう腐ふをえぐるように大地に穴を掘ってゆき、草を刈かるようにまとめて森の木を切り倒して運んできた。

　あれよあれよという間に、俺の目の前には石を積み上げ、木で組まれた大きな家が建っていた。

「す、すげぇ」

　驚いている俺の前に、モヒカン筋肉男、ホークとアニマルが得意げな表情を見せながら歩いてきた。

「どうだ？　最高にワルな家に仕上がったぜ」

「ワルかどうかは別にして、短時間でこんなすごい家建てちゃうなんて……」

「二人は時間の概がい念ねんを無視して作業できちゃうんです」

　俺の横でニコニコしながらジニアが説明する。

「普通に建てたら三年はかかるからな。まぁ、中に入ってくれよ」

　アニマルとホークに促うながされて、俺とジニアは木でできた大きな扉を押して中に入った。

　中に入ると広いエントランスホール兼ダイニングがあり、中央に大きなテーブルがあって、その周囲に椅子が並んでいた。

　右手中央にはキッチンおよびサニタリィ関係に繫つながる開口部があり、正面に二つの扉、左側の壁にも二つの扉が見えた。

「右手はキッチンやバスルームに繫がる、左手の二つの扉はお前らそれぞれの部屋だ。玄関脇にある階段は二階に通じていて、倉庫兼娯ご楽らく室しつに使ってくれ」

「それぞれの部屋ってことは、俺とジニアの部屋か」

「えっ、わたしは同じ部屋でいいのに」

「よくねぇよ！」

　俺の一言にジニアが悲しそうに俺を見つめてきた。

「なんで？」

「や、だって、ほら、万一の……」

　ジニアは肩を落としてゆっくりと残念そうに目を伏せた。

　そのジニアの姿に、俺の胸の中で何か締め付けられるような、いとおしくて抱きしめたくなるような衝動が湧わいてきていた……って、バカ！

　絶対同室はいかん！　いかんのだ！

「と、とにかく、別室でいいんだよ！」

　まさか中身おっさんの、このジニアと二人きりになって欲情などしようものなら、俺は俺自身を許せなくなってしまう！

　今この時点で妙な気持ちになっていること自体が許せんというのに！

「ところで」

「ああ、なんだぁ？」

「部屋が他にもたくさんあるけど、あれは一体」

「ああ、正面の部屋は俺たちの部屋さ」

「はい？」

「俺とアニマルの部屋。内ない装そうはまだこれからだが、イカした部屋になるぜ」

「は？　何でお前ら、いや、あなた方もここにお住まいになられようとしているのでしょうか？」

　ああ、強く言えずにわけわからない敬語になってしまう、自分のビビリっぷりが悲しい……。

　するとアニマルとホークが大きな目を見開きながら、俺の顔にそれぞれの顔を近づけてきてニヤリと笑った。

「俺たちも、お前が気に入ったからさ、ボーイ」

「えっ？」

　気に入ったって、どういう意味で、しかも『ボーイ』だなんてもうそれなりの年齢なのですが、って言うより、何で男に気に入られなきゃならんのだ？

「ええ？　ちょっと待ってよ、彼はわたしの……」

　俺の隣で不満そうにジニアがホークとアニマルに抗こう議ぎしていたが、ちょっと待て。

「おい」

「なに？」

「俺はお前のものじゃないし」

「えっ、なんで？」

「なんでじゃねぇよ！」

　ジニアは申し訳なさそうな眼をして俺の顔を見た。

「ごめんね。そうですよね、わたしのものとか、勝手に言っちゃって」

「あ、ああ……」

　意外に素直に謝るじゃないか。

「だって、これがあなたが望んでいたことだもんね」

「なに？」

「ハーレム状態。みんなに好かれたいんですよね？」

「おい、ちょっと待て！　だからおっさんに好かれてどうするんだよ！」

　俺とジニアが話している間にアニマルとホークはさっさと突き当たりの部屋に入っていってしまった。

「本当に一緒に住むつもりじゃねぇか！　ジニア！」

「なんですか？」

「もう元の世界に帰してくれ！」

「帰し方、思い出したら帰します。でも……」

「なんだよ？」

「ホークとアニマルがせっかく仲間と造った家、住まないとか言ったら、二人がなんて言うか……」

「お、脅おどすつもりかよ？」

「脅すわけじゃないですけど、二人とも根はお子ちゃまだから、聞き分けがないんですよ」

　二人が怒って暴れだしたら手に負えなさそうだ。しかも先ほどまで働いていた柄がらの悪そうな多数の仲間たちもいるわけだし……。

「とりあえず二人に聞いてみますね。ねぇ、アニマル！　ホーク、ちょっと来て！」

　ジニアが大きな声で二人が入っていった部屋に向かって叫んだ。

「えっ！　ちょっと待て！　待て！」

　俺はジニアを抑えようとしたが、ジニアは気にすることなく声をかけ続けた。

「この家に住みたくないって言うんだけど」

「バ、バカ！　やめろよ！」

「な、なんで？」

　俺が必死にジニアを取り押さえようとしているとガチャリと部屋の扉が開いた。

「ふわぁぁ。なに？」

　俺は目が点になった。

　筋肉マッチョが入っていったはずの部屋からあくびをしながら出てきたのは、どう見ても小学生にしか見えない双ふた子ごの少女だった。

「よ、幼よう女じよ、だと？」

　出て来た二人は膝ひざ丈たけくらいまであるワンピースの寝間着をまとい、腰ぐらいまであろう金髪を、一人は左右で髪を結び、一人はポニーテールのように後頭部で縛っていた。

「ふぁぁ。ちょっと疲れちゃったよぉ」

「お、おまえら、いったい、どこから？」

　驚く俺に対して、ジニアが肩を叩きながら笑った。

「なに驚いているんですか。アニマルとホークじゃないですか」

「はぁ？　さっきの筋肉マッチョが、あの二人だって言うのか？」

「そうですよ。お髪をツインテールにしているのがアニマル、ポニーテールがホーク」

「なにぃ？」

「だから、ツインテがアニイちゃん、ポニテがホウちゃんですよ」

　俺はわけがわからず頭を抱えた。

　筋肉マッチョが目の前にいる双子金髪幼女って、どういう無茶な展開だよ！　ハーレム展開にしようとしているにしてもむちゃくちゃだろ？　なぜ別キャラにしてくれないんだ！

「なにブツブツ言ってるの？　ぼーい」

　気がつくと俺の目の前に双子がいて俺を指で突いていた。

「ぼ、ぼーい？　お前ら本当にさっきまで俺の事を『ヘイ、ボーイ』って言ってた、あの世せい紀き末まつマッチョの二人なのか？」

「せいきま……？　よくわかんないけど、お家造るので疲れちゃったから少し寝ていいでしょ？」

「あ、いや、いいけど」

　急にツインテの、アニイが俺に抱きついてきた。

「ぼーい、一緒に寝て」

「は？」

「ずるい、あたしが一緒に寝てもらうんだからぁ！」

「アニイの方が先に言ったんだもん、ホウちゃんはダメ！」

「やだ、やだぁ！　ホウもぼーいと一緒に寝るんだからぁ！」

　ジニアがアニイとホウの肩に手を置いた。

「だったら三人で寝たらいいでしょ？」

　涙目だった二人が明るく微笑ほほえんだ。

「寝る寝る！　一緒一緒、みんな一緒」

「うん、ジニアも一緒に寝ようよ！」

「あ、あたしも、えっと、ど、どうしようか？」

　ジニアが少し顔を赤らめて俺の顔を見つめた。

「子供たちがこう言ってるけど、ど、どう、します？」

　少し困った表情ながら、目を潤ませてジニアが俺の目を見つめてきた。

　一緒に、一つの布団ふとん、ベッドで身体を寄せ合って寝る……。












「って、ばか！」

　俺はジニアの頭とう頂ちよう部ぶにチョップを入れていた。

「きゃん！　い、いたぁい……」

「どうでもいいけど、あの筋肉マッチョが何で幼女に変身しているんだよ！」

「変身？」

「ちがうよぉ。へんしんじゃないよ」

　ホーク、もといホウちゃんが俺の顔を見上げて答えた。

「な、なにが？」

「ただ元に戻っただけだよぉ」

「元に戻った？」

「そぉだよ。ほーくとあにまるはお仕事する時の格かつ好こうだよ」

「お仕事する、格好？」

「だってあの方が力も強いし、高い所のものも取れるし便利だからだよ」

「じゃあ、本来の姿はこっちで、さっきの筋肉マッチョは作業用の姿ってこと？」

「そぉだよ」

　理解しがたいことではあるが、双子の真実が語られ、俺の中で情報が急速に整理解かい析せきされていた。

　ジニアが俺の顔を見つめて訊ねてきた。

「さて、これはセーフ？　はたまたアウト？」

　長い、長い時間、俺の頭と心の中で討とう論ろんが繰り返されていた。しかし熟じゆつ考こうの末に目の前にいる金髪双子の笑顔と艶つややかな頰ほお肉にく、トンボ玉のような瞳を見た瞬間、俺の頭の中に落雷のように最終審判が下った。

「う────ん……セーェェフ！」

　ベタながら、俺は両上肢を左右一杯に広げて声と体で最終判定を告げた。

「えっ！　セーフなの!?」

　驚くジニア、その横でアニイとホウが高らかにハイタッチしていた。

「やったねぇ！」

　しかし俺は苦悩していた。

　本当にこれでいいのか？　って言うか、俺今、ここで何しているんだ？　何でこんなわけのわからないことで悩まなければいけないんだ？

「続きまして」

　急にジニアが右手をあげて叫んだ。

「な、なんだよ急に」

「次に食料調達のエキスパートを招しよう喚かんします。食べ物ないと生きていけないし、いいですよね？」

　ジニアはなぜか少し不満そうな視線を俺に向けつつ、半分投げやりな感じで言った。

　そしておもむろに携帯電話を取り出すと、またどこかに連絡をとって、誰かしら呼び出していた。

「今度は誰呼び出してるんだよ？」

　俺がそう言った途端、突き当たりの壁に設置されていた二つの扉、片方はアニイとホウの部屋で、もう片方の扉の方が光り輝き始めた。

「な、なんだよ、おい！」

　周囲が突然真っ暗になった途端、扉がスポットライトに照らされた。続いて高らかなテーマソングが鳴り響いたかと思うと扉の向こうから誰かが颯さつ爽そうと出て来た。

「な、なに？」

　スポットライトに照らされてゆっくりとこちらに歩んできたのは、上下ジャージを着た一人の白人の中年男だった。

　髪は天然パーマなのか強いくせ毛で、目は細く鋭く、でかい鼻が印象的だった。捲まくられた袖そでから見える太い腕は、白い肌に体毛は濃く、ホークたちとは違い自然に発達した筋肉と程よい脂し肪ぼうで構成されていた。そして足腰も非常に安定感がありそうな体格であった。

「またおっさんかよ……」

　ジニアが奥の扉から現れた白人、頭もじゃもじゃのおっさんの横に立って紹介を始めた。

「食料調達はこの人、ビリィ・ロブソン。狩しゆ猟りようの名人であり、農産物育成のプロなんです」

「ヨロシク、ボーイ」

　少し外人訛なまりのある日本語で挨拶しながら手を握ってきた。

　おっさんの加齢臭なのか個人的な体たい臭しゆうなのかわからなかったが、やけに汗っぽいようなスパイシーな匂いが俺の鼻を突ついた。

　ジニアがニコニコと笑いながらビリィと俺を見ていた。

「早速だけど、食料調達をお願いしたいんですけど」

「ＯＫ」

　ジニアの要よう請せいに笑顔で親指を立てると、ビリィは着ていたジャージを脱ぎだした。

　そしてプロレスラーが穿はくような黒のショートタイツとリングシューズにＴシャツという格好になると玄関を出て森の方を目指して軽く走り出した。

「どうやって食料を確保するんだ？」

「見に行きましょう！」

　俺はジニアに誘われるままにビリィの後について森へと入って行った。

　しばらく行くとビリィが跪ひざまずいて何かを採取していた。

「こいつは湯がいて塩で揉もむと美お味いしいんだよ」

　そう言って、なにやら緑の植物を採取していた。

「ビリィは料理も上手じようずなんですよ」

　ジニアがそう言うとビリィは照れくさそうに笑った。

「いやいや、素人しろうとが真ま似ね事ごとでやっているようなもんさ」

　俺は謙けん遜そんするビリィを見て、先ほどのホーク＆アニマル（マッチョ状態時）に比べれば、ビリィは人が良さそうに感じていた。

（この人はいい人っぽいなぁ）

　俺がぼんやりとそう思っていると、急にビリィがすくっと立ち上がると鋭い眼まな差ざしで森の奥を睨にらんだ。

「ど、どうしたんですか？」

「いるなぁ……」

　そう呟つぶやくとビリィはＴシャツを脱ぎ捨て、髪と同じ栗くり色いろの胸毛が豊かに生えた胸元を出して上半身裸になった。

「本当にプロレスラーみたいだなぁ。本当に猟りよう師しなの？」

「しっ、静かに」

　先ほどとはうって変わって鋭い眼差しになったビリィは、そう言うと腰をかがめながら森の奥へと進んで行った。

「ど、どうなっているんだ？」

　俺はジニアと一緒にその場に待たい機きしていたが、しばらくすると森の奥からなにやら獣けものの叫び声が聞こえてきた。

「何事だよ？」

　俺とジニアは森の奥、声のする方へと走った。

　しばらく行くとそこには信じられない光景が広がっていた。

「な、あ、あれ、熊じゃないか？」

　そうなのだ。一頭の巨大な熊がビリィと対たい峙じしていたのだ。

「さすがに熊はヤバイだろう？　逃げないと！」

「カモン、カモン！」

　ビリィは構えながら熊を挑発していた。しばらく睨み合いながらゆっくりと円を描くように両者は回っていたが、一瞬足が止まったかと思うと、お互い相手に飛びかかって行った。

「ふん！」

　がっぷりと組んだビリィと熊は力比べをするように押し合いへしあいしていたが、一瞬の隙すきをついてビリィは熊の後ろに回りこんだ。

「ふぁ！」

　気合とともに、ビリィはきれいなブリッジを描きながら後方に熊を投げていた。大地を揺るがすような振動とともに熊はその巨体を後頭部から地面に打ちつけられていた。

　すぐさま立ち上がったビリィに対して熊もふらつきながらも腰を上げる。

　しかし頭を下げ気味で立ち上がった熊に対してすぐさま正面から飛び掛かったビリィは、頭を押さえつつ両腕を絞しぼるようにがっちりと摑むと再び気合一発で持ち上げて、自らの後方に投げつけた。

「で、でたぁ！　ダブルアームスープレックスゥ！」

　キラキラした眼差しでジニアが叫んだ。

「え、な、なにそれ」

　再び大きな音とともに熊は地面に叩きつけられた。

　投げられ、叩きつけられた反動で、腰を激しく打って腰よう椎ついを破壊、極められた両腕は肩から脱だつ臼きゆうし、先ほどの後頭部と頸けい椎ついのダメージもあいまって、熊は絶命していた。

　ビリィは息を切らしながら立ち上がると高々と右腕を掲かかげた。

「って、熊倒しちゃったのかよ！　ありえねぇだろ、普通！」

　俺の突っ込みに対しても、ビリィはにこやかに勝者の笑顔を作りながら、掲げた右手を振って応こたえるだけであった。




「俺はこいつをある程度ここでさばいていくよ。この匂いにつられて他にもなにか来るかもしれないからな」

　そう言ってビリィは熊を逆さかさ吊づりにすると大きなナイフでさばき始めた。

　周囲に生臭い匂いが漂ただよいはじめ、俺とジニアは鼻を押さえながらログハウスへと戻って行った。

　ログハウス、といっても、外から改めてみると二階建てのかなり大きな家だった。

　いつの間にやら、丸太で作られたしっかりとした塀へいができており、庭も整備されて木々も植えられていた。

「ちょっとした豪ごう邸ていだなぁ」

「ホウとアニイは家造りの天才なの。わたしたちの愛の巣にはぴったりですよね？」

「ああ……って、バカ！　何が愛の巣だよ！」

「なんでそんなに怒るんですか？　いいじゃないですか！」

「よかねえよ！　なんで中身おっさんのお前と愛の巣作らなくちゃいけないんだよ……」

「おっさんじゃありませんよ！」

「ディシティっていうおっさんだろが！　大体……」

　そこまで言いかけて俺はなにやら美味しそうな香りがしてきたことに気づいた。

「なんだ？　これ、誰かが食事作ってるのか？」

「キッチン、誰かいるみたいですね」

　ジニアとともに俺は家に入るとダイニングホールの右手から繫がるキッチンの方へと進んで行った。

「えっ」

　そこでは一人の女性が甲か斐い甲が斐いしく料理をしていた。

「あ、おかえりなさい」

　俺とジニアの存在に気づいたその女性は振り返って笑顔を向けた。年齢は多分俺と同じか少し上くらいだろうか。少し赤みがかった栗色の髪を後ろでまとめ、腕まくりをしながら料理をしていた。その姿に俺が家庭的な安らぎを感じてしまったのは、故こ郷きようを離れて一人暮らしが染み付いてきてしまったからだろうか。

　顔立ちは優しそうな母性を感じさせながらも、半面、膝丈のコットン生地の紺色のワンピースに白いフリルのついたエプロン姿の下に潜ひそむスレンダーながら豊かな胸とお尻のふくらみは、一種年上特有の色気を醸かもし出だしていた。

「あ、ごめんね、もうすぐできるから待っててね。ぼーいクンは、何か苦手なものとかあるかな？」

「え、あ、いえ、別に」

「そっか。じゃあ、遠えん慮りよなく腕を振るわせてもらうね」

　そう言うと鼻歌交じりのその女性は料理を続けた。

　って言うか、俺、だんだん「ボーイ」って呼ばれることに違い和わ感かんなくなってないか？

　それはさて置き、俺は一瞬ぽかんとしていたが、我に帰るとジニアを引っ張ってダイニングに戻ってきた。

「なあに？　どうしたんですか？」

「い、いや、あの女の人、誰なの？」

「あれ？　言いませんでしたっけ？　料理も担当するんですよ」

「料理も担当？　『も』って言ったけど、他にも何かしてくれる人なの？」

「他にもって、食材の確保もしてくれるって言ったじゃないですか」

「食材の確保って、それはビリィっておっさんがやってくれるんじゃなかったの？」

「やだぁ、だからビリィじゃないですかぁ」

「は？」

「あの人、ビリィですよ」

「ちょっと待て」

　落ち着いて考えてみよう。今まで出て来た奴ら、そういえばおっさんだけどみんな女の子に変わっていたんだよな。

　流れで言えば最後に出て来たビリィとか言うレスラーみたいな人も女の子に変わってもおかしくない。

　でも、森で熊の解体していて、それを置いて俺とジニアは先に戻ってきたんだから、俺たちより先に帰ってきているはずがない。つまり森の中のビリィと今ここで料理しているビリィさんは別人ということになる。

「よし、まとまった！」

「な、なにが？」

「結論を言おう。森にいたおっさんのビリィさんと、ここで料理しているビリィさんは別人！」

「同じ人ですって」

　あまりの即答に、俺は一気に肩の力が抜けて倒れそうになったが、一瞬の踏ん張りで堪こらえ、再びジニアの顔を真まっ直すぐ見つめ返した。

「おまえ、なんでそうなるよ？　俺たちの方が先に森から帰ってきたはずだろうが？」

「ううん。ビリィさんの方が先に帰ってきたんですよ」

　ヤバ。また一瞬めまいが起きそうなくらいなジニアの無む駄だのない答えが俺を貫いた。

　待て、そんなわけはない！

「は？　追い越された記憶ないんだけど」

「帰り道が違ったんです」

「違った？」

「あなたは気がつかなかったかもしれないけれど、わたしたち遠回りして帰ってきたんですよ」

「遠回り？　なんで？」

「あ、えっと、それは」

「なんだよ？」

「少しでもあなたと二人きりになりたかったから……だめでした？」

　そう言ってジニアは少し照れくさそうに俺の顔色を窺うかがうように見つめた。

　俺は一瞬言葉を失った。

　時が止まる瞬間とはこういうものなのか。頰を赤らめて真っ直ぐな眼差しで俺の目を見つめる彼女は少し震えているように見えた。俺は無意識の内に彼女の肩に手を伸ばし、そっと引き寄せていた。

「あっ、あの、わたし……」

　彼女は目をそらして少しうつむいたが、そっと顔を上げて一瞬俺と目が合った時、彼女は静かに瞼まぶたを閉じた……。

「って、いい加減にしろやおっさん！」

　俺はジニアのおでこを指で弾はじいていた。

「い、いたぁい！」

「何でお前と二人きりの時間つくらなくちゃいけないんだ！　いや、それより厨ちゆう房ぼうにいる女の人は本当にあの森で熊倒していたおっさんなのか？」

「うぅ、そうですよ……」

　ジニアはおでこを押さえながら涙目で俺に答えた。

　俺は立っていることができずに椅子に座り込み、頭を抱えた。

　なんでこうなるんだ！　今度こそ可愛らしい女性が現れたと思ったら、また中身おっさんかよ！　これどんな罰ばつゲーム？

「はいはい、喧けん嘩かはダメですよぉ。ごはんできたから、みなさん手を洗ってきてください」

　いつのまにやら俺とジニアの後ろにビリィさん（中身おっさんらしいが）が立って手を叩いていた。すると奥の部屋から金髪双子幼女のホウとアニイが飛び出してきた。

「ごはんだ、ごはんだぁ！」

　急にダイニングがにぎやかになってきた。

　故郷を離れて大学に進学してから、ひとりで生活してきた俺にとって久しぶりに感じた明るい空気だった。これが共同生活、一緒に住むって事なのか……。

「いや、ちがうだろう！」




　俺はテーブルについていた。

　目の前には料理が並び俺の左手には金髪双子の幼女が食事をしながら、時折喋ったり笑ったりしている光景が見える。

　右手ではジニアが機き嫌げん良さそうに、年季の入った銀製のスプーンを使って熊肉ワイン煮に込こみシチューを口に運んでおり、俺の視線に気づくと目を丸くしながらしばし俺の顔を見ていたが、少し微笑みながら大皿の中の『熊の手の煮込み醬しよう油ゆ仕立て』をナイフとフォークを使って切り取ると、一口大のゼラチン質の肉片を俺に差し出した。

「はい、あーん」

「あーん、ってそうじゃねえよ！」

　強く否定した俺を見て、ジニアは驚いたような表情で瞬まばたきをした。

「え？　食べさせて欲しかったんじゃないんですか？」

「そんな物欲しそうな顔、してなかったろうが！」

「じゃあ、なんですか？」

　ジニアは俺に差し出した肉片を自分の口に入れると頰をムニュムニュと動かしながら嚙かみしめた。

「俺が、今、何で、こうしてお前らと食事をしているのか？」

「それが？」

「それがわからん！　意味不明だよこの状況！　何で何もない辺へん鄙ぴな地の丸太小屋の中で、お前らと食事をしていなきゃならんのか！」

「あの……食事、口に合わなかった？」

　俺の声を聞いて厨房からビリィさんが心配そうな眼差しで俺を見ながら出て来た。

「あ、いや、そうじゃなくて」

「シチューや熊の手は苦手でも、この『熊の臓ぞう物もつのパイ包み焼き』なら、比較的癖くせもないから食べられると思うんだけど……」

　ビリィさんが俺の機嫌を窺うようにパイ包み焼きを取り分けた皿を俺の前に置いた。

「あ、いや、ですから食事は最高に美味しいです」

「ほ、ホント？　良かった、新鮮な肉をその場でさばいて血抜きした甲斐があったわ！」

　喜ぶビリィさんであったが、その言葉は目の前にいる清せい楚そで可愛らしい、少し年上の魅み力りよくを感じさせる女性が、紛まぎれもなく熊を倒したレッスルなおっさんと同一人物だという事を再確認させられることになったわけで、やっぱり俺の周りはおっさんで囲まれていることに間違いなかった。

「ああ、何でこんな事にぃ！」

　テーブルにはコットンのテーブルクロスが掛かり、その中央には小さな花か瓶びんに飾られた可憐な花があった。なんとも清すが々すがしく、心落ち着くような空間であったが、それを用意してくれたのもおっさんである。

　いや、おっさんが嫌いとか全否定するわけじゃなく、俺だっていずれはおっさんだろう。そこが問題じゃない、問題は「美少女たち」に囲まれるはずが、「中身おっさんの美少女たち」に囲まれるというなかなかわけのわからないこの状況である。

　どうやったら元の世界に戻れるのか？

　俺は渦巻きながら混こん沌とんとした闇の底に陥りかけていた頭の中の思考を整理し、冷静に現状を解析することに努つとめた。

　目の前に置かれたグラスの中にビリィさんが家から持参したという林りん檎ご酒しゆが注がれていた。俺はその琥こ珀はくの液体の中に現れては消えていく小さな気泡を見つめ、考え、そして悟った。

「おい」

「はい？」

　俺の呼びかけに、ジニアはスプーンを置いてナフキンで口をぬぐうと、俺の方を真っ直ぐに向いた。

「わかったぞ」

「わかった？　なにがですか？」

「この世界に連れてこられた理由と、そして元の世界に戻れない理由が」

「はぁ」

「二つの理由は同じだ」

「同じ？　わたしが帰し方を忘れたって言うのが、連れてきた理由にもなるんですか？」

「違う。帰し方を忘れたって言うのはお前の噓うそだ」

「どういうことですか？」

　俺は得意気な表情をたたえながら勢いよく立ちあがってジニアを指差した。

「ここに俺が来た理由と帰れない理由。それは一つだけ、この世界で何かを成すために連れてこられ、そしてまだそれを成していないから帰れない、そういうことだろう！　出来事には、物事には、必ず必然の理由が存在する！　そしてそれはいたってシンプルなものだ！」

　俺が力説しているとジニアが帳ちよう面めんを取り出して筆ひつ記きし始めた。

「なにメモとってるんだよ？」

「あ、いやぁ、なかなか良かったんで……えっと、この世界でなにかを成すために……」

「メモとって、どうするんだよ？」

「え？　あ、帰し方忘れちゃった時に、こう言い訳した方がカッコいいかなぁって」

「おい、それはつまり俺が今言ったことが、真実ではないっていうことになるんだが」

「そうですね、でも、わたしは好きですよ、こういう理屈っぽいのって。あの手の小説たくさん読んでるだけの事はありますね」

「お、俺は、別に小説の世界に感化されているわけじゃない！」

　俺は叫び、そして肩を落としながら椅子に座った。

　傍かたわらでは、ジニアがメモ帳を見ながらブツブツ言っていた。

　どうやらジニアは、よほどメモ内容が気に入ったのかニコニコしながら暗あん唱しようできるように練習していた。




　飯が終わってから、アニイとホウは昼寝に入ったらしい。ジニアも一緒に添い寝しているようなので、俺は少し考え事もかねて外に行くことにした。

「俺は何でこの世界に……」

　考えながら、森とは反対方向の山の方へと歩いてみた。

　しかし、この異世界に来てから山と木しか見ていないような気がする。

　本当にここが異世界かどうかも疑わしくなってくる。

　実は俺がいた世界のどこかすっごい森の中に置き去りにしただけなのではないのか、という疑念も湧いてくる。

　と、言うのも、街もない、城もない、人もいないのであれば、本当に剣と魔法があふれる中世ヨーロッパ調の世界だと言われても、信じられるわけがない。

「せめてこの国がどんなところかぐらいは聞いてみるべきだな」

　そんなことを考えながら森の中を抜ける川を上流に向かって歩いていると、しばらくして妙な香りがしてきた。

「なんだこの匂い。これってもしかして」

　もう少し上流に上がっていくと滝たきが見えてきた。その滝たき壺つぼから流れ出る川に脇から流れ込んでいる小川があり、その小川から湯ゆ気げが出ていた。

「これってもしかして温泉か？」

　俺は近づいて小川に指先を入れてみた。

「熱！　間違いない。こりゃ温泉だよ！」

　すると後ろで砂じや利りを踏む音がして人の気配を感じた。

「ヘイ、ボーイ。そいつは水でうめないと火傷やけどするぞ」

　振り返るとそこには赤髪もじゃもじゃレッスルマンのビリィさんがスコップを持って立っていた。

「ビリィさん」

　ビリィさんは持ってきたスコップで力強く大きな穴を掘り始めた。

「あ、もしかして、野天風呂作るんですか？　何か手伝いましょうか？」

　俺がそう言うとビリィさんは全身から汗を噴ふん出しゆつさせながらニヤリと笑った。

「それじゃあボーイは平たい石をたくさん集めてくれ」

　そう言って再び穴掘りを続ける。

　そして俺が集めてきた石を穴の中に敷しき詰つめ、温泉を流し込みつつ、湯加減を見ながら川の水を引き入れた。

「いいんじゃないか？」

「そうですね」

「それじゃあ、入ろうか」

　そう言って服を脱ぎだした。俺も我が慢まんできずに服を脱ぎ、湯に足を入れた。

「う、うぉ！　いい湯加減じゃないですか」

「そうだな。それに最高じゃないか？　このロケーション」

　ビリィさんが指差す方向には滝が流れ、蒼あおい空が広がり、遠く緑の森と更にその先に白く険けわしい山々が見えていた。

「確かに最っ高ですね！　お湯もやわらかいし」

　俺は景色に見み惚ほれながら、少しぬめりのある透明の湯を手にすくってみた。

「そうね。それに弱アルカリ性だからお肌もつるつるになるのよ」

「なるほどアルカリだから……って、え？」

　声が変わったと思ってビリィさんの方を見ると、いつの間にかレッスルなおっさんから天然お姉さんキャラに変わっていた。

「ビ、ビ、ビリィさん、な、なんであの」

「もともと温泉に入りたかったけど、わたしの力じゃ穴は掘れないし」

「い、いや、でも」

「それに、ぼーい君とも、一度ちゃんとお話もしたかったからね」

「は、はぁ」

　とはいえ、女の人と一緒の、しかも膝が触れ合ってしまうくらいの狭い空間で風呂に入るというのは……最っ高！　じゃなくて、眼のやり場に困ってしまう。

　とはいえ、見えてしまうなら見ないわけには行かないわけであって、まぁ、簡単に解説させていただくと、ビリィさんはスレンダーなジニアと比べるとふくよかではあるが、身長があるから決して太っているわけではなく、むしろ健康的で色っぽく、胸も大きめ（ＥかＦカップぐらいか？）ながら顔は童どう顔がん系で可愛らしいと言った、体と顔のギャップがまた堪たまらん！　って、俺はなんでこんな解説をしているんだぁ！

「あの、ぼーいクン」

「は、はい！」

「ちょっといいかなぁ？」

「……なんですか？」

「ぼーいクンがさっき言っていたこと」

「さっき言っていたこと？」

「ほら、食事の時にジニアちゃんと話していた、ここに来た理由と帰れない理由は、この世界で何かを成すために連れてこられ、そしてまだそれを成していないからだって言ってたじゃない」

「言いましたけど……」

「それって、きっと間違っていないと思うよ」

「どういうことですか？」

「わたしもホウちゃんもアニイちゃんも必要とされてここに来たんだし、きっとぼーいクンもそうなんだよ」

「えっ」

「きっかけはどうであれ、きっと大きな流れはそういうことなんだと思うよ。ぼーいクンはこの世界で何かを成すべきで、きっとそれが成された時には、ぼーいクンも帰っていくことになると思うんだ」

「本当ですか？」

「ぼーいクンをここに連れてきたのはディシティって言うおじさんだったでしょ？　わたしもそれほどよく知っているわけじゃないけど、あの人の見た目や行動にだまされることがあるから」

「だまされるって？」

「口では適てき当とうなこと言っているけど、心の中ではいろいろ考えているタイプなのよ。それを表に出さないから、注意した方がいいかなって事で」

「でも、ディシティって、ジニアと同一人物でしょ？」

「えっ」

　なぜかビリィさんが一瞬驚いたような表情で小さく声を漏もらした。

「あ、そ、そうね。そうだけど、今のジニアちゃんに聞いても、ディシティのことはわからないと思うよ」

「そうなんですか」

　なぜか微妙に気まずい雰ふん囲い気きになり、会話が途切れた。

　絶え間なく続く滝から水が落ちる音と、時とき折おり遠くから鳥のさえずりが聞こえてきていた。

　少し長く入りすぎた感がしてきたので上がろうかと思ったが、すぐ隣に女性がいるとなると上がりにくい。さっきまでのレッスルおじさんの時は抵抗なかったのだが……しかし待てよ。

　レッスルな時もお姉さんの時もビリィさんはビリィさんであり、つまり先ほど風呂に入る時、お互い裸はだかになって入ったわけだから、俺自身もビリィさんに見られていたことにならないか？

「ああ！　なんてことだぁ！」

　俺は頭を抱えた。

「どうしたの？　ぼーい君」

　背中越しにビリィさんが声をかけてきたが、恥ずかしさから振り返ることができなかった。

「い、いや、その、見ましたよね？」

「なにを？」

「い、いや、だって！」

　俺は思い切ってビリィさんの方へ振り返った。

「ん？」

　鮮せん血けつがほとばしった。

　俺の鼻び孔こうから鮮あざやかな血が噴出したのだ。

　激しい映像情報が視神経を焼きつかせながら脳のう髄ずいを直撃し、一気に俺の中の感情が膨ぼう張ちようし破裂したためだった。

　振り返りざまに俺の目に飛び込んできた映像とは、あのビリィさんが一糸まとわぬ姿で風呂から上がって岩の上に腰掛け、涼すずんでいる姿であった。












「見たって、何が？」

「い、いや！　なんでもないです！」

　もはやそれ以上のものを見せていただいたので、そのことはもういいことにした。

　俺は再び背を向けて少し熱くなった体を冷ますために半身を湯船から出した。

「人はこの世で成すべきことがあり、そしてそれを成さねばならない」

「えっ？」

　俺は背中越しにビリィさんの言葉を聞き、そしてゆっくりと振り返った。

　幸い（？）にして、ビリィさんは再び湯に浸つかっていた。

「人はね、やらなければいけないことがあってここに居るのよ。わたしもぼーい君もそう」

「ビリィさんも？」

「わたしは狩猟をして、食事を作ること。それしかできない」

「はぁ」

「わたしのしていることは命を奪うばって、それをいただくことで自らの生命を維い持じする行為。これは罪深い行為でしょ？　でもこれがわたしの成せることで、成すべきことなの。だからわたしは奪った命は無駄にしないで全て大切に使わせてもらっている。そしてわたしはこの仕事を一生続けていかなければいけない」

「そ、そうなんですか。やめようとか他のことしようとか思わなかったんですか？」

　ビリィさんは笑った。何の迷いもない笑顔だった。

「ないわね。これがわたしに与えられた成すべきことだって思ったから。それに楽しいの。獲え物ものを狩って、それをさばいて、みんなに食事を振舞って、喜んでもらえることが」

「そ、そうなんだ」

　笑顔で話していたビリィさんであったが、ふと、遠くの白い山々を見つめながら小さく息をついた。

「わたしね、昔は料理が嫌いだった。もともとは不器用だったから」

「そうなんですか？」

「上手にできないと悲しくて。そんなわたしがわざわざ作ることない気もしたから」

「じゃあ、なんで今は？」

「ある時わかったの。わたしが作るものはわたしにしかできないって」

「自分にしか……できない」

「うん。それがわかってから、料理を作ることを一生の仕事にしていこうって思えるようになったの。ぼーい君も、きっといつかそういった仕事を見つける時が来るわ」

「そうなんでしょうか？」

「夢をあきらめずにいればね。大丈夫。その為にも、今目の前にある成すべきことを成す、これが大切よ。がんばってね！」

　そう言ってビリィさんは温泉から出て行った。

　残された俺はビリィさんが何を言わんとしていたかを考えていた。

「俺に成せること、か」

　そう呟いたものの、風呂を出て行く時のビリィさんの裸ら体たいが頭から離れず、考えがまとまらないままのぼせてしまった俺であった。









　俺おれがこの世界にやってきたのには理由があり、成すべきことを成した時に俺は元の世界に帰ることができる（今はそう信じている）。

　その成すべきことはなんなのか？

「ちょっとそれとって」

「うーん、これはなかなか。いい感じ、美お味いしくできたわよ」

「やだ、そのカップホウのじゃん！　勝手に使わないでよ」

「アニイが先に持ってきたんだもん！」

　俺が冷静に思考をめぐらしている時に周囲は騒がしい。

　今日もまた、このメンバーで食しよく卓たくを囲んでいた。

　ぱっと見、ホウとアニイの金髪少女たちは喧けん嘩かもするけど無む邪じや気きなものだ。

　ビリィさんは年上で面倒見はいいが少し天然で抜けているところが可か愛わいらしい。

　ジニアはなにかと俺を意識して笑いかけてくる。気があるのはわかっているが……。

「違う、なんか違う。これはハーレムじゃない！」

　ジニアが不思議そうな眼まな差ざしで俺を見つめてきた。

「どうしたんですか？」

　どうもしねぇよ！　俺は心の中で呟つぶやいてジニアを睨にらんだ。

　しかし、この間ビリィさんの言動と態度が妙だったのが気になる。

　ディシティなるおっさんは見た目と違って何か深い考え、企たくらみを持つタイプだと言っていた。そして何よりディシティとジニアが同一人物ということに関して、まるで知らなかったような驚きの表情を一瞬出したこと。

　そのあと取とり繕つくろっていたが、あまりにも不自然だった。




　俺は騒がしい食事が終わった後で、新しん鮮せんな空気を吸うために一人建物の外に出た。

　この異世界に来て一週間ほど経たっていた。

　振り返って建物を見あげてみると、最初はちょっと大きなログハウスだったはずが、日々増築を繰り返し、今では石と木でできたちょっとした館やかた、という感じになっていた。

　内ない装そうも含め家か財ざい道具も一気に増えていた。

　ホウとアニイ、いや、ホークとアニマル姿の時に頻ひん繁ぱんに運び込んでくるのだが、家造りだけでなく、家具や生活雑貨まで造る能力があるのだろうか？

　とにかく生活は充実していた。

　その中で俺は何をすべきなのか？

　って言うか帰りたい……。

　俺は考えながら、なんとなく森を散さん策さくしていた。

　鳥の声と柔らかな木こ漏もれ日が疲れた俺の心を癒いやしてくれていた。

　上京して孤独な大学生活を送っていた俺にとって自然あふれる今のこの環境はむしろ心身ともに満たされ、ある意味充実しているはずなのに、俺を取り巻く人間（と言っていいのかどうかは知らないが）たちに関してはストレスでしかない。

「なにかが足りない……なにかが」

　その時、森の奥からカチャカチャと金属が触れあう音と動物の足音が近づいてくる気配がした。

　間もなくその姿が見えてきた。

　それは馬に乗り、甲かつ冑ちゆうで身を固めたごっつい体格の二人組みの人間であった。

　彼らは俺の存在に気がつくと、急に俺の方に馬を走らせて近づいてきた。

　そう。俺の目の前には騎き士し、鎧よろいに身を固めた騎士が馬に乗っているのである。

　やっと異世界に来た、どこかの森の中に適てき当とうに飛ばされただけではなかった、という実感が湧わいてきた。

「これだよ。やっと俺が望んでいた異世界の雰ふん囲い気きがやってきたよ」

　俺は感激のあまり、騎士たちの鎧の形、模も様よう、作り、傷や汚れ具合に至るまで、細かに観察した。これがリアル中世の騎士ってやつかぁ……。

「おい！　貴き様さまこんなところで何をしてやがる」

　急に職務質問ですか。

　まさか異世界に来てまで職質されるとは思いませんでしたよ。

　悲しいことに、二人組の騎士はどうにも愛あい想そうが悪く、高圧的な感じで、俺を半ば脅おどすような態度で聞いてきた。

　初めてこの世界に住んでいる人間に出会ったのであるが、あまりいい印象ではなかったことは非常に残念であった。

「なにって、散歩ですけど」

「散歩だと？　この辺りに人じん家かなぞないはずだ。まぁちょうどいいわ。貴様の家に案内せい」

「な、なんであんたらを家に？」

「わしらは腹を空すかしているんだ。食い物と水をよこさんか」

　ああ、騎士かと思っていたが、どうやら薄汚い山さん賊ぞくか何かに出くわしてしまったようだ。

　そして俺は異世界に来てまでカツアゲにあっているようだ。

　どうしようかと思し案あんしていたところ、俺を探しに来たのか、ジニアが現れて俺に声をかけてきた。

「どうしたんですか？　この人たち、誰だれですか？」

　不安そうに俺に尋たずねるジニアを見て男たちが目を輝かせた。

「おやおや、こんな可愛らしい女の子がここにいたなんて、俺たちも運がいいなぁ」

「ちょっと疲れを癒してもらおうかな」

　ジニアが嫌そうに俺の後ろに身を隠した。

「あ、いや、どうすればいいんだ」

　甲冑を着た男たちが馬から下りてゆっくりとこちらに近づいてきた。

「く、くそぉ。異世界、俺ＴＵＥＥＥＥ設定があれば」

「異世界最強設定ですか？」

　そう、お約束のはずのその設定さえあれば問題ないのだが、今の俺はこんな奴やつらに対抗するだけの力もない普通の男である。

　俺がどうしようかと身構えていると、ジニアが何か囁ささやいてきた。

「だったら小キック」

「は？」

「小キックです」

「なんだそれ？」

「小キックって三回叫んでください」

「や、だからなんで？」

「いいからお願いします、わたしを信じて！」

　いや、信じてって、何でそんな格かく闘とうゲームのコマンド言わなきゃならないのか、今この状況で。

「お願い、早く……怖いよ……」

　ジニアはそう言って俺の服を握り締めて震えていた。

「ジニア……しょ、しょ……」

　いざ言おうと思ったがうまく言葉にできなかった。男たちはニヤニヤしたまま更に近づいてきていた。

「なんだぁ？　何も怖いことはないから、お嬢じようちゃんこっちにおいで」

　俺は腹に力を入れて息を吐いた。

　やったる！

「しょ、小キック小キック小キック！」

　そう叫んだ時だった。

　俺の体は勝手に動き出して、男たちの足元を連続キックで払った。

「ぐぁ！」

　一体何が起こったんだ？

「ジャンプアンドキックです！」

「へ？　じゃ、ジャンプアンドキック」

　ジニアに言われるままにそう言うと俺は大きく飛び上がって男たちにニードロップを敢かん行こうしていた。

「ぎゃあ！」

　まるでアルミ箔はくのように甲冑は捻ねじ曲まがり、男たちを蹴け散ちらしていた。

「とどめのスペシャル技、左右右強パンチですぅ！」

「ひ、左右右強パンチィ！」

　俺の体は腰を捻ひねって後ろに溜ためをつくると、一気に両手を前に出した瞬間に光の玉とそれに続く光線のようなものを出していた。

「ど、どわぁわわぁ！」

　男二人は吹っ飛ばされて身体からだは地面に叩たたきつけられた。

「やたぁ！　勝ちましたよ！」

　俺は呆ぼう然ぜんとしつつジニアの方を振り返った。

「や、やったのか……って、なんだよこれ！」

「え？　あなたがやったんです。ユーウィン！　ですよ」












「ユウウィンじゃねぇよ！　これどういうことだよ？　なんでこんなことできちゃうんだよ？」

「あなたが望んだから、この世界での特殊能力を手に入れたってことですよ。こういうのってお約束なんでしょ？」

　確かに先ほどまで俺が考えあぐねていた、この世界に来て何か足りないもの。それが俺になぜか備わってしまった『最強の能力』って言うのは、アリかもしれない……。

「いや、ちょっと待て。さっきのそのアレは、いちいち口でコマンド言わなきゃならんのか？」

「コマンド？　あ、そういうことですよね」

「そういうことじゃねぇよ！　なんかカッコ悪いじゃないかよ。十年以上前にもう誰かが思いついてそうなくらいベタな感じだし、もっとこう、スマートに出せないのかよ？」

「そ、それをわたしに言われても……」

「え？　だってこの能力、お前がつけてくれたんじゃないのか？」

「正確には、わたしを通してディシティ様の能力でつけたというか」

「だったら、もう少しなんとかなるだろう？　あの口でコマンド言うのじゃないのにしてくれよ。いちいち小キックとかって」

　そう言った途端、俺はジニアの足にロウキックを浴あびせていた。

「い、いたぁい！」

「え？　あ、いや、俺の意思じゃなくて勝手に体が動いたんだよ。小キックって言ったら」

　次の瞬間、俺の右足が更にジニアの足を蹴り飛ばしていた。

「きゃぁ！」

　声を発してジニアはその場に倒れた。

「わぁ！　ジニア！　ごめん！　これどうなってるんだぁ！」

　ジニアを急いで抱き起こすとジニアが何かを呟いていた。

「……したぱん、ち」

「なに？」

「したぱんち」

「したぱんち？　下パンチ？」

　俺の体が再び勝手に動き出して、ジニアの顔に腕をまわしてフェイスロックに取っていた。

「落ちるー、落ちちゃう！　あなたの腕でわたしを落として～」

　ジニアが絶叫した。

「お、お前マゾか！　何でこんな時にコマンド教えるんだよ！」

　どうやら俺はいついかなる時でもコマンドを口にすると体が技を出す最強の能力を手にしていたようだった。

　俺の体の中に芽生えちまった制御不能最強戦闘技能アンコントロラブルフアイナルバトルギア、とでも呼べばいいのか……そんな厄やつ介かいな爆弾を抱え込んじまった、この俺の宿しゆく命めいは……って、こんな能力いらねぇー！　ちがう！　そうじゃない！

　俺は心の中で叫んだ。




「面おも白しろいもの、持っていましたよ」

　ジニアは俺が倒した騎士たちが落としていった荷物を持って帰って、中身をあさっていた。

　そしてその中から何か字が書かれた動物の皮のようなものを見つけ出した。

「なんだよこれ、俺、なんて書いてあるかわからないぞ」

「どうやら二人の男は、ここに書かれていることのために来たみたいですね」

　この世界の字が全く読めない俺のために、ジニアが内容をかいつまんで説明し始めた。

「え、じゃあなに？　あの薄汚い甲冑着た連中は山賊じゃなくて、城の騎士だったって言うのか？」

　ジニアは、皮に書かれた文字を指しながら説明し始めた。

「そういうことですね。彼らはここから悪あく王おうが住む森を目指していたみたいですね」

「悪王？」

　どうやら、セントガルドという城じよう下か町まちからかなり離れた森の奥深くに悪王と呼ばれる奴がいて、略りやく奪だつを繰り返しているらしく、最近では城下にまで押し入ってくるので、城の兵士たちも対応しているが、どうにも手こずっており、歴れき戦せんの勇者であるあの二人の騎士を遣つかわせた、とのことだった。

「さらに、悪王を倒したものには、姫との婚約を認めるって書いてあります」

　俺はジニアの言葉を聞いて手を叩いて立ち上がった。

「そ、それだよ！」

「え？　なにが？」

　急に立ち上がった俺にジニアが驚いた顔をして問いかけてきた。

「俺のこの世界で成すべきことさ。この最強格闘技能力アルテイメツトテクニツクオブマーシヤルアーツ、略してＵＴＭ！　これを駆使して悪王を成せい敗ばいしてお姫様と結婚する。異世界きたらこれでしょ、これ！」

　ジニアが微妙な表情になって俺を見つめてきた。

「な、なんだよ？」

「アルティメットなんとかはいいとして、まぁ、悪を倒してお姫さまを救うっていうのは確かにファンタジーの王道ですよね」

「何か異論でも？」

「異論はありません……じゃあ、出かける準備しましょう」

　ジニアが立ち上がるとなにやら簡単に荷を作り始めた。

「なんか不満そうじゃないか？」

「別に不満なんてありません！」

　不ふ機き嫌げんそうに言うと、ジニアは俺に背を向けてせっせと作業を続けた。

「どっかいくの？」

　奥の部屋から金髪少女二人、アニイとホウが出てきた。

「お前ら髪縛ってないとどっちがどっちかわからんぞ」

「いい加減覚えてよね」

「わたしがアニイ、こっちがホウ」

　そう双ふた子ごに言われても全く区別がつかなかった。

「わかんねえよ。髪形変えてくれよ」

　おれはなんの気なしにそう言った。

　しかしこの考えなしの俺の一言が、ちょっとした騒動を引き起こしてしまった。

「じゃあ、ホウが髪を切ります」

　俺の言葉を受けて、片方の金髪幼よう女じよがそう言うと、もう片方が驚いて声を上げた。

「えぇ！　やだよ、アニイが切りなよ！」

「アニイはやだよ！　ホウが切ってよ、お姉ちゃんでしょ！」

　すると言われた方の金髪幼女、ホウの顔が真まっ赤かになっていき、大声を上げる。

「お姉ちゃんとか、そ、そんなの、関係ないじゃん！」

　ホウがアニイと思われるもう片方の少女の胸を手で押した。

「きゃぁ」

　アニイは押されて後方に転倒した。

「い、いたぁい！」

「大丈夫？」

　ビリィさんが慌あわててアニイの元に駆け寄った。

　俺も慌ててホウの腕を押さえた。

「おい、おい。暴力はダメだよ」

　実際、筋肉マッチョのアニマルとホークの状態だったらこんな仲ちゆう裁さいになんて入れないんだが。

　腕を押さえながらホウの顔を見ると、ビリィさんに頭をなでられながら泣いているアニイのことを悔くやしそうな表情で睨んでいた。

「仲直りしなよ。な？」

　優しくホウに促うながしたが、ホウは俺を睨んで手を払った。

「やだよ！」

　そう言うとホウは走って家を飛び出してしまった。

「お、おい！」

　俺が玄げん関かんの扉を見つめながらため息をついていると、ジニアが背中を軽くつついた。

「な、なんだよ？」

「姉し妹まいって言うのは、難しいものがあるんですよ」

「な、なんだよ、それ」

「どうするんですか？　ホウちゃん」

　振り返るとアニイはビリィさんがなだめていた。

　もともとは俺が「区別がつかない」なんて言っちゃったのが原因だしなぁ。

　俺は頭を搔かきつつ玄関のドアを開けてホウの後を追った。




　どこへ行ったのかと思いながら森の中を歩いていたら、少し開けたところに小さな池があって、その淵ふちに横たわった倒木の上にホウが座っていた。

「探したよ、ホウちゃん」

　ホウは拗すねた表情のままで、ご機嫌は直っていないようだった。

「謝らないからね」

　そう言って前を向いたまま俺の方を見てもくれなかった。

　俺はホウの横まで行って頭を下げた。

「すまん」

「な、なんで、ぼーいが謝るのよ」

「だって、俺が二人の区別がつかないなんて言っちゃったから」

「いいよ。実際わたしたち、区別つかないから」

「横、座っていいか？」

　ホウは小さく頷うなずいてくれた。俺はしばらく何も言わずに横に座っていた。

「ずるいんだよ」

　しばらくして少し落ち着いてきたのか、ホウが急にポツリと呟いた。

「なにが？」

「アニイは、ずるい。いっつもわたしが好きなものを横取りする」

「そうなのか？」

「ダメって言うと泣き出して、いつも回りの人たちがアニイに渡しちゃうの。ホウはお姉ちゃんなんだから貸してあげてっていって」

「でも、えらいじゃないか。ちゃんと妹に貸してあげるんだから」

「うれしくない」

　俺のフォローは一言のもとに切って捨てられた。

　そうだよなぁ。どんなに偉かろうが、妹に取られて、我が慢まんばかりっていうのは辛つらいだろう。

　だから周りの大人おとなたちから、その度に「えらい、えらい」って言われたところで、聞き飽きたって感じなのだろう。

　子供だからといって、簡単に一言二言でなだめずに、俺はちゃんと話してみようと思った。

「俺は、その、そういうホウの頑張り屋さんなところ、好きだぞ」

「適当なこと、言わないでよ……」

「ホントさ。何かを取り合ったらどっちかが引かなきゃ最後には全てが滅め茶ちや苦く茶ちやになっちゃうだろ？」

「うん……」

「そういうことがわかって、自分から身を引いて相手に譲ゆずってあげられるのは、誰もができることじゃない。ホウちゃんはそれができる立派な子だ」

「立派？　わたしが？」

　硬かったホウの表情が少し緩ゆるんで、俺の方を見てくれた。

「えらいな」

　そっとホウの頭をなでてあげる。ホウはそれを拒むことなく、ちょっと照れた表情になって、少し笑った。

「あ、ありがとう。ぼーいは、ホウのことわかってくれてたんだね」

「え、ま、まぁね」

　こんな俺の慰なぐさめでは、こんな小さな子くらいしか効果ないだろうけど、ホウの機嫌がよくなってきたので結果オーライとした。

　しばらくニコニコ顔で池を見ていたホウが、俺の袖そでを引っ張った。

「でもさ、でもさ」

「なんだよ？」

「でも、絶対譲れないものだって、あるよね？」

「そうだな。それはしょうがないんじゃないか？」

「わたし、これだけはって言うものは絶対譲らないつもりなんだけど、いいよね？」

「いいんじゃないか。そこはがんばれよ、な」

「うん！　じゃあ、約束だよ？」

　急にホウが小指と小指を絡からめてきた。

「ん？」

「アニイは、甘え上手じようずだから、わたしはうまく、あんな風にできないけど」

「なにが？」

　急にホウは下をむいて、しばらく体を小さく動かしていたが、意を決したように顔を上げると俺の目を見た。

「だ、だから！　アニイと結婚しちゃダメだからね！」

「え、お、俺が？」

「そうだよ！　だって、だって、わたしがなるんだもん！　ぼ、ぼーいのお嫁さんに！　なるんだからね！」

「あ、え？」

　ホウはそう言うと絡めていた小指を勢いよく外した。

「約束だからね？　絶対だよ！」

　そう言うとホウは倒木から勢いよく飛び降りると、家の方へ向かって走って行ってしまった。

「なんだったんだ、今の……」

　俺は呆然としながらその後ろ姿、白いワンピースの裾すそが泳ぐのを見つめていた。









　ハウスに戻るとジニアが旅の支し度たくを終えて俺おれを待ち構えていた。

「さ、準備はできましたよ。とっとと目的を遂すい行こうしましょう」

「よし。じゃあ、悪あく王おうの根ね城じろに向けて出発だな」

「その前に行くところがあります」

「ん、どこだよ？」

　ジニアがバッグの中から、先ほど騎き士したちから奪うばった、文字が書いてあった皮を差し出した。

「まずはセントガルド城に行って、悪王討とう伐ばつの許可をもらわなければいけません」

「あ、つまり、悪王退治にエントリーしないと景品は出ないってことか」

「わかりやすい説明ありがとうございます。そんなわけでまずはお城に向けてゴーです」

「じゃあ昼飯食ったら行こうか」

「はい」

　ジニアの表情を見る限りは、先ほどの謎なぞの不ふ機き嫌げんさは消えているようだった。なんだかわけがわからないが、何事もあまり深く考えないことにしている俺は、結果オーライと判断した。

　その後、皆と一緒の食事を終えると、俺とジニアは荷物を持ってセントガルド城に向かって出発することにした。

「じゃあ、行ってきます」

　俺が荷物を担かついで玄げん関かんを出ようとすると、ビリィさんが駆け寄ってきて、曲がっていた俺のシャツの襟えりを整えてくれた。

「ぼーいクン、あなたの目標、成すべきことが必ず見つかることを祈っているわ」

「ありがとうございます、ビリィさん」

　襟を直してくれているビリィさんから甘くさわやかな香りがしてきた。

　ああ、これがなぜ、髪もじゃもじゃのレッスルなおっさんの時はスパイシーな臭においに変わってしまうのだろうか？

　そう言えばアニイとホウは、アニマルとホークの姿は作業用だと言っていた。じゃあ、ビリィさんは、お姉さんとおっさんのどちらが本来の姿なのだろうか？

　流れ的にはお姉さん姿が本来の姿で、やっぱ作業用の姿がレッスルなおっさんということではないだろうか？

　いや、待て。

　万一おっさんが本来の姿だったとしたら……なぜにお姉さん姿になる必要があるのだろうか？　まさか、おっさんの心の中にある、変身願望……なのか？

「う、うわぁぁ！」

「ぼーいクン、どうしたの？」

「い、いえ、なんでもありません……行ってきますビリィさん」

　考えだすと、嫌な想像しか浮かんでこなくなってきたので、ビリィさんに関して真実を追求することは避けることにしよう……。

　俺は気持ちを切り替えて、ビリィさんと双ふた子ごの少女たちに手を振って、ジニアとともに歩きだした。

　まだ陽も高く、天気も良かったので、草を踏んで歩く道中は、吹く風も肌に優しくて気持ちがよかった。

「お城の場所はわかるのか？」

「彼らのバッグの中に近辺の地図もあったから、これを参考に行けば着きそうですよ」

　そう言うとジニアはバッグから地図が書かれた布のようなものを取り出した。

「俺はよくわからないけれど、その地図読めるのか？」

「当然です。とにかくまずは東に向かってひぐらしの森を抜けましょう」

　そんな話をしてから二時間ほどは歩いただろうか。

　ひぐらしの森は、昼間から少し薄暗いせいか、その名の通りひぐらしが鳴いていた。

　最初こそ涼すずしげであった蟬せみの鳴き声も、徐々に単調に感じ始め、ある段階から、声の高い女性の集団に何か繰り返し同じことを訴えられているような気がしてきて、俺はイラつき感が湧わいてきていた。

　そして、そろそろ連続殺人事件でも起こしてやろうか、と思い始めた頃、なんとか森を抜け出た。

　俺とジニアは森から流れ出る川の淵ふちにあった、大きな石の上に座って休きゆう憩けいをとった。

「ひぐらしの森も抜けましたから、今度はこの向こうに広がるブレアの森を抜ければお城への一本道に出ますよ」

「陽が落ちるまでには着けそうかな」

「この森で一晩明かすと帰れなくなる伝説がありますから、明るいうちに抜けちゃいましょう」

　なに怖いことさらっと言ってのけるんだこいつは。

　しかし見た目はのどかで平和な自然の中で、木々のざわめきと鳥の声を聞きながら広がる青空を見ていると、心が穏おだやかになってくる。

　俺は水すい筒とうの水を飲み、ビリィさんお手製の燻くん製せい肉にくをかじった。

　自然の中でのんびりしているのはいいが、そういえば俺のいた現実世界の方は大丈夫なのだろうか？　大学もあまり休むわけには行かない気がするし。

「まあいいか。考えてもしょうがないし。とにかく早くこの世界に来た役割をこなして現世に戻らなきゃ」

　俺の思いなど知りもしないジニアは、川に足をつけてはしゃいでいた。

「冷たくて気持ちいいですよ。ほら」

　白い素す足あしを水につけながら、俺に笑顔を向けるジニアの姿に、俺は一瞬ときめきを感じてしまった。ジニアの可愛らしい笑顔と白い足。

　いかんだろう！　中身おっさんだぞ！

　俺は気持ちを落ち着けるためにジニアから目をそらすと、大きく深呼吸をした。

「あんまりのんびりもできないし、そろそろ行こうぜ」

　俺は荷物を持って立ち上がるとジニアを置いて歩き始めた。

「ちょ、待ってくださいよ！　せっかく久々に二人きりになれたのに」

「だからおっさんとそういう時間は必要ないって言ってるだろ？」

「わたし、おっさんじゃありませんよ」

「中身おっさんだろが！」

　振り返ってジニアにそう言った瞬間、急に横の茂しげみからなにかが飛び出してきた。

「おわぁ！」

　茂みから飛び出して来たのは一頭の白い馬だった。そして馬の上には人が乗っていた。

「おっと、失礼した。怪け我がはないかい？」

　馬上から俺たちに声をかけてきたのは身なりのきれいな細身の美少年だった。

　少し長めの黒髪の上に羽のついた帽ぼう子しをかぶり、上等な布地でできた上着とマントのようなものをつけていて、膨ふくらんだ短めのパンツから伸びた白いタイツに包まれた下か肢しは白はく鹿しかのようだった。

　それは俺の中にある典てん型けい的てきな「王子様の服装」といった印象だった。

「こんな場所に人がいるとは思わなかったよ。君たちは一体何者だい？」

　馬上の美少年からの問いかけに対して、ジニアは膝ひざを折ると深々と頭を下げた。

「わたしはジニア、隣の者は皆からボーイと呼ばれています。わたしたちはこの近くの森に住んでいるものでございます」

「こんな森の奥に家があったんだ。助かったよ」

「と、もうしますと？」

　俺は急にジニアがこの少年に畏かしこまった態度を取っていることに理解できず突っ立ったまま二人のやり取りを見ていた。

「実は道に迷ってね。うるさいお付の連中をまいたはいいけど、セントガルド城への帰り道がわからなくなっていたんだ」

　城への帰り道ってことは、この高貴な少年は城に住んでいるってことで、つまりそれってこの人、マジで王子じゃね？

「あ、あの、俺たちちょうどお城に行く途中だったんです」

　俺が口を挟むと王子と思われる少年は笑顔で俺の方を向いた。

「それは助かる。ボクもご一緒させていただきたいな」

「よ、喜んで！」

「あ、失礼、自己紹介がまだだったね。ボクはルゥビィ。ジニアさん、ボウイ君、よろしくお願いするよ」

　俺はルゥビィの整った顔立ちを見て、こんな美形の王子の姉し妹まいならば、お姫様も相当の美少女に違いないと思っていた。




　そんなわけで、俺とジニアは白馬に乗ったルゥビィを先導しつつ、セントガルド城に向けて森の中に続く道を歩んでいた。

　周囲は木々に囲まれ、はっきりとした道があるわけではないが、踏み固められた土と、枝が人じん為い的てきに取り払われているところがかろうじて道として確認できるので、それに沿って進んでいた。

「それにしても君たちはなんでお城に用事があるのだい？」

　馬上から話しかけてくるルゥビィに、ジニアが騎士の荷からゲットした皮の書状を手渡した。

「あの、実はこのようなものを見まして」

「なになに？　悪王を倒せば姫との婚約……これか。難しいのじゃないかな？」

「そうなんですか？」

「挑戦した連中、みんなコテンパンにされて帰ってきたよ。相当強いって奴やつもダメだったしね。もっとも、あいつらが悪王倒してきたら嫌だけど」

「なんでですか？」

「あの小汚い連中と婚約するのだよ？　嫌だろう？」

　ルゥビィが同意を得るように俺の方を見て、嫌そうな表情をした。

　俺も倒してしまった騎士たちの身なりを思い出してみたが、全体的に汚そうなイメージしかなかった。

「確かにあまり清せい潔けつな感じはしなかったなぁ」

　俺はルゥビィに対して敬語を使わずに普通に話していたが、ルゥビィは特に不快な様子も見せなかった。

「歴れき戦せんの勇者って言うのはだいたいが品がないのだよ。バカだし、力強いだけで薄汚いし」

「なるほど」

「君はなんだかそういった今までの連中と違うね」

　ルゥビィが好こう奇きの眼で俺の顔をマジマジと見つめてきた。

「あ、いや、まぁ、少なくとも大学受かるくらいは勉強しましたけど」

「だいがく？　アカデミーのことかな？　だとしたらすごいじゃないか！」

　もっとも、三流ですけどね……。

「でもちっとも強そうじゃないなぁ。ボクでも倒せそうな感じだよ」

　そう言ってルウビィは高らかに笑った。確かに俺自身は決して強くないが、ここは異世界であり、現在の俺は謎のコマンドバトル、制御不能最強戦闘技能アンコントロラブルフアイナルバトルギアをこの身に秘めているのだ……待てよ、最強格闘技能力アルテイメツトテクニツクオブマーシヤルアーツ、略してＵＴＭに変えたんだっけ？

　自分でも覚えられない気がしてきた……それはさて置き、それを今この場でひけらかす必要はないと俺は考えていた。

　何しろ殴なぐる蹴けるは自由に繰り出せても、その力加減は調整できないのだ（小、中、大程度はできるようだが）。

　うかつに声に出して、王子を蹴り飛ばしでもしたら大変だ。

　そんな俺の思いを知らないルゥビィ王子は、その後も俺に積極的に話しかけてきていた。

「君は何か、我々とは一風変わった印象を受けるよ。それは異国の服なのかい？」

「え、はい。まあ、異国というか、その異世界と言った方が妥だ当とうですかね」

「異世界？　ふむ、そのような場所があるのだね。そこはどんな所なんだい？」

「えっと、簡単に言うとこの世界の遠い未来の世界のようなもので、人がたくさんいて、建物もたくさんあって、自動車が走っているって言うか」

　我ながらもう少しいい説明の方法があるではないかと思ってしまうのだが、こんな俺の説明でもルゥビィは目を輝かせて食いついてきたので、いろいろと説明してあげた。

「馬車なのに馬がいなくても勝手に動く？　なんか信じられないけど、興味深いなぁ。他にもいろいろ話を聞かせてくれないか」

　道々、俺はルゥビィに俺のいた世界のことを話し続けた。

「ふむ。いいなぁ。そんな世界がこの世の中にあるとは」

　正確には「この世の中」ではないと思うが、まあいいだろう。

　俺の話の中でルゥビィが特に関心を示したのが男女交際に関してだった。

「じゃあ、その、デートという逢おう瀬せを重ねて親密になっていくのだね。しかし、結婚もしていないのに一緒に住むというのは何か面おも白しろそうだね。その、同どう棲せい、だっけか？」

「同棲は昔からあると思うけど」

「少なくともボクら王族の間ではありえない関係だ。下々の連中はそんなに自由なのか。羨うらやましいよ」

「ルゥビィ様も結婚に憧あこがれるんですか？」

　ジニアの質問にルゥビィは大きくため息をついて肩をすくめた。

「結婚とか興味ないよ。君たち平民にはわからないと思うけれど、ボクらはどうせ親が決めた相手と結婚しなきゃいけないのだよ。だからこうして、今の内に自由を楽しんでいるってわけさ」

「そうですか」

「そして自由を求めたおかげで君たちのような興味深い人に出会えた。神に感謝だよ」

　ルゥビィはそう言って笑ったが、俺にはその笑顔に少し憂うれいが見えた気がした。

　そうこうしているうちに、大きな道に出た。道の先には高い塔とうを有する城じよう塞さい都市のようなものが見えていた。あれがセントガルド城とその城下町なのだろう。

　道には荷馬車によってできた轍わだちがあり、少し先には農夫らしい人が農機具を持って歩いているのも見えた。

「ここまでくればもう大丈夫だ。それでは、ボクは一足先に帰らせてもらうよ」

　ルゥビィが手た綱づなを引いて馬を城の方に向けた。

「道中お気をつけて」

「君たちもね。あ、そうだ。今日のお礼にボクが父、いや、王様に口を利きいてあげるよ。無下に追い払われないようにね。これを門番に見せるといい」

　そう言ってルゥビィは胸についていたバラの形のブローチを外すと、ジニアに手渡した。

「ありがとうございます！」

「じゃあ、また会おう。その時にまた面白い話をたくさん聞かせてくれたまえ。それでは、ごきげんよう！」

　ルゥビィは手綱を引いて馬の向きを変えると、颯さつ爽そうと走り去っていった。

「さあ、わたしたちも行きましょう」

　ジニアに促うながされながら俺は先を急いだ。




　セントガルドは城塞都市で、城を中心に街が円形状に広がっているようで、街の周囲には深い堀があり、その内側に高い塀へいがそびえたっていた。

　堀にかけられた橋を渡り、大きな街の門をくぐった俺とジニアは、その先にある城へ向けて、街の中の通りを進んで行った。

　セントガルドの街はどの建物も白く滑なめらかに磨かれた石でできており、そこにニスを厚あつ塗ぬりしたような光沢のある褐かつ色しよくの木材でつくられた扉や柱、看かん板ばんなどが真っ白な建物にアクセントを加えているように組み込まれていた。

　この異世界に来て初めて人がたくさんいる所にきた俺は、歩きながら物もの珍めずしそうに周囲を見まわしていた。

「うわぁ、本当に異世界なんだな」

「どういうことですか？」

「いや、人がその、外人ばっかで」

「正確にはあなたがここでは外人ですけどね」

　高揚する俺とは対照的にジニアのコメントは冷静であった。

「衣服も、その、昔の人が着ているものだし、それと、ちょっとその、独特の匂いが漂っているなぁ」

「わたしたちみたいに毎日お風呂には入りませんからね。でも身だしなみはキッチリと整えているでしょ？」

「そういえば確かに」

　住民は薄うす手での麻か綿でできたワンピースの服を着て、足首まであるサンダルを履はいているのだが、腰に縛っている帯のようなベルトは鮮あざやかな模も様ようが入った織おり物もので、男も女もそれぞれ個性のある髪飾りをつけていた。

「この時代の人の方がおしゃれには気を遣っているんですよ。男の人なんて特にね」

「そう言えば俺がやっつけた城の騎士よりも町の人の方が小こ綺ぎ麗れいな感じだなぁ」

　そんなことを話しながら俺たちはいつの間にか城にたどり着いていた。

　城は町の建物とは違い、黒い石で構成されており、防衛上のためか、木はあまり使われていなかった。

　中心に大きく高い塔のような建物があり、その周囲に組み込まれて連なっている建物で構成されていた。俺たちは城門の前にいた門番に取次ぎをお願いした。

「フム、確かにこれはルゥビィ様のバラの紋もん章しようだ。よし、伺うかがってくるからここで待て」

　門番は使いのものを呼び、ルゥビィのブローチを渡すと何かしら指示した後に城内へと走らせた。

　使いの者が戻ってくるのを待つ間、俺はキョロキョロとその場から見える城の建物を見ていた。

「すごいなぁ、やっぱ本物は違うよなぁ」

「田舎いなか者もの丸出しですね」

　完全なおのぼりさん状態の俺を、またもジニアの冷静なコメントが襲おそった。

　おのぼりさん行動を控えていると、しばらくして使いの者が戻り、我々は城の中へと通された。

　それから王様に謁えつ見けんする部屋に行くまではあえて省しよう略りやくさせてもらうが、とにかく時間がかかった。それでもジニア曰いわく「やっぱスムーズに事が進みましたね」と言うことだったらしい。

　ジニアによると、どうやら本来は、初日は伺いを立てるだけで、数日後にまた来るように言われて、指定された日に行っても「今日は都合が悪いので、またこの日に来い」などと言われるのが普通で、今回のように即日会うことができることなど、まずないらしかった。

「ルゥビィ王子、様様だな」

　そしてついに王が現れたのだが、俺たちが跪ひざまずいていた場所からかなり遠くにある椅い子すに座って、俺たちと話を始めた。

「なんだよ、顔もまともに見えやしないよ」

「我が慢まんしてください。直接話せるだけでも特例ですよ」

　そんなわけで、王がどのような方なのかははっきりわからなかったが、言葉は力強くはっきりとしており、思ったよりも若そうな印象だった。年齢でいえば四十～五十歳代であろうかと思われた。

「話はあいわかった。それではそなたたちに悪王討伐の許しを出そう。そして見事成し遂げた暁あかつきには、我が姫との結婚を許そう」

　話は意外なほど早く終わった。

「がんばります！」

　王に答えた俺は、横にいるジニアに耳打ちした。

「やっぱルゥビィ様がいいように言ってくれたのかなぁ？」

「そうじゃなきゃ見ず知らずの田舎者のわたしたちに、簡単に悪王討伐の許しを出してくれるわけないじゃないですか」

　その通りだ。ま、正確には田舎者ではなく異世界の者だがな。




　俺とジニアは別室に通されると、衛えい兵へい長ちようとかいう人物に挨あい拶さつされ、隣で直立不動にしている兵士が持ってきた悪王の居場所が記された地図と軍資金をいただいた。

「くれぐれも無茶はしないように。命は大切にされよ」

　ありがたい気遣いの言葉をいただいた後、俺とジニアは再び城門をくぐって城下町へと踏み出した。

　この偉い大だいなる第一歩を踏み出した時、俺はいよいよ王国お墨すみつき悪王討伐隊としての旅が改めて始まったのだと思った。

「さあ、ここからが本当の異世界での冒険の始まり、だな？」

「なんかすごくワクワクしてません？」

　ジニアが冷静に俺の顔を見つめながら訊たずねてきた。

　俺は大きく手を広げ、風を体に感じながら、空を仰あおいだ。

「当たり前じゃないか！　今まで小説の中でしか見たことのない世界、そして王国のため、姫のために悪と戦う冒ぼう険けんが今始まるんだぜ。なんだか、生まれてきた意味を実感できる気がするよ」

「このために生まれてきた、と？」

「そうだよ。人間は太たい古この昔から常に問いかけてきた。なぜ自分はこの世に生を受け、そして今生きているのか？　意味を見み出いだせた人は少ないと思われるのに、俺はその中の一人になったわけだよ」

「……ナンセンスです」

「はぁ？　なんかお前テンション下げるねぇ」

「人がこの世に生まれた意味、そして今生きている理由なんて一つです」

「なんだよそれ？」

「それは、愛すること、愛する人とめぐりあい、その人を愛し続けるためです」

「愛って、なくてもいい人もいるんじゃないか？」

「そういう人こそ生きる意味や生まれた意味を見出せなかった人です」

「誰だれもが最良の伴はん侶りよにめぐり合って、その人と幸せに暮らせるわけじゃないじゃないか」

　俺の反論にジニアは人差し指を左右に振って静かに微笑ほほえんだ。

「愛の形は、必ずしも一つではありません。結ばれぬ愛であっても、それは愛です。生き物の最終的な根こん源げんは愛でしかありません。ある意味いたってシンプルなものですよ」

　俺の発想がもし中ちゆう二に病びようというのなら、彼女は思し春しゆん期き乙女おとめ病びようとでも言うのだろうか。

「そ、そうなのか？　しかし、お前のそういう発想はどこからくるんだよ？」

「わかりませんか？」

「わかりませんが」

「わたしの、見つめる先にいつもいる、あなたのこと。わたしを生命の存在における究きゆう極きよく真しん理りへと導いたのは、あなたしか……いないじゃないですか」

「はぁ？」

「わたしの生きる意味はあなたへの、愛です……キャッ！　言っちゃった！」

　頰ほおを赤らめていじらしく笑うジニア……。

　俺はそんなジニアの言葉を、そして姿を見て、荷物の中からあるものをそっと取り出した。

　それは常日頃のジニアの行動に対して、俺が密ひそかに心を込めて作成し、用意してきた真っ白な扇おおぎ状の物体であった。

　俺はゆっくりとそれをふりかざした。

「いい加減にしろよおっさん！」

　小気味いい音が鳴って、白いハリセンがジニアの頭に炸さく裂れつした。

「きゃん！　な、なんですかそれ？」

「お前に突っ込むためにわざわざ夜なべして作ったハリセンだよ」

「そんなもの作ってないで、早く寝てください！　それに、わたしおっさんじゃないですよ！」

「中身おっさんだろうが！」

　まだ言うか？　と、俺が再びハリセンを構えた時だった。

「ちょっといいかな？」

　不意に横から話しかけられた。

　横を向くとそこには年老いた男、主しゆ婦ふらしきおばさん、浅黒く日に灼やけた労働者風の青年など、街の人たちが五、六人ほど立っていた。

「な、何か御ご用ようですか？」

　俺の返事に対して、代表するように年老いた男が話しかけてきた。

「あんたら、あの悪王を討伐に行くんだって？」

　なぜそのことを？　と言いかけているとすぐに横に立っていたおばさんが、

「そのメダル、王国公認の討伐隊に渡されるものでしょ？」

　と言ってきた。

　俺は気がついていなかったが、渡された金貨の袋についていたメダルのことを言っているらしい。

「そ、そうなんだ、それで」

　俺が言葉を挟もうとしたが、住人たちは勝手に次々に喋しやべりはじめた。

　まあ、要約していくと悪王についてのことであった。

　悪王はここ最近姿を現した盗とう賊ぞく集団の親玉らしく、森の奥深くを根城にして、たびたび街道に現れて食料を奪っていったが、徐々に城下町にまで進出してきて、食料だけでなく家具や飾り物、さらには庭木まで持っていかれた者もいるらしい。

　自じ警けい団だんや、城の兵士まで出しゆつ動どうしたが、全く歯が立たず、ついに王国のメンツをかけて懸けん賞しようまで付けたというわけであった。

「王女との結婚なんて、よっぽどのことだなぁ」

　俺が改めて呟つぶやくと、日に灼けた男が大きく首を振った。

「いや、そこまでしてもおかしくないくらい強いんだよ。悪王の先せん鋒ぽう隊たいっていう奴らですら、城の兵士を子供相手のように持ち上げて投げ捨ててしまうような奴らなんだぜ」

「それじゃあ、本隊、悪王自身はもっとやばいってことなのか？」

「腕に覚えのある連中が皆返り討ちに遭あって戻ってきたんだ。そいつらの貴重な情報からやっと悪王の根城がわかったらしいけど、そこにたどり着くまでに、皆やられて帰ってきてるんだよ」

　なんか聞けば聞くほどこれから自分が相手にする奴らが相当やばいということだけはわかってきた。

　こんなことならアニマル、ホーク、ビリィのおっさんらも連れてくればよかったんじゃないかと思う。

「ジニア、なんか、どうする？」

「どうするもこうするもないでしょ？　悪王を倒すこと、それがあなたの生きてきた意味であるのなら行くしかないでしょ？」

　ああ、これならジニアの言っていたように愛に生きればよかった。

　でも目の前にいるジニアは中身おっさんだし、アニイもホウもおっさんだし、ビリィさんもナイスバディだけどおっさんだし、って、ホントおっさんばっかじゃん！

「愛に生きるのは諦あきらめた。行こう、行って悪王を倒してやろう」

　諦めにも似た心しん境きようで歩きだした俺に向けられた、街の人々の心配そうな目つきがなんだか辛つらい。

「よし、元気出していきましょう！　街の人たちの中でもあなたを笑顔で見送ってくれている人もいるじゃないですか」

　ジニアが指差す方を見ると、笑顔で手を振ってくれる人がいた。

「よし、俺たちに希望を持ってくれている人もいるんだ。その人たちのためにも頑張ろう！」

「そうですよ！　さあ、行きましょう！　あ、因ちなみにあの手を振ってくれてる人、棺かん桶おけ職人なんですよ」

「……そりゃ笑顔で手を振るわけだよ」

　いっそ暗い気分で、俺は街の外へと重い足取りで歩き続けた。




　街を出て街道を歩くと、しばらくしてジニアが立ち止まって地図を広げた。

「ここから道を外れましょう。地図によるとこっちのクリスタル湖周辺の森を通る方が近そうです」

「変な殺さつ人じん鬼きとか出てこないだろうな？　嫌な予感がするよ」

　そんなことを冗じよう談だん交じりに言っていた時だった。

　不意に木の陰かげから二人の大きな男が現れたので、俺は驚いて声をあげてしまった。

「うわ、なに？」

「おい、おまえら、ちょっと待ちな！　お前らが突然現れて王様から悪王討伐の許しをもらったって奴らか」

　二人はともに百九十センチ近く身長があり、一人は細マッチョ系、もう一人はやや小太りであったが、足腰の筋肉はがっちりして岩のようだった。

「あんたら一体」

「俺たち二人は、この国きっての勇ゆう敢かんな四戦士の二人、エイストとノウスンだ」

「四戦士の内の二人、ですか。あとの二人はどうしたんですか？」

　ジニアの質問に一瞬男たちは言葉に詰まった。

「あ、悪王討伐に行って身み包ぐるみ剝はがされて帰ってきた……」

「それも悪王じゃなく森で出会った女を連れた弱そうな若者一人にやられたって言ってたが、まさか、お前ら」

「あっ！」

　もしや城に来るきっかけになった、森で絡からんできた騎士のことか？

　だとしたら、そのことを今ここで言ったら揉もめること間違いなしだ。

　ここは知らぬ振りを通そうと思い、ジニアに目配せした。

　ジニアも素早く俺の合図に反応して頷うなずいた。

「あなたが森でやっつけた騎士ですよ！　間違いないです！」

　ジニアが大きな声で叫んだ。って、おい！

「お、おまえ！」

　完全に俺からの合図の内容を理解していなかった。

「やっぱり貴様らか！」

「それに姫様と結婚してこの国を継つぐ者は俺たち四人の中からと決めてきたのに、お前らが横からしゃしゃり出てきたことも気にいらねぇんだよ！」

　もはや取とり繕つくろうこともできず、エイストとノウスンの二人が肩をいからせながら近づいてきた。

「あ、いや、国を継ぐ気はないから、そこは安心してください」

「そんな言葉信じられるか！　それにどこの馬の骨とも知れん奴に、我々の姫様を奪われるのは許せん」

「ってことはもしかして、実力行使ですか？」

　エイストとノウスンは答える代わりに上着を脱ぎ、腰に付けていた剣を外した。

「丸腰のお前らに剣は使わぬ。お前ごとき、素手で捻ひねりつぶしてやるわ」

　丸腰の俺に対して剣を使わないのは、俺ごときに剣は必要ないと考えたのか騎士道精神に反するためなのかはわからないが、チャンスであることは事実だ。

「せ、せめて一人ずつでお願いします」

「ふん、当たり前だ。お前なぞ俺一人で十分だ。ノウスンは下がっていろ」

　小太りの方が手を伸ばして細マッチョ系の男の前に出た。

「いいだろう。久しぶりにじっくり見させてもらうよ。お前の戦いを」

　そう言って細マッチョのノウスンは後方に下がって、近くの岩の上に腰掛けた。

「さて、ど、どう戦うべきか、な？」

　俺はジニアにそっと耳打ちしてアドバイスを乞こうた。

「ガードです！　とにかくガード」

「お、オケイ。それで？」

「少し相手が疲れて動きが鈍にぶったところで、ガードカウンターです」

「わかった。やってみる」

　俺は小太りの男の方に向き直って、拳こぶしを握ると少し体を丸めて腕をあげた。




「ガード、ガード」

　俺は次々にパンチ、キックを繰り出してくるエイストの攻撃に対してガードを唱え続けた。

「どうした？　縮こまっていても勝つことはできんぞ！」

　ただただ、エイストの挑発に乗らずにガードを続けていた。しばらくするとエイストの攻撃の勢いが弱まり、肩で息をしてきた。

「そろそろか？」

　俺はエイストの大振りを待った。そしてその時がきた！

「ガードカウンター！」

　俺の体はエイストの攻撃をガードしつつ、一瞬の隙すきを突いて相手の拳を受け流して踏み込むと、電らい光こう一いつ閃せん！　抉えぐるようなアッパーカットを放った。

　俺の拳はエイストの顎あご先さきを捉とらえた。

　足と腰と、腕と腹筋、背筋、あらゆる全身の筋肉が引き締まり跳ちよう躍やくした瞬間、拳が上方へと顎を捉えたまま持ち上がり、そして突き抜けるように天を指した。

　その瞬間、エイストの体は浮かぶように後方へと移動した。しかし、足を地につけるやいなや、膝から崩れるように沈み込み、それはまるで糸の切れたマリオネットのように力なく大地に倒れ込んでいった。

「やった、やったぞ！」

「いい！　ユウウィンですよ！」

　はしゃぐジニアと俺の姿を表情一つ変えずに見つめていたノウスンが、ゆっくりと立ち上がった。

「そうか、納得した。貴様が強いことだけはな」

「じゃあ、今回のバトルはここまでってことで」

「まさか。続行だ」

「え？　いや、俺強いですよ。見ての通り」

「フン。久々に骨のある対戦相手だと思っていたが、残念だ」

「どういうことだよ」

「お前の攻撃ではわたしには通じん。さあ、始めようか」




　俺はコマンドを口ずさみながら、素早くノウスンにパンチとキックを繰り出していた。そう、繰り出していたのに、ことごとくガードされていた。

「なんだこいつ？」

「言ったろう？　お前の攻撃は通じないと」

　少し焦あせりながらも俺は上へ、下へと攻撃をちりばめて、なんとしてもダメージを与えようとしていたが、一瞬の隙に、ガードしていたノウスンが俺のパンチに合わせて右手を伸ばしてきた。

「え？」

　俺は気がつくと後方に吹き飛ばされ、尻しり餅もちをついていた。

　先ほどのエイストとの戦いの逆のパターンに嵌はまっていた。

「確かにお前は手組み技が得意なようだが、俺はお前よりももっと長年やっているんだ」

　俺の前に大きく立ちはだかっているノウスンは、冷めたような目つきで俺を見下ろしながら語りだした。

「速さと力は見た目以上だ。技一つ一つもいいが、いかんせん単発で繫つながりがない。組み立てができていない」

　それはそうだ。格かく闘とう技ぎなんてまともにやったことない俺が、コマンド入力だけで技を出しているだけなのだから。本物のプロからしたら俺など隙だらけなのだろう。

　そう思いながら改めてノウスンを見上げると、その姿が圧倒的な存在感を持って俺に迫ってきているように感じた。

「無理だ、勝てない……」

　俺が後ずさりしながら何とか立ち上がると、ジニアがそばに駆け寄ってきた。

「あ、あきらめないでください！」

「ジニア。俺はコマンド入力で強いといってもそれは俺の真の実力じゃない。こんなものを使って勝っても、これは俺の実力じゃないよ。本当に実力がある奴にはかなうわけがないんだ」

「バカ言わないでください」

　ジニアが俺の肩を強く叩たたいた。

「ジニア……」

「この能力は異世界でのあなたの立派な能力で実力です。自信を持って使ってください」

「そうか。異世界か……でも、俺は、この能力を本当に自分のものとしたいんだ。この能力を自身のものと認めることができるくらいに、使いこなしたいんだよ」

「……いつかこういう時がくるのではないかと思っていました」

「ジニア」

「あなたは根が真まっ直すぐですから。ただで手に入れた力に溺おぼれて、その存在をただ受け入れてしまうことに躊ちゆう躇ちよするのだと思っていました」

　ジニアは少し笑い、そして真っ直ぐに俺の目を見つめてきた。

「ジニア、そ、そこまで俺のことを？」

「あの騎士を倒すために、あなたが真の実力を出す時がきたんです」

「真の、実力？」

「ここからは過か酷こくな道になるかもしれません。それでもいいんですね？」

　いつもの無む邪じや気きなジニアの表情ではなかった。こんなにも真剣なジニアの顔は見たことがなかった。俺も拳を握り締めてジニアの顔を見つめ返す。

「も、もちろんだよ。俺は、どうすればいい？」

「わたしの言う通りにやってください。ただし、命の保ほ障しようはできません。いいですか？」

「命……」

　今までのなんとなく流れでやってきたこととは根本的に違う決心が必要なのだとジニアが俺に決断を迫っていた。

「わかった、やるよ。ここで逃げるわけには行かない気がする！」

「わかりました。それでは指示します。相手が手を出すまでしゃがんで体を丸くしてください」

　俺はジニアの指示通りに、気合を入れながら体を丸めると、ノウスンを睨にらんだ。

「次にどうするんだ？」

「捕まれたら、しゃがんだままパンチを連呼してください。その先はあなたの判断です」

　俺はもはや手立てがないのだから、ジニアの言葉をロボットのように命令通りにやるしかないのだ。

　そして、その後の展開は自分自身で判断して体を動かせってことのようだった。

「わかった。やってみる」

　ここからが、俺の本当の実力だけで戦うことになるのだ。もしこれで負けても、俺に後こう悔かいはないと思った。

　ゆっくりと近づいてきたノウスンは、無抵抗なまま体を丸めている俺を見て、素早く摑つかみかかってきた。

「手を出さないなら投げるなりなんなりし放題だぞ、ストレンジボーイ……これで終わりにしてやる」

　しゃがみこむ俺をノウスンが摑んだ時だった。俺は目をつぶって腹の底から叫んだ。

「パンチ、パンチ、パンチ！」

　俺の体が細かに動き、小さなパンチを相手に繰り出す。一発一発が弱くても数打つことで相手の体勢を崩してそこから大技に繫げる流れ……っと思っていたが、全く違う展開が待っていた。

「ぐぁあああ！」

　俺の体から物もの凄すごい電流が発せられ、俺の体を摑んだノウスンは絶叫を上げて倒れこんだ。

「え？」

　電流で黒くろ焦こげになったノウスンはゆっくりと後方に倒れこんだ。

　呆ぼう然ぜんとしている俺の下にジニアが駆け寄ってきて俺の腕を取った。

「やった、やりましたよ！　ユウウィン！　ですよ」

　一瞬呆然としていた俺であったが、すぐさまジニアの腕を振り払った。

「ちょっと待て！　なんで電流が出ているんだよ？」

「え？　何か問題でもあったんですか？」

「真っ向実力勝負に電流は反則だろう？」

「なに言っているんですか？　電撃、火か炎えん、気き孔こう弾だんなんて格ゲーでは基本中の基本ですよ」

「い、いや、ちょっと待て！」

「隠された真の実力も発はつ揮きしたところで、さっさと先へ進みましょう。レッツゴー！」

　いや、俺が求めていた真の実力はこんなんじゃねえ！　さっきまでの、心の葛かつ藤とうはどうしてくれるんだよ！

　と、叫んでも……ジニアには全く届くことはなかった。

「なにしてるんですか？　早く行きましょう！」

　ああ、スキップしているお前を見ると悩むことがバカらしくなってきたよ。









「悪あく王おうの城はこの先なんだな？」

「そうですね」

　ジニアが城からもらった地図を広げた。

　この世界の地図は記号と文字ばかりで、略りやく図ずのようなものがないので、俺おれが見てもさっぱりわからなかった。

「地図の指示通りに進めばこの先ですが、ここから先は結構な難所ですよ」

　少し高い丘の上から先を見通すと、大きな湿しつ地ち帯たいが広がっていた。

　そこには木でできた足場が伸びていたが、一本道であり、こんなところで何かに襲おそわれたら逃げ場もなさそうである。

「なるほど。自然の要よう塞さいってわけか。簡単に近づかせないようにしているってことか」

「ま、わたしならもっと楽なルートとりますけど」

「え？　他にルートあるの？」

「はい。それに、この地図の通りに行ったら多分敵の真正面に出ちゃいますよ。だから今まで討とう伐ばつに行った人たちは返り討ちに遭あっちゃったんじゃないですかね？」

　なるほど。それは一いち理りある。

「じゃあ、お前の考えは？」

「森の中を通って大きく迂う回かいするルートをとって、後方に回り込んで、様子を窺うかがってから悪王の城に侵入しますね」

「お前、結構頭いいじゃん」

　ジニアは照れ笑いをしながら頭を搔かいた。

「ま、そう言うわけで、わたしについてきてください！」

　いつもと違って得意げなジニアを先頭に、俺たちは森の中へと入っていった。

　森の中は静かで、少し薄暗い感じであった。さらに途中から周囲に白い霧きりがかかり、視界が悪くなり始めた。

「ジニア、これ、大丈夫なのか？」

「なにがですか？」

「方向、間違ったりしてないよな？」

「安心してください。こう見えても距離を測りながら、方角もチェックして歩いているんですよ」

「ホ、ホントかよ？」

「わたしさっきから計測用の歩幅で歩いていますし、方角は空の星の位置から見ていますから万全です」

「ちょっと待て。歩幅で測るのはわかったが、この霧で、しかも昼間じゃ星なんて見えないじゃんか」

　ジニアは立ち止まって天を指さした。

「見るんじゃなくて、星の質を感じているんです」

　星の質？　なんだその特殊能力？

「あなたには不要な能力ですからわたしに任せてください。それにこの霧のおかげでわたしたちの姿も隠せるんですから、好都合ですよ」

　ジニアの言うことは一々もっともで、非常に頼りがいがあった。

「さあ、後はこの岩山を登れば悪王の城の裏に出るはずです」

　目の前にはごつごつとした岩の壁が高くそびえていた。

「ここを登るのか」

「覚かく悟ごはいいですね？」

　俺は大きく息を吸って、そして吐き出すと拳こぶしを握った。

「俺がこの世界に来て成すべきこと。それがこの上に待っているなら、行くしかないだろ」

　ジニアも笑顔で頷うなずいた。

「そうですね。大丈夫です。わたしが常にあなたのそばにいます。さあ行きましょう！」

　俺たちは岩に手をかけて登り始めた。




　霧がかかる岩肌は少しウエットで、指先に冷たく、そして摩ま擦さつの低下から踏ん張りが利ききにくかった。それでも俺とジニアは細心の注意を払いながら登っていった。

　そしてついに上に登った時、視界を妨げていた霧が、徐々に切れ始めていた。

　そしてその霧の切れ目から、鬱うつ蒼そうとした森の中に立つ怪しげな館やかたが俺の目に映し出されてきた。

「も、もしかして、あれが？」

「地図によると、ここですね。間違いありません。あれが悪王の住む館です」

　ジニアが地図を取り出して再確認した。

　俺は身を低くしながら少しずつ悪王の館に近づいていった。

　そして徐々にその館の全ぜん貌ぼうが把は握あくできる距離に近づこうとしていた。

「でも、これ城って言うか木と石でできた大きな家って感じだよな」

　俺は汗と霧で湿った額ひたいをぬぐって、息をついた。

「そうですね。わたしたちが住んでいる家と同じ様な感じですね」

　ジニアも背を低くしながら息を潜ひそめ、俺に続いた。

　周囲に漂っていた怪しげな霧が徐々に薄らいでゆき、雲の切れ間から少し日が差し込んできた時だった。

　俺はゆっくりと荷物袋の中から白い扇おおぎ状のものを取り出して、大きく振りかぶった。

「って、ばか！」

　俺は取り出したハリセンでジニアの頭を叩たたいた。

「きゃん！　な、なに？」

「同じ様な感じじゃねぇよ！　まんま、ここ俺たちの家じゃねぇか！」

　俺がそう叫んでいると家のドアが開いて中からビリィさんが出てきた。

「あ、二人ともお帰りなさい！　早かったのね」

　手を振るビリィさんを見てこの場所が我々の住居だという確信は固まった。

　ゆっくりとジニアの方を見るとジニアは俺の顔を指差した。

「ということは、悪王は、あ・な・た？」

　再びハリセンがジニアの頭を直ちよく撃げきした。

「悪王、俺じゃねぇかよ！　ふざけんな、俺が世間的には悪王になってるじゃんかよ」

「なんてことでしょう！」

「なんてことでしょう、じゃねえよ！　ホークとアニマルが運び込んできた家具とか諸もろ々もろは、略りやく奪だつ品ひんだったんじゃないのか？」

「あ、なるほど！」

「なるほどじゃねえよ！　二人呼んでこいよ！」




　呼び出されたホウとアニイの金髪幼よう女じよたちが、不思議そうな表情で俺の方を見て立っていた。

「お前らが略奪してくるから、俺が悪の王様なんて城や街で呼ばれてるじゃねえかよ！」

「違うよ」

　間かん髪はつを容いれずにホウが手を挙あげて俺の言葉を遮さえぎった。

「え？」

「悪王って言いだしたのは街やお城の人たちじゃないよ！」

「なに？　じゃあ、悪王って言いだしたのは一体……」

　アニイもホウと同じように手を挙げて一歩前に出た。

「わたしらが言ったせいだよ」

「ねぇー」

　ホウとアニイが顔を見合わせて頷いた。

「な、なに？」

「我ら悪王先せん鋒ぽう隊たいって。ね！」

「ね！」

　ホウとアニイが再び頷いた。って、バカ野郎！

「ね！　じゃねえよ！　このままじゃあ、下へ手たすれば城の兵隊全部が討伐隊としてやってくるぞ」

「とうばつ……たい？」

「そうだよ、俺たち軍隊にやられちゃうぞ」

　俺が頭を抱えていると急に両肩にずっしりとした重みが感じられた。

「なんだ？」

　顔を上げると俺の肩に手を置いているアニイとホウ、いやアニマルとホークと化した、二人の筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうマッチョオヤジが立っていた。

「ヘイボーイ、心配いらねぇぜ」

「ああ、兄きよう弟だいの言うとおりだ。軍隊ぐらい俺とアニマル、そしてイカした俺たちの連れが相手するだけで十分だぜ」

「イカした？　おいおい、イカれたの間違いじゃねぇのか？」

「ちげえねぇ！　ハハハハハ！」

　ホークとアニマルは豪ごう快かいに笑っていたが、俺は微み塵じんも笑うことができなかった。

「じゃあ、呼ぶか」

「全員召集ってか？」

　そう言ったが早いかアニマルがいつぞやのように掌てのひらに収まってしまいそうなスマホを使ってどこぞに連絡しはじめた。

「あ、ちょ、ちょっと待て！」

　俺は事態が悪化する事を悟り、慌あわててアニマルとホークを止めようとした、が、遅かった。

　背後に青白い電光がきらめいたかと思ったら、バイクや改造バギーに乗ったモヒカン、スキンヘッド、タトゥ、金属の棘とげがついたレザージャケットの面々が現れて、奇声をあげて周囲を走り回り始めた。

「見ろよ、最近ぱっとしたこともなかったから、みんな喜んでるぜ」

「ちょ、ちょっと待った！　やめやめ」

　俺は手を振ってアニマルとホークに進言した。

「どうした、何か問題でもあるのか？」

「いや、問題って言うか、このままじゃ殺し合いになっちゃいそうじゃないか」

「皆殺しだぁ！」

「オォー！」

　アニマルの叫びに、世紀末愚ぐ連れん隊たいが呼応して声を上げた。

「違う、違う！　煽あおるんじゃない！」

「違うのか？　いったいどうしたいっていうんだ？」

「だから、もっと穏おん便びんに済ませたいんだよ。このままじゃ城の軍隊と全面戦争になりかねないよ」

「戦争だぁ！」

「オォー！」

　再びアニマルの叫びに、世紀末愚連隊が呼応して声を上げた。

「いちいち俺の発した過か激げきな単語のみに反応するんじゃない！」

「どうしたいんだ？」

「まずは一旦落ち着け！　砂すな煙けむり上げながらバイクとバギーでぐるぐる回るのもやめさせてくれ」

　俺の要望にホークが右手をあげて叫んだ。

「兄弟、一旦休きゆう憩けい待たい機きだ」

　そういった途と端たんバイクと車は止まり、奇声をあげていた奴やつらも大人おとなしくなった。

「やっと話ができるよ。いいか、このままじゃ……な、なに？」

　なぜか急に周囲から煙が上がり始めた。

「な、なんだ、これ」

　周りを見ると、世紀末愚連隊の皆さんは思い思いに周囲でバーベキュウを始めていた。

「なにやってるんだ、こいつら」

「気にするなよ兄弟。俺たちが休憩といえばバーベキュウと決まっているんだ」

「そうさ兄弟。いつものことだから気にするな」

　そう言ってアニマルが焼いた大きな肉を俺に差し出したが、俺は丁てい重ちようにお断りして、話を再開した。

「だから、このままじゃ俺が悪王で、全面戦争したら、勇者としてお姫様と婚約もできないじゃないかってことだよ」

「じゃあ、どうしたいんですか？」

　急にホークの横からジニアが顔を出して、こんがり焼けて芳こうばしい香りを漂わせる骨付き肉を食べながら俺に尋たずねてきた。

「とりあえず略奪品を返そう（って言うかなんでこいつ平和そうに肉食ってんだよ）」

「頭下げて返しに行って受け取ってもらえますかね？」

　ジニアが大きく口をあけて肉にかぶりつくと、ゆっくりと咀そ嚼しやくしながら聞いてきた。

「じゃあ、どうすんだよ！」

　ジニアは肉を飲み込むと、食いかけの骨付き肉を俺に手渡した。

「わたしに考えがあります」

「なに？」

　俺は手渡された肉をかじり、嚙かみしめながら、ジニアの秘策を聞くことにした。









　ギシ、ギシ、ガタガタと大きな木の軋きしむ音をさせながら荷車が進んでいた。

　その荷車の前方に繫つながれて車を引くのは、見たことのないような大きな馬であった。この大きな馬は、森でビリィさんが素手で捕まえ、調ちよう教きようした元は野生の馬だった（無論、ビリィさんがマッチョおっさんモードでの話だ）。

　荷車の上には先ほどまで我々の家にあった家か財ざい道具や宝ほう飾しよく品ひんが積まれており、それらは全てホークとアニマルが略りやく奪だつしてきたものだった。

　数時間前……。

「つ、つまりこういうことか？」

　俺おれはジニアの考えを全て聞き終えたところで、再確認した。

「そうです。わたしたちが悪あく王おうを倒したことにして、家を壊して略奪品を持ってめでたく凱がい旋せんするんですよ」

「な、なるほどなぁ。でも、家は、俺たちの家は壊しちゃったら、どうするんだよ？」

「ホークとアニマルとその仲間たちがいるじゃないですか。また造ってもらうんですよ、別の場所に」




　そして今、王宮に向かう石いし畳だたみの道を荷車とともに進む俺とジニアは、さながら鬼おにヶが島しま帰りの桃太郎のようなものだった。

　城下町に住む住民たちが次々と通りに集まってきて俺の凱旋を出迎えた。

「あの悪王を倒したのか？」

「城の勇者たちも手に負えなかった悪王を？」

「見ろよ、あの荷車の上を。悪王に奪われたものも取り返してきたんだよ」

「すごい。あの男は一体何者なんだ？」

　皆の注目はすごかった。近づいて手を握って来る者や、泣きながら頭を下げて感謝する老ろう婆ばもいた。

「すごい歓迎ぶりですね」

「ああ」

　若干、棺かん桶おけ職人だけは面おも白しろくなさそうな顔をしていたように見えたが。

「わたしたち英雄ですね？」

「でもなぁ、なんかその、心苦しいよなぁ」

「いいじゃないですか。こんなことは人生の中でそうはないですよ、きっと」

　確かに人からこんなに歓迎され、感謝されるなんて事は、まずこの先に関してもないだろう。

　だがもともとこれは我々の身内が奪うばってきたわけであり、それを更にだまして英雄として人々に崇あがめられるなんて、どうにもいい気持ちはしなかった。

「さっさと終わりにしよう。俺がこの世界で成すべきことを成して、元の世界に戻る。これでいいんだ、これで」

　俺は自分の今の行為を正当化し、自身を納得させることにして城への道を急いだ。




「見事な仕事であった。王もお喜びであり、お会いして直々に労ねぎらいたいとのことである」

　城の前に横付けした荷車の周囲には、城の中の者たちもたくさん集まってきていた。

「ありがたき幸せです」

　俺とジニアは顔がほころぶのを抑えながら恭うやうやしく頭を下げた。

「それではしばしここで待たれよ」




「此こ度たびのことは大たい儀ぎであった」

　この間と同じく謁えつ見けんの間で玉座に座る王と対面したのだが、この間よりもかなり近い距離での会話が許された。

「はっ」

「あの歴れき戦せんの勇者をもってして成せい敗ばいできなんだ悪王を倒してくるとはすばらしき働きであった。よって、約束どおりここに褒ほう美びを取らせよう」

「ありがとうございます、ですがその……」

　俺の中では、やはりまだ後ろめたい気持ちもあり、姫との結婚は辞退したいと思っていた。

　大体考えてみたら、この歳としでもう嫁取っちゃうってないよな。俺には俺の世界での生活があるんだし。

　俺がどう言葉にして断ろうかと思っていたところ、王の口から意外な言葉が出てきた。

「褒美の件であるが、まこと、言いにくいことなのだが」

「は、はい？」

「姫との結婚のことじゃが、あれはなかったことにしてはくれぬか」

「どういうことでしょうか？」

「そなたの働きはすばらしかった。確かにな。だが、当の姫が、おぬしのことが気に入らんようじゃ」

「へ？」

　ああ、リアル世界でも幻げん想そう異世界でも『ただしイケメンに限る』は変わらずだったか……などと思い、半ばその現実を受け入れようとしていた俺であった。

「お主はどこの馬の骨とも知れぬ。なんでも異世界からやって来た者とのこと。そんな者と結婚するのは嫌じゃと、納得してくれぬのじゃ」

　だが、王の言葉を聞いて俺は内心ホッとしていた。

　どう断ろうかと思っていたので、先方から断ってくれたのは幸いだった。

　もともとやり方が真っ当じゃなかったし、この歳で結婚、しかも異世界でって考えれば俺にとっては王の言葉は渡りに船だった。

　というわけで、今度はどのように残念な表情を作って、王の言葉を受け入れようかと少し考え始めていた俺の横で、跪ひざまずいて頭を下げていたジニアが立ち上がって声を上げた。

「最初からそういうことだったんですか？」

「え、お、おい」

　俺の予想に反してジニアは王を立ったまま睨にらみつけて文句を言いだした。

「いや、最終的には姫の意思に」

「利用できればそれで良しとして、約束を反ほ故ごにするおつもりですか？」

　せっかく俺にとっていい方向に話が進みそうだったのに、なんでこいつが話をややこしくするんだ。

「待て、ジニア。もうやめよう」

「でも」

「大体、悪王は俺たちだったんだし、考えてみればこっちが詐さ欺ぎだろが」

　俺がジニアにそう囁ささやくと、ジニアは納得するどころか顔を赤くして俺を睨んだ。

「ダメですよ。そもそもお姫様と結婚するのが最終目標でここまでやってきたんじゃないですか！　今更もういいとかって、それじゃあ」

「俺はいいって言ってるだろ？」

「それじゃあ、それじゃあ、ダメです！　わたしが納得いきません！」

「なんでお前が納得しなきゃいけないんだよ」

　俺の一言にジニアが更に顔を赤くして俺を睨みつけてきた。何か言おうとしているが、言葉にできないのか、しばらく体を震わせていたが、急に爆発するように口を開いて叫びだした。

「わ、わたしが納得行きません！　あなたが、お姫様と結婚するって、それが最終目標だって、だから、だからわたしは身を引いたのに！　身を引く決心を固めたのに」

「ジ、ジニア、お前」

「やっと、やっと心が、揺らがない決心をして、ここまで来たのに、こんな、こんなんじゃ、わたし、また、あなたのことが好きになってしまう！」

　そう言ってジニアは顔を手で覆おおって泣き崩れた。

「ジニア……」

　俺は慌あわててジニアの傍そばに寄ると、そっと背中に手をまわした。

　そう。

　自分の背中に手を回して腰にさしていた白いものを取り出した。

「いい加減にしろよおっさん！」

　白いハリセンがジニアの頭部に炸さく裂れつした。

「きゃん！　い、いたいぃ！」

「お前、中身おっさんだろうが！　身を引くとかって言う前に、まずその根本的なところが間違ってるだろ」

「乙女おとめの涙を見ても突っ込むなんて、結構、シビアなんですね」

「揺らぐか、ボケ！」

「でも、わたし中身おっさんじゃないですよ」

「今更だまされるか！　いい加減にしろよ、まったく」

「ちょっとおまえら」

　俺とジニアが騒いでいることに、王の側近が口を挟んできた。

「一応王の御ご前ぜんだぞ。痴ち話わ喧げん嘩かは後にせんか」

「あ、はい」

　俺が頭を下げている横でジニアがなぜかキラキラした眼で顔を赤くしていた。

「ち、痴話喧嘩……恋人同士みたいですね」

　ホント、いっぺん殺してやろうかと思ったが、王の前なので俺は拳こぶしを握って堪こらえた。

「王様、褒美の件ですが、我々は最初から辞じ退たいするつもりでした」

「なに？」

　俺の言葉に王が驚いた顔で聞き返してくる。

「全ては褒美のためではなく、この王国の平和のために行ったことですので、お気遣いは無用です」

　ジニアが横から俺の服を引っ張ってきた。

「いいんですか、本当に？」

「いいんだよ。だから、もう帰ろう」

　俺はジニアの顔を見て笑って見せた。不服そうな表情だったジニアだったが、次第に笑顔が戻ってきた。

「わかりました。帰りましょう！」

　俺とジニアは顔を見合わせ、手に手をとって立ち上がった。そして王に深々と礼をすると退出しようと赤い絨じゆう毯たんの上をさがり始めた。

　すると突然、王が立ち上がって叫んだ。

「うむ、よくぞ言った！　その無欲な一言を待っておったのじゃ」

　俺とジニアは驚いて立ち止まった。

「な、なんですと？」

　王は笑みを浮かべながら俺とジニアを見つめた。

「強いだけでは我が姫を任すわけにはいかんのだ。心の澄すんだものでなければならぬと、わたしは常々思っていた」

　王は再び玉座に腰をかけると右手をあげた。

「そちらを試ためさせてもらったのじゃ。申し訳ない」

「お、王様……」

「そちに我が姫との婚約を許そう。末永く我が娘を慈いつくしんでくれ」

　呆ぼう然ぜんとしている俺たちをおいて、状況は刻々と変化して行った。

　王の傍からわらにいた男が奥の女官に声をかけてしばらくすると、白いドレスを身につけた目鼻のはっきりと整った黒髪の少女が入ってきた。

「え、ええっ！　なんか、すごい、いい展開になってないか？」

　俺は心こころ躍おどるのを抑えながらジニアに言った。

　しかしジニアはなぜか不満そうな表情で、黒髪の少女を見つめている。

　ゆっくりと黒髪の少女、姫が俺の前に来ると上品に会え釈しやくをした。

「どうであろうか？」

　王が自じ慢まんげに俺に聞いてきた。

「いや、こ、光栄ですよ！　こんなかわいらしいお姫様と」

「そうであろう。では、我らは退席するゆえ、この後は若い者同士、しばし話をされよ」

　王とその側近たちが部屋の奥へと消えて行った。

　すると姫が恥ずかしそうに顔を伏せたまま近づいてきて、俺の手を握った。

　そして口を開いた。

「いいの、ボクで？」

「へ？」

　なぜか初対面なのに聞き覚えのあるこの声は……。

「ボクだよ。ルゥビィだよ」

「えぇ！」

　顔を上げた姫は、紛まぎれもなく、以前出会ったルゥビィであった。

　って、王女じゃなくて、王子じゃねぇか！　なんでこんな展開になるんだよ！

「君が望んでくれるならボク、君の女になるよ」

「あ、いや、ちょっと待て」

「ボクじゃ、やっぱ嫌かな？」

　ルゥビィは潤うるんだ瞳で俺を見つめてきた。

「そ、そ」

　そうじゃないような、いや、十分ときめいてしまっている自分がダメだ！

「い、いや、その、ルゥビィ、いやルゥビィ様はこの前お会いした時に」

「やっぱ、ボクがこんなドレスを着ていることに、違い和わ感かんがあるんだよね……」

　違和感というか、十分似合っているところがまた問題だよなぁ。

　俺の中に芽め生ばえてはいけない感情が……。

「ボクはね」

「は、はい？」

「ボクは、自分に自信がもてなかったんだ。だから、いつもああやって必死に強くあるように装っていた。でもやっぱり中途半端だったんだ。現に君への想いに負けて、今までの自分をあっさりと捨てて、君に気に入られるために、こんなドレスを着ているんだもんね」

　ジニアが俺の後ろからルゥビィを覗のぞくように見ていた。

「ルゥビィ様は、いつからこの男を気に入っていたんですか？」

　ルゥビィは一瞬頰ほおを赤らめて下を向いたが、すぐに顔を上げて恥ずかしそうに話し始めた。

「実は、あの時、会った時から、君の今まで出会った者たちにない、独特の雰ふん囲い気きに心こころ惹ひかれていたんだ。そして今、父上とのやり取りを見て決心したんだ。君が好きだって」

　か、可か愛わいいじゃないか……って、違う、違う！

　まさか、これは全てこのために、仕組まれてきたんじゃないのか？

　これがもしかして、前にビリィさんが言っていたことなのでは？

　回想シーンスタート！

　ビリィさんは言った。

「ぼーいクンをここに連れてきたのはディシティって言うおじさんだったでしょ？　わたしもそれほどよく知っているわけじゃないけど、あの人の見た目や行動にだまされることがあるから」

「だまされるって？」

「口では適てき当とうなこと言っているけど、心の中ではいろいろ考えているタイプなのよ。それを表に出さないから、注意した方がいいかなってことで」

　回想シーン終了。

　つまり、俺は中身おっさんの少女たちに囲まれて感覚が麻ま痺ひしている。それで最終的に男の娘こ王子を后きさきにするってことに違和感がなく進めるようになってしまっているのじゃないか？

「ち、違う、俺が求めていたのはこんなんじゃない！」

「ボ、ボウイ？」

　俺は心の叫びを口にしていた。

　叫んでから、頭を下げて大きく息をつくと、少し心の高まりがおさまってきた。

　俺はゆっくりと顔を上げ、再び今後のことをルゥビィと話し合うことにした。

「あ、あれ？　ルゥビィは？」

　俺の目の前にいたはずのルゥビィが消えていて、なぜかジニアが立っていた。

「どうするんですか？」

「え？」

「ルゥビィ様、落ち込んで走って行っちゃいましたよ！」

「なに？」

　無意識とはいえ「求めていたものはこんなんじゃない」と叫んだことでルゥビィを傷つけてしまったらしい。

「ま、まずかったなぁ」

　自分の失しつ態たいに頭を搔かいている俺に、ジニアが責めるような眼まな差ざしを向けてきていた。

「どうするんですか？」

「あ、そうだな……」

「追いかけるんですか？　それとも……」

「それとも？」

「あ・た・し？」

　ジニアが自分を指差して笑うと、艶なまめかしいポーズをとった。

「わたしだって、こんな姿、見せちゃうんだよ……」

「ジ、ジニア、おまえ……」

　俺は目の前で、必死に自分をアピールするジニアをいとおしく思った……。

　というわけもなく、当然この忙しい時にそんなジョークはハリセン一いつ閃せんで一いつ蹴しゆうした。

「いたぁい……」

　わめくジニアはもうどうでもいい！

　どうするんだ俺？　だがここで欲情、いや、情けに負けてどうする？　相手は男の娘だぞ。でも、先ほどの姿を思い起こすと守ってあげたい。

　ルゥビィの人生が俺の心一つだとしたら、俺は……

「決心した！」

「はい？」

　俺の叫びに対して、頭を押さえていたジニアが驚いて目を丸くする。

「たいしたことじゃない。心に素直に従おうじゃないか。男だ女だなんて、小さなことじゃないか。人の純粋な想いは、そんなちっぽけなもので縛られない！」

「えぇー!?」

　ジニアが何を叫ぼうと、俺の決心は間違っていないはずだ。

　俺はルゥビィを追って走り出した。

　幸いにしてルゥビィは謁見の間を出た少し先の中庭にいた。

　俺は色とりどりに咲き誇っている花の前にしゃがみこんでいたルゥビィに歩み寄り、手をとった。

「ボ、ボウイ……」

「いいんじゃないか？」

「え？」

「自分の、本来の自分であるべきだよ。変に装う必要なんてないと思う。もういいんじゃないかな」

「ボウイ……」

　まだ俺の真意がわからずルゥビィは戸と惑まどったような表情で俺の顔を見ていた。

「こう言っちゃなんだけど、俺は、その、今のルゥビィの方が、いいと思うよ。その、可愛いし、綺き麗れいだし……やっぱこうあるべきだったんじゃないかなって、その、思うよ」

　ルゥビィは俺の手を強く握り返しながら、求めるように体を寄せて俺の顔を見つめ返した。

「ボクは、ボクの思う自分で、自分の気持ちに素直な自分でいていいってことかい？」

　俺は心の底から自然に湧わき出るように、ルゥビィに言葉を返した。

「ああ、いいと思うよ」

　ルゥビィの表情が少し明るくなったが、自分の身なりを改めて見つめ返してから恥ずかしそうにまた俺の顔を見た。

「こんなボクでも、君は受け入れてくれるのかい？」

　その言葉に、俺の中の思考回路が急速に回り始めた。

　そうだよな、そうなっちゃうよな、俺がいいって言ったんだし、それって言葉の責任と言うか、言ってしまった手前今のルゥビィを受け止めてあげなきゃいけないってことだよな。って、いいのかよ俺！

　しかしこの潤んだ瞳で俺に訴えかけるルゥビィを、今全面的に拒否するのは無理だ、無茶だ！

　俺の思考回路から答えが弾はじき出された。

「俺が！　俺が君を受け入れる！　いいだろう？」

　言っちゃった！　俺は新しい世界の扉を開いちまった！

　ルゥビィが俺の胸に飛び込んできた。

　俺はしっかりと抱きしめた。

　もう、こうなったらなるようになるしかないって、言うか、この華きや奢しやな体と甘い香りのする髪、柔らかな胸のふくらみが俺の腕の中で包み込むように……って、あれ？












　この体の感かん触しよく、これって、あれ？

「ルゥビィ？　君、あの、女の子？」

「え？　そ、そうだけど」

「……は？　男の娘、いや、男の子じゃないの？」

「な、何を言ってるの？　ボクは生まれた時から女の子だけど、それがどうかしたの？」

　こ、これは、もしかして……、

　逆ぎやく転てん満まん塁るいサヨナラホームランじゃないのか？

「ボウイ？　まさか、君、ボクのことを……」

　おい、おい！　俺の感覚はまだ正常だったよ！

　俺のルゥビィへの可愛いという感情は正常な異性に向けての感覚だったんだ！

「よっしゃぁぁ！」

　俺は力強く拳を握り、大きくガッツポーズをしていた。

　勝った、俺は、勝ったんだ、そして勝者としてこの異世界での仕事を成し遂げたんだ！

　改めて勝者の褒ほう章しようである、ルゥビィ姫、そう、姫なんだ！　王子じゃなかった！

　その『姫』の顔を見つめた、と思ったら、目の前にいたはずのルゥビィが、またいなくなっていた。

「あ、あれ？　ルゥビィ？」

　ルゥビィの姿が消えたと思ったら、柱の向こうから入れ替わりにジニアがやって来た。

　どうやら俺とルゥビィのやり取りを柱の陰かげから見ていたようだった。

「なにかあったんですか？」

「え？　なにかって？」

「ルゥビィ様、泣きながら走って行っちゃいましたよ！」

　は？　泣きながら？

　なぜだ？　俺が逆転ホームラン展開に心躍らせていた間に何かあったか？

　いやないだろ。

「ル、ルゥビィはどっちへいった？」

　俺の問いにジニアは拗すねたような表情をしながら右手をあげた。

「あっち。多分、礼れい拝はい堂どうの方だと思いますよ」

「礼拝堂？　そっか、行ってみる。あっ！」

　走りかけた俺は立ち止まって、ジニアの肩に手をかけた。

「な、なんですか？」

「サンキュー。君のおかげで、俺、ここまでこられたと思う。感謝しているよ」

　改めてジニアに礼を言ってみたが、ジニアもまさかそんなことを言われるとは思っていなかったようで、目をパチクリさせていたが、徐々に顔を赤らめていった。

「な、な、なに言ってるんですか、早く、追いかけてあげてください！」

「わかった。じゃあ、行くよ」

　そう言って走り出した俺であったが、再度立ち止まる。

「礼拝堂って、こっち行ってその後どっち？」

　ジニアが小さくため息をつきながらこちらに歩いてきた。

「しょうがないですね。一緒に行きましょう」

　俺はジニアについて礼拝堂へと走って行った。




「ルゥビィ！」

　ジニアの言ったとおりルゥビィは礼拝堂にいて、祭さい壇だんの前に跪いて祈りをささげていた。

「ボウイ……」

　ルゥビィは顔をあげて俺たちの方を見た。

「急に居なくなるから。一体、何していたんだい？」

「神に祈っていたんだ。ボクが、ボウイに、好きになってもらえるようにって」

「神に祈らなくても、俺はルゥビィのことが」

「いいんだ。わかってるよ。もともとボクが悪かったんだ」

「は？」

「初めて会った時、ボクは男の子の服装をしていた。だから、誤解させちゃったんだよね」

「あ、いや、今はもうルゥビィが女の子だってわかったから、そのことは……」

　沈んだ表情をしていたルゥビィが俺の腕を摑つかんできた。

「な、どうしたんだい？」

「ボウイ……」

「なんだい？」

「ボウイ、男の子の方が好きなんでしょ？」

「はっ？」

　え、なにこの質問？　そして流れ的に嫌な展開になりそうなこの予よ兆ちようはなんだ？

「だから、お願いしたんだ。神様に」

　ま、待て！　何をお願いしたかはわからないが、もしかしてそれはとんでもなく行っちゃダメな方向に行こうとしていないか？

　俺の頭の中で、よくない方向への展開が渦うず巻まき始めていたが、ルゥビィは話し続けた。

「そしたら、信じられないかもしれないけど、神様が現れて……」

　信じるも何も、ここはファンタジーな世界なわけであって、神が現れても不思議じゃない、いや、むしろ現れるだろうさ、現れますとも。現れてほしくないけど……現れちゃったのね……

「ボクの願いを叶かなえてくれるって、言ったんだ」

「えぇ！」

　言うなよ！　いや、言わないでくださいよ……。

「そしたら、神様がボクの体を……」

「う、うそだ」

　俺は頭を抱かかえ、膝ひざをついた。

　全てが今、崩れていく音がしていた。

　せっかくめぐりあった姫が、男になっちゃうなんて！

「か、神様にもう一度現れてキャンセルしてくれるよう頼んでくれないか？」

「そらでけへん要求やなぁ」

「でけへんって、え？　誰だれ、今の？」

　俺は顔を上げてルゥビィの方を見た。ルゥビィの横に誰か立っていた。

　それは元々の張本人であり、俺の部屋に序じよ盤ばんで現れたバーコード頭の冴さえないステテコのおっさん、名前は……。

「お、おっさん！　デ……なんだっけ？」

「おい、おい、忘れんといてくれよ！　わしや。ディシティや！」

「そう、そう。あんたが神様かよ？　そ、それよりもルゥビィがお願いしたこと、キャンセルしてくれよ！」

「そら難しい話やなぁ。それに……あ、もう一人厄やつ介かいな奴やつがきおったで」

　話もそこそこにディシティは俺の後ろの方を目を細めるようにして見つめていたが、後ろに下がり始めた。

「な、なんだよそれ」

「ほな、また来るさかい、うまいことやるんやで！」

「ちょっと待て！　出てきたと思ったらもう消えるのかよ！」

　なんなんだ、一体。

　それに厄介な奴って……。

「おまえか？　姫を横取りしに来た輩やからは」

　その言葉に俺が振り返って背後を見ると、そこには見たことのない奴が立っていた。

　そう、新キャラだな。

　顔立ちは整っていて目は大きく、なかなかの美男子ながら、なんか細っちょろい様な体形である。それに髪が長いのはいいとして、その髪を割って伸びるように尖とがった耳の先が見えていた。普通の人間じゃないな、まぁ、宇宙人かエルフかってイメージだ。肌の色も少し白さが強い。服は俺の目から見てもわかるくらいの上等な布地を使っているようだが、俺のいた世界では見たこともない色合いと質感であり、異世界ならではのものなのだと思った。

　と、長々と新たに登場してきた男を解説してきたが……。

　いや、もうこれ以上登場人物はイラねえよ！　話ややこしくなっていく一方だろうが！

　正直言わせてもらうと、唐とう突とつに登場しすぎだろう？　なんでルゥビィ姫とごたごたしている最中に現れるんだよ？

　せめて今この「姫が姫でなくなってしまったかもしれない」という出来事に、一区切り付いてから、次なるトラブルが起きるのが筋道というものだろう？

　ちゃんとした結論が出る前に新たなトラブルとして、新キャラが出てきたら……、

「ちょっと」

　俺が頭を抱えていたらジニアが俺の肩を突いてきた。

「なんだよ、今俺は、新たなトラブルの種を持って現れたこの新キャラに対してだな」

「なに言ってるんですか？　もう、さっきの人いなくなっちゃいましたよ」

「え？　なんで？」

「いつまでたってもあなたが頭抱えて唸うなったまま完全無視するから、逃げたルゥビィ様を追って行っちゃいましたよ」

「え、そうなの？」

「初対面とはいえ、話しかけてきたのにガン無視とかって、良くないと思いますよ」

　ジニアがたしなめるも、俺は正直ほっと胸をなでおろしていた。

「あ、で、でも、これで新たな火ひ種だねがなくなったんだ。考え様によっては話がまとめ易やすくなったんじゃないか？」

「いいですけど、今ので終わりとも思えませんけど」

　嫌な伏線を張ろうとする女だ。それでも今はそんな細かなことにこだわっている状況じゃない。早くルゥビィを追いかけて事の真相を確かめねば。

「まあ、いいじゃないか。早くルゥビィを追いかけよう」

「ルゥビィ様ならそこにいますよ」

　駆け出そうとする俺の服を引っ張るジニアが指差す方向を見ると、何もない壁の中からルゥビィとディシティがそろって出てきた。

「ふぅ。危ないとこやった」

「お、おっさん！」

　どうやらディシティが機転を利きかせて魔法で姿を隠していたらしい。

　俺はディシティのおっさんに声をかけると、おっさんは笑顔を作って大きく手を振った。

「おぉ、兄ちゃん。元気そうやないか」

「元気そうじゃねぇよ。って言うか、あんた本当に神様なのか？」

「そうや。わしはこの世界、ジニアスタの神や。わしは偉大なる魔法を操るものであり、この世界を創そう造ぞうした者やねん」

「おっさんがこの異世界創った神様？」

「そうやで」

「と、いうことは、もしかしてアニイやホウやビリィさんは神のしもべ、天使みたいな存在だったってことか？」

「あ、いや、あいつらはジニアの知り合いや」

「なんだよ！　そこはちがうのかよ」

「ほら、わしは単独行動やから、下々の連中はいらんねん」

　と、言うか、このいい加減な性格からして部下とかついてこないような気がするんだが。

「そういえば最初この世界に来た時に、この辺のことは知らないとか言ってたよな」

「あ……あれな。あれは冗じよう談だんや」

　笑顔で答えるおっさんであったが、少し顔が引きつっていた。

「冗談？」

「わしが創った世界なんやから知らんわけないやん」

「じゃあ何で最初から街につれてきてくれなかったんだよ？」

「それは、アレ、ちょっと出現地点誤あやまったちゅうか」

　笑いながらも目をそらすおっさんの態度からは、本当に自分で創った世界を把は握あくしてるのか怪しそうだ、というか本当にこの世界創ったのか？

　俺の疑わしい視線に気づいたのか、ディシティは平静を装いながら話を続けた。

「まぁ、つまり、君をあそこで生活させて、どの程度生き抜けるかっちゅうのも見たかったんや」

「生き抜くには十分な面メン子ツを（ジニアが）揃そろえてくれたのでなんとかなったけどね」

「いやいや、衣食住、最低限だけや。実のとこ、君が来る前に何人か同じ感じでこの世界引き入れたんやけど、みんなアカンくなってしもうた。柔やわな奴やと精神的についてかれへんでダメんなるんや」

「俺以外にも犠ぎ牲せい者しやがいたのかよ」

「犠牲者言うなや。ま、そんなわけで君は生き抜いてここまで来た。わしなぁ、ルゥビィ姫の願いに応えてあげたかっただけやねん」

「姫の願い？」

　俺はディシティの後ろに立っていたルゥビィの方を見た。ルゥビィは恥ずかしそうに俺の視線を受け止めていた。

「全てはそこから始まったんや」

　俺とルゥビィを前に、ディシティが語りだした。

　ルゥビィは姫として申し分なかったが、自由を愛する心を持っていたため、外の世界に憧あこがれ、外の世界の人間に出会うことを夢見ていた。

　そして毎晩のように空を眺ながめながら神、つまりディシティに祈り続けていたそうである。

　その信心深さと強い思いを感じ取った神は、姫の願いを叶えるべく、異世界の人間を招しよう喚かんすることを何度となく試みたのであった。

　なかなか異なる世界に順応することができるものは現れなかったが、やっと俺が姫の望みを叶える者になりえたと言うことだった。

「ルゥビィにはこの世界だけじゃあ狭すぎるんや。他の世界に嫁とついで、もっともっと幸せになって欲しいんや」

　まるでルゥビィの親のような心情を語りながら、ディシティのおっさんはルゥビィを見つめた。

「それで？」

「そんで君に白しら羽はの矢やを立てたんや」

「しかし、多くの人間がいる中で、なんで俺だったんだ？」

「前にも少しゆうたけどなぁ、君は幻想世界への入れ込み方が激しかったから、わしらの存在を受け入れやすそうやった、ちゅうことからやねん。それに、これといった社会的地位もなさそうやったから、いざっちゅう時にもどないにもなるわけやんか。ええ方にも悪い方にもな」

　それって俺の存在は、仮に失敗してこの異世界で朽くち果はてても、現世界ではたいした影響も騒ぎにもならないっていうことを言っているわけであり、俺の存在感が非常に軽いものと言っているも同然じゃないか？

「なんだよそれ！」

「でもな、実際君はわしらのこと、大きな抵抗もなく受け入れる器うつわがあった。そして姫のことも気に入ってくれてるやないか」

「ん、まぁ」

　確かに常人に比べればファンタジー系の出来事に関して抵抗はなかったかもしれないが、なんかうまく言いくるめられているような気もしないでもなかった。

「そういったわけで、ルゥビィは君に任せる。こう見えても器き量りようのええ子や。王女ゆうても働きもんやし、まぁ、こき使って、仲ようやってや」

　おっさんの言葉を受けて、ルゥビィが恥ずかしそうに前に出てきて、俺に頭をそっと下げた。

「不ふ束つつか者ものではありますが、よろしくお願いします、ボウイ」

「あ、ああ。こちらこそよろしく」

　そう言って俺はルゥビィの手をとって引き寄せた。

　ルゥビィは俺のリードに逆らうことなく、そのまま俺の胸の中に飛び込んできた。

「ボウイ……」

　抱きしめたルゥビィの体は見た目どおり痩やせていたが、柔らかな肉付きと胸の感触が……ない！

　マジで男じゃないかぁ！

　俺はルゥビィからそっと離れるとディシティの肩に強引に腕を回して組んだ。

「おっさん、ちょっとこっち来い」

　俺はディシティを連れて、ルゥビィから少し距離をとった。

「おっさん、ルゥビィの体……ほんとに換えたのか？」

「ああ。姫が望んだからなぁ。お前に好かれるように男の子にしてくれゆうてな」

　俺は肩に回していた腕をディシティの頭に回してヘッドロックに取った。

「お前、いい加減にしろよ！　俺が男の娘好きなわけねぇじゃねぇか！」

「いたた！　ギブ、ギブや！　わかった、離してくれ！」

　俺はロックを緩ゆるめるとディシティの顔を睨んだ。

「今すぐ戻せよ！　あんた神様だろ？」

「君、むちゃくちゃやなぁ。それが神に向かっての態度かいな……現代っ子は怖いわ」

　俺の要求と質問に対してはぐらかすように、ディシティが頭をなでながら、乱れたバーコードヘアーを整えていた。

「戻せるんだろ？」

　俺は再度ディシティに迫った。

「条件があんねん」

「条件？」

「もう一回、ルゥビィが祈ってくれんと戻せんわい。神は祈りを捧ささげる者の望みを叶えるのが仕事やさかいな」

「じゃあ、説得してくるよ」

　俺はディシティの下を離れ、ルゥビィに元の体に戻れるよう祈ってくれるよう説明し、説得した。

　五分後。

　俺はディシティの元に再び戻った。

「どうやった……あれやろ、あかんかったやろ？」

「なんでわかったんだよ？」

「ルゥビィは、好こう奇き心しん旺おう盛せいやからな」

「ああ、そうだよ！　祈るだけで戻れるなら、せっかくだし、しばらくこの体で生活するとか言ってんだよ！　どうしてくれるんだよ！」

　俺の心からの叫びに対して、ディシティは慰なぐさめるように俺の肩を叩たたいた。

「まぁ、まぁ、君の周りは女の子だらけやったんやから、一人くらいええやろ？」

「女の子だらけ？　おっさんだらけだろうが！　あんたとジニアも含めてよお！」

「わしとジニア？」

「ジニアはおっさんが変身した者だろうが！」

「あー、アレな。アレも冗談やがなぁ」

　至し極ごく当然のような感じでディシティが笑いだした。

「へ？」

「なんでわしが兄ちゃんと恋仲にならなアカンねん」

「じゃあ」

「ああゆうとかな、君がジニアに惚ほれてまうやろ？」

「なに？」

「君はちゃんとお姫様に行ってもらわな困るんや。ガイドの娘のこと好いたらお姫様に興味行かんようなってまうやろ？」

　そうだったのか……そうとも知らずに、俺は「お前中身おっさんだろうがぁ！」と言いながら、何度となくハリセン等で突っ込んでしまっていた。

　確かにその度たびに「わたしおっさんじゃありませんよ」って言っていたっけなあ。

　思い返してみると、ジニアはいつも俺の傍らにいて、大きな不平不満も言わずに尽つくしてくれて、そして俺に心を寄せていてくれた。

「ジニア……そういえばジニアは？」

　先ほどまで柱の辺りに立っていたジニアの姿が見えなかった。

「なんや、ジニア。彼が呼んでるで、出てきいや」

　そう言ってディシティが部屋の隅にある大きな柱の奥へジニアを呼びに行くと、入れ替わるようにジニアが出て来て俺の近くまで走りよってきた。

「ジニア」

「あなたが、お姫様と一緒になったら、もう、ハーレムも終わりだよね」

「ジニア……おまえ」

「わたしの役目は果たされた。あなたがこの世界で思い悩んでいるお姫様を救ってくれること。そのためにあなたをリードすることが役目だったの」

「いや、ジニア、待ってくれ」

「わたしの気持ちは気づいていたでしょ？　わたしだって、自分の使命を理解していた。でも、どうしてもあなたへの思いが大きくなっていくのを抑えることはできなかった……」

「ジニア、違う、そうじゃなくて」

「言わないで。もうあなたはわたしの手の届かないところに行ってしまったことはわかっているの。でもね、この、わたしの気持ちは、消さなくても、いいよ、ね……」

　そう言ってジニアは、小さく震えながら下を向いた。堪えていた涙が一粒ジニアの眼からあふれて、落ちた。

「ジニア……」

　俺はそんなジニアの顎あごに手を添えて、うつむいていた顔を上げさせた。

「あ、ダ、ダメ、だよ」

　そう言いながらもジニアは潤んだ瞳でしばらく俺を見つめていたが、静かにゆっくりと瞼まぶたを閉じた。

「いい加減にしろ！」

　俺はジニアのデコにチョップを落とした。

「い、いたぁい！　なにするんですか？」

「何するじゃねぇよ！　お前ディシティのおっさんとは別人なんだよな？」

「そ、そうだよ」

「じゃあ、おっさんどこいった？　お前と入れ替わりに柱の陰に消えてるぞ！」

「そ、そんなことないよ！　ディシティ様！　呼んでますよ！」

　ジニアが手招きをしながら柱の陰に入っていくと柱の反対からディシティが出てきた。

「おい、おい、ジニア。そんな押すなや、ちゃんと歩けるって。あ、なんや、なんか用かいな？」

「用かいなじゃねぇよ！　今度はジニア出てこないじゃないか！」

「あ、じゃあ、呼んでこようか？」

「ああ、もういい！　そういった古典的コントネタはいいから！　結局ジニアとおっさん最後まで同一人物でしたってことだろが！」

「いやぁ、だからちゃうって。たまたま一緒に現れないだけで、別人なんやって」

「いいかげんにしろよ、おっさん！」

　ディシティは大きく息を吐いて肩をすくめた。まるで、こりゃダメだってな感じで。

　ダメなのおまえだろがぁ！




「ボウイ……」

　一段落してディシティが去り（ジニアはまだ居るが）、ルゥビィが俺に声をかけてきた。

「ル、ルゥビィ」

「ボクを君の居た異世界へ連れて行ってくれる？」

「ああ。君の願い、神様への願いが本物なら、そして許されるなら俺と一緒に戻ろう」

「ボ、ボウイ！」

　ルゥビィが俺に駆け寄り抱きついてきた。

　俺は両の手でしっかりと受け止めた。俺はこのために、この異世界にやってきた。つまりはそういうことだったんだ。俺は改めて自分の使命を確信し、そしてそれを成し遂げた事を実感した。

「俺は、俺はやり遂げたんだ！」

　俺は叫んだ。そして……、

　ついでに抱きしめた感触で、ルゥビィの体が男の子であることも再び実感した。









　西日に照らされながら俺おれは住宅街の路ろ地じを歩いていた。

　時折家いえ路じを急ぐ子供たちとすれ違う度たびに、自分にもそんな時期があったんだと思い返していた。

　あの頃、夕方の帰り道では、みんなと別れ、同じ方向の友達と話しながらも、頭の中では今晩の夕ご飯が何だろうかと楽しみに考えていたものだ。

　そんな郷きよう愁しゆうに浸ひたりながら、俺はいつものアパートへと帰ってきた。

　古びたアパートの階段を上り、玄げん関かんのドアを開いた。

「おかえりなさい」

　その声の方を向くと黒髪に白い肌、可か愛わいらしい笑顔で台所に立つ、元異世界の姫君が立っていた。

「お腹空すいたでしょ？　今夕飯にするね」

　俺がバッグを置いて、上着を脱ぐと、すぐに駆け寄ってきたルゥビィが俺の手から上着を取って、ハンガーに掛けてくれた。

「あのな、今日も、その」

　俺がどう話そうかと思いながら重い口を開くと、すぐにルゥビィはニッコリと笑顔を作った。

「バイトのこと？　いいよ、ゆっくり自分にあったものを探せば」

「ああ。でも、君ばかりに」

「ボクのパートのことなら気にしないでよ。ボクは君の婚約者なんだから。それに、ウチは収入がそれなりにあるから、君一人ぐらい働かなくても大丈夫だよ」

　確かに、今我が家には相当の収入がある。

　それを稼かせぎ出しているのはルゥビィ……だけではない。

「ウィ、ボーイ。ルゥビィ様の言うとおりだぜ、金なら気にするこたぁねぇよ」

　俺は声のする方向を向いた。

　俺の部屋、俺の部屋の居間、そのテーブルに足を載のせて、缶ビールを飲んでいたアニマルが、一気に飲み干した缶を軽く片手で握りつぶした。

　細かな飛沫しぶきが周囲に散り、俺の顔にも数すう滴てき付着した瞬間、俺の心の奥でイラッとした気持ちが芽め生ばえていた。

「そうさブラザー。少ねぇが、こいつは今日の上がりだ」

　そう言ってアニマルの隣で同じくビールを飲んでいたホークが、万札を二つに折って十枚ごとにまとめたものを次々とポケットから取り出して卓ちや袱ぶ台だいの上に置いた。

「明日にはもっと大金が動く仕事がある。だから今日のところはこれで勘かん弁べんしてくれ。いいだろ？」

　俺はその得体の知れない金を見て二人の前に詰め寄った。

「っていうか、なんの仕事してるんだよ」

「俺たちのビジネスのことは詳しく話せねえが、まぁ、簡単に言えばあるものを仕入れて、そいつを他で高く売って稼いでいるってだけさ」

　ジェスチャーを加えながらホークが説明し、その横で頷うなずきながらアニマルが再び缶ビールを開けて飲み始めた。

「いや、その売ってる物ってなんだよ！」

　嫌なことしか思い浮かんでこない俺は、思わず声を大きくして二人に問いただした。

「ボウイ、そんなにいろいろ聞くものじゃないよ。彼らだってこの世界に馴な染じもうと頑張っているんだから」

　こんな二人に対してもルゥビィは優しい。しかしアニマルとホーク、こいつらに関してはその優しさは全く必要ない。現にかつては俺が悪あく王おうと呼ばれるくらいの略りやく奪だつ行こう為いをしてきた二人なのだから。

　アニマルとホークが笑いながらごっつい手で俺の肩をバンバンと叩たたいてきた。

「ああ、でもこっちの世界も悪くねぇ。イカしたクレイジーな奴やつらと結構仲良くなった。今度紹介するぜ」

「あ、いや、いいから、そういう気遣いは」

　なんか絶対知り合いになっちゃいけない方々の様な気がして謹つつしんで辞じ退たいした。

　二人から離れて、俺は再びルゥビィに声をかけた。

「それからさ」

「なに？」

「あれ、やめさせてくれない？」

　俺が指差す窓の外、ベランダをルゥビィが見つめた。

「あれって、ビリィさんのこと？」

　ルゥビィが見つめる方向には大きな獣けものを逆さかさ吊づりにして、肉を解体しているもじゃもじゃ髪のおっさんがいた。

「おお、ボーイ。今日は新鮮な肉が手に入ったからちょっと待っていてくれ」

　こちらに気付いた赤髪もじゃもじゃのおっさんは笑顔でウインクをすると、再び額ひたいの汗を腕でぬぐい、獣臭を漂わせながら肉の解体に勤いそしんでいた。

「ビリィさんはこっちに来ても狩しゆ猟りようの名人ね」

　ルゥビィが罪なき笑顔をたたえながらビリィさんに声をかけた。

「それでもこちらの世界はなかなか獲え物ものが少ないからね。探すのが大変だよ」

　そう言ってビリィさんは笑った。が、そんなのどかな会話をしていてもらっては困るのだ。

「あの、ビリィさん、ありがたいんですが」

　俺は二人の会話に割り込ませてもらった。

「おぉ。どうしたんだいボーイ？」

「その、近所に配るのはやめてください」

「どうしてだ？」

「あ、こっちの世界では、その、肉はある程度加工した物じゃないと。隣の一人暮らしの学生さんとか、猪いのししの足一本もらって泣きそうな顔してましたよ」

「ふむ。そいつは申し訳ないことをしたよ。フィシュにすればよかったかな？」

「いや、そうじゃなくて……魚と言えば、たしか向かいの家に鮫さめ持っていったでしょ！　向かいの奥さん卒そつ倒とうしてましたよ」

「シャークといってもほんのベビーだぜ？　確か、二メートル位の奴だったはずだがな？」

　ビリィさんは豪ごう快かいに笑い、ルゥビィもコロコロと一緒に笑っていた。

「（ぜんぜんベビーじゃないし）いいえ、困るから、もっと加工した物にしてください」

「オッケー、ボーイ。ユーがそう言うのならネクストタイムはそうするよ」

　そう言ってまだ笑顔のままのビリィさんであったが、俺はため息しかでなかった。

　そんな俺の横でルゥビィが手を叩いて皆に声をかけた。

「さ、御飯にしましょ。みんなお腹空いたでしょ？」




　俺の部屋。決して狭くはないが、その中に不ふ釣つり合あいな大きなテーブルがあり、そこで俺たちは食事をしていた。

　俺の左では頭の毛がもじゃもじゃした鼻のでかいおっさんが飯を食っている。

「ボーイ、この肉は新鮮でうまいだろう？　また吊るしてしばらくすると旨うま味みも増すから楽しみにしていな」

　そう言って、ナイフとフォークを荒々しく使いながら肉を裂さいてその塊かたまりを口に入れ、豪快に食べ続けている。

　俺の対面に目を向けると、モヒカン頭に鎧よろいのような筋肉を全身まとった双ふた子ごの男たちが肉を引きちぎり、豪快にかぶりついていた。

「おい、そいつは俺の肉だぜ。なに食っていやがる！」

「ああ？　俺の目の前に置くからだろうがぁ」

「置いてねぇ！　俺の前の皿から取っていたんだろうが」

　なんで俺がおっさんたちと食しよく卓たくを囲んでいるんだ？

「どうしたのボウイ？　口に、合わなかった？」

　俺の右手には黒髪の、可愛らしい笑顔を向けるルゥビィがいた。

「あ、いや。大丈夫、美お味いしいよ」

　ルゥビィは眩まぶしいくらいの笑顔を俺に向けてくれる。

「よかった。ビリィさんほどの腕はないけど、ボク、もっと頑張るよ！」

　可愛い。本当に可愛いんだ。でも、君は男の子なんだよね。

　なんでこうなっているんだ……全ての元凶は、ルゥビィを差し置いて俺のすぐ横に座っている女、このジニアのせいなのだ。

　俺が疲れきった眼まな差ざしでジニアを見つめていると、その視線に気づいてジニアが俺の方を見た。

「うふっ！　いいね。こっちの世界でも、こうしてまたみんなと食事ができるのって」

　ジニアは微笑ほほえみ、可愛らしい瞳で俺を見つめた。白い肌と小さく柔らかそうな唇くちびる、華きや奢しやな身体からだは抱きしめれば砕くだけてしまいそうな儚はかなさが……違う！　違うだろうが！

「やっぱ、絶対許さない……」

「え？　なんで？」

　俺の呟つぶやきにジニアは目をくりくりさせながら不思議そうに聞いてきた。

「なに？　じゃねぇーんだよ！　なんで元の世界に戻ってきたのにお前らとまた一緒に食卓囲んじゃってるんだよ！」

「だって、これがあなたが望んだ、ハーレム状態だから、でしょ？」

「いや、いや、違う違う！　これハーレムじゃないし！」

「双子の幼よう女じよホークとアニマル」

「幼女じゃなくて世紀末ムキムキモヒカンマッチョだろ！」

「ちょっとドジなお姉さん、赤毛のビリィ」

「素手で獣狩るレッスルなおっさんだし！」

「可愛くて働き者の婚約者、ルゥビィ様」

「こんなに可愛いのに……男の子なんだぜ」

「そしていつもあなたを陰かげから見守り続け、ひた向きな想いを秘めた薄はつ幸こうの美少女」

「誰だれ？」

「わ・た・し！　ジニアで……」

　ジニアが言い終わる前に、俺の電でん光こう石せつ火かのハリセンが炸さく裂れつしていた。

「い、たぁーい。なにするんですか？」

「お前が一番の問題だろう！」

　いつものように頭を押さえて涙目になりながら、ジニアは俺を不思議そうに見つめかえしてきた。

「は？」

「は、じゃねぇよ！　おっさんあっちの世界の神様だろ？　なんでおっさんまでここにいるんだよ！」

「だから、わたしおっさんじゃないってば」

「じゃあ、なんなんだよ！」

　俺が立ち上がってジニアに詰め寄るが、なぜか他の連中は止めるわけでもなく、むしろ暖かな眼差しで、俺たちのやり取りを見つめていた。

「……なっちゃったから、しょうがないじゃないですか」

　ジニアが少し怒ったような拗すねたような表情で、立ち上がっている俺を下から見つめてきた。

「は？　なっちゃった？」

「あなたのこと、好きになっちゃった！」

「はぁ？」

「てへ、言っちゃった、恥ずかしい！」

　顔を赤らめながら照れ笑いをして首を振るジニアは、客観的に見ても、いじらしく可愛かった。しかし、

「中身おっさんだろが！」

　当然ハリセンは風を切って唸うなり、「バシッ！」といった軽けい快かいな打撃音をジニアの頭部から叩き出した。

「な、なんでそんなに怒ってるんですかぁ？」

「お前、ホント一回ぶち殺した方がいいようだな」

　俺の一言に笑顔で立ち上がったジニアが急いで俺から距離を置いた。

「うふふ。そう簡単にわたしは捕まりませんよ。さあ、捕まえてみてください」

　まるで俺の部屋がお花畑か草原か麦畑のように、ジニアはキラキラと笑いながら走った。

「あは、あはは、こっちだよ、早く早くぅ！」

　走り回るジニア。

　そんなジニアを見て俺は……キレたね。清すが々すがしいほどに……キレたね。

　一瞬の内にマジダッシュかけてジニアの後ろ襟えり首くびを摑つかむと、片手でヘッドロックして頭部にハリセン連打を叩き込んだ。

「いたたたたったたたた、いたーい！」

「やってやるよ、このまま、いっちゃうぜ！」

「いやぁーん！　わたしでイッちゃうなんて、ス・テ・キ」

　俺の動きが止まった。

　そんな余裕があったことが、完全に俺の心をバーニングさせてくれたようだよ。

「よっしゃぁ！　ハリセンの柄つかの方でやっちゃる！」

「ああーん、それはダメぇ！　硬いのはだめだよぉ」

　今まさに柄の方で殴なぐってやろうかと思ったその時であった。

　ピンポーン。

「だ、だれだ？」

　玄関のドアから呼び鈴が鳴るのが聞こえた。

　うるさくしたので近所から苦情でも来たのだろうか？　まさか早くもホークとアニマルのやっている、いかがわしそうな仕事で警察が来たのだろうか？

　いろいろと考えながらも俺はジニアを離して恐る恐る玄関のドアの前に立った。

「あ、ど、どちらさま？」

「あの、根ね木ぎ市しクンのお宅だよね？」

　若い女性の声だ。

　俺は鍵かぎをはずしてドアを開けた。

「あ、はい」

　そこにはショートカットで黒ブチの眼鏡めがねをかけた同い年くらいの女性が立っていた。

　その女性は、俺の顔を見て安心したような表情になった。

「あの、わたし、同じゼミの里さと井い桜おう花かだけど、わかるかなぁ？」

　あ、見たことあると思ったら、大学の同級生であった。しかしほとんど話したこともなかった気がしたが、確かに顔は覚えていた。

「あ、ああ。里井さん、どうしたの？」

「一週間も大学来ないから、部屋で病気でもしてるんじゃないかって、ゼミの先生が心配して、その、誰か様子見てくるようにってことで、えっとわたしが来たの」

「そ、そうなんだ」

　改めて見ると目もパッチリして可愛らしい子だった。服装はまだ高校生の頃の幼おさなさが残るものの、女子大生として、ちょっと大人おとなっぽくシックにまとめようとしている印象が見て取れた。

「体調、大丈夫？　食べ物買ってきたんだけど」












「あ、ありがとう。よかったら、少し寄ってく？」

「うん。じゃあ、少しだけお邪じや魔まします」

　この返事は予想外だった。

　だから俺は一瞬動どう揺ようした。

　だって中はオヤジ密度が半端なく、その上男の娘ことたぶん嫉しつ妬との眼で里井さんを見つめるジニアがいるのだ。だから部屋に積極的に招こうなどとは思ってもいなかった。

　そう、社しや交こう辞じ令れいとして言ったつもりだったのだ。

　だって、まだあまりよく知らない男の、一人暮らしのアパートに招かれても抵抗があるだろう、普通に考えれば。

　だから断るかと思ったんだけど……と頭の中で考えをめぐらしていたら、目の前から里井さんが消えていた。

「あれ？　里井さん？」

「お邪魔します」

　俺の後ろで声がした。ってことはもう中に入っているじゃないか！

「ちょ、ちょっと待って」

「こ、この人たちは？」

　ああ、時すでに遅し。リビングに集つどう連中を、里井さんは見てしまっていた。

「あ、ああ。このおじさんたちはね」

「おじさんたちって？」

「へ？」

　里井さんの疑問に嫌な予感がしつつ、改めてリビングの方を向くと、なぜか全員少女モードにチェンジしていた。

「いらっしゃい。さ、座って座って」

　ビリィさんが年長者らしく客人を席へと招いた。

　里井さんは促うながされるままテーブルに座らされていた。

「今お茶淹いれますね。ハーブティーは大丈夫？」

「あ、はい。結構好きかも」

「よかった。くつろいでいてね」

　里井さんの目の前にはホウとアニイが座っていて、里井さんを興味深げに見つめていた。

「新しいお姉ちゃんなの？」

「だれだれ？」

　ホークと……いや、ホウとアニイは手をばたつかせて新しい客人に興きよう味み津しん々しんだった。

「一体、誰なんですか？　この方」

　俺の横に案の定、嫉妬心丸出しの表情をしたジニアが立っていて、俺の肘ひじをつねってきた。

「い、痛いよ！　あの、大学で同じゼミの里井さんだよ」

　ジニアは俺を押しのけて里井さんの横に来ると頭を下げた。

「いつも彼がお世話になっております」

「あ、あなたは？」

　里井さんの問いかけにジニアは小指を立てて、

「わたしは彼のこれでございます」

　と、いったのですかさずハリセンを、しかも上でなく顔面横から入れてやった。

「ちょ、耳キーン、ってなっちゃいましたよ！」

「バカ野郎！　なに適当なこと言ってんだよ」

「根木市クン、この人たちは一体」

「あ、ああ。まぁ、同居人なんだ。親しん戚せきかな？　アッハハ」

「親戚……そ、そうなんだ。この部屋にみんな住んでるの？」

「あ、いや、その」

　俺が返事に困っていると、アニイとホウが立ち上がって左右の壁にそれぞれ走って行った。

「大丈夫よぉ」

「両隣の部屋も繫つながっているから」

　な、なに？　と思っていると、アニイとホウは壁についたスイッチを押した。すると壁の一部がドアのように開いて、隣の部屋と行き来が可能になっていた。

「い、いつの間にそんなシステムを！　って言うか、お隣さんはどうしたんだよ？」

　俺の疑問にアニイとホウが笑いながら解説を始めた。

「っというわけで、このアパート自体を買い取ったので、それで改造を施ほどこしてみました」

「そうなの。ゆくゆくは変形合体ロボ風にしようかと」

　一瞬、一瞬だが、俺の頭の中で住み慣れたアパートが変形してロボになる映像が見えた。って、バカ野郎！　ダメだろう、それ！

「しなくていいよ！　そんな買い取れるほどお金稼いでいたのかよ！」

　俺の問いかけにホウとアニイが顔を見合わせて笑った。

「だから、わたしたちのビジネスのことは聞かないでって、ね！」

「ね～！」

　俺は幼い双子の少女が笑顔で見つめあい、悪戯いたずらっぽく微笑む光景に目を奪うばわれていた。

　……いや、奪われている場合じゃない！

「ね、じゃねえよ！　なんか怖いだろう、お前ら」

　アニイたちとやりあう俺を、里井さんが少し引きつった笑顔を作りながら見ている。

「な、なんか楽しそうだね……」

　楽しいわけがないのだが。

　ビリィさんがお茶を淹れてもてなそうとするのはいいが、ジニアにしろ、ホウとアニイにしろ、一般人の里井さんには刺激が強すぎるのではないかと思っていたところで、ふと一人足りないことに気がついた。

「あれ？　そういえばルゥビィはどこにいったんだ？」

　里井さんを招き入れてからルゥビィの姿を見ていないことに気づいた俺は、台所の方に顔を向けた。

　……見たことのあるおっさんが立っていた。

「おう、にいちゃん。なにボォとした顔してんねん」

　頭バーコードでステテコを着たおっさん。

　そう。そこには自称、異世界の創そう造ぞう主しゆで神様であるディシティが立っていた。

「デ、ディシティのおっさん、あんたこそ何してんだよ」

「何してるって、君迎えに来たんやないか」

　そう言いながら台所の奥からこちらに歩いてきて俺の肩に手を置いた。

「はぁ？」

「なにしとんねん。はよ準備せえや」

　突然何を言っているのか、俺はおっさんの真しん意いがわからなかった。

「なんだよいったい？」

「ルゥビィが連れさられたんや」

「えっ？　なんで？」

「なんで？　その質問は真っ当ながらナンセンスやな」

　ディシティが小さくため息をついて肩をすくめた。

「どういうことだよ？」

「なんでさらわれたか？　そら、ルゥビィはお姫様やからな」

「姫だからさらわれるって、そんな定番の展開必要ないだろ、今いま更さら！」

「わしに言われてもしゃあないやろ。わしはルゥビィに助けを求められたから君を迎えに来ただけやしなぁ」

「じゃあ、なにか？　今後もルゥビィはお姫様だからこの様にさらわれることがあり、そのつど俺が救いに行かなきゃいけない、と、こういうことですか？」

「ま、どっかの髭ひげの配管工みたいやけど、そういうこっちゃな」

「そういうこっちゃじゃねぇよ！　お前神様だろ？　なんとかしろよ」

「基本人間同士のことは、直接手ださんことになっとるしなぁ」

　これで創造主と言えるのかという発言を平然としやがった。

　大体この自称神様がもっとしっかりしていれば今までのトラブルも起こらなかったんじゃないか？

「や、マジ使えないよ。で、俺なの？」

「君、ファンタジー好きやん」

　それだけの理由かよ！　と心の中で突っ込んでいたが、そんなことは微み塵じんも感じ取れないおっさんは、俺の背中を叩いて急ぐように促していた。

「さ、行くで。相手は君も知ってる隣国の森の中に住むダークエルフの王子や。しっかり姫を取り返してくるんやで」

「はぁ？　俺知るわけないじゃん、そんな奴」

「なに言うてんねん。前に城で顔合わせて君がガチ無視した奴やがな」

　しばし回想してみた。

　あ、思い出した！

「えぇ！　あの新キャラのことかよ。あれで終わりじゃなかったのかよ」

「やっと思い出したんかい。じゃあ、ちゃっちゃと行くで」

　なんでこうなる？　こんな展開いらないから、普通の生活に戻りたいよ。マジで。

「あの、これ、どういうこと？」

　すっかりディシティと話し込んでいたので、里井さんの存在を忘れかけていた。

　里井さんが怯おびえたような眼差しで俺たちを見ていた。

「あ」

　里井さんの前で普通にファンタジーな会話を展開してしまっていた。

「お、なんやこの子？」

　しかもよりによって、ディシティが里井さんに興味を見せ始めていた。

「いや、大学の同級生で、いたって一般人だから」

　俺は嫌な予感がしてディシティと里井さんの間に入った。しかしディシティは全く普通に、

「ほな、一緒に出発やな」

　と、言い出しやがった。

「えぇ！」

「ちょっとまておっさん！」

　おっさんは俺の突っ込みにも全く動じた様子もなく話し続けた。

「安心せいや。今回は一気にこの建物ごと移動させたるさかいに、大船に乗った気で」

「そういう問題じゃ……建物？　おい、おい！　滅め茶ちや苦く茶ちやすんなよ」

「着いたで」

　ディシティは信じられないくらい簡単に言い放った。こういう時は本当にやっちまってるから怖い。

「え！　早っ！」

「そんじゃ頼んだで。ほな」

　そう言うが早いか、ディシティは奥の台所へと行ってしまい、慌あわてて追いかけたが、その姿は消えていた。

「あの野郎、なにしてくれてんだよ！」

　この分じゃ本当にまた異世界に飛ばされていて、しかも今回は建物ごと飛ばされているらしい。誘ゆう拐かいされた男の娘、ルゥビィ姫を奪だつ還かんしろって、何をどうすりゃいいんだ？

「あの、根木市君」

「あ、さ、里井さん。お、落ち着こう。まずは落ち着こう」

「わたしは、いいけど、根木市君落ち着いた方がいいと思うよ。息、荒いし」

「そっか」

　俺は肩の力を抜いて大きく深呼吸を繰り返した。少しずつ気持ちが落ち着いてきた。

「里井さん、ありがとう。俺が慌てちゃダメだよな、うん」

　里井さんは安心したように少し笑った。

「でもさ、根木市君」

「どうしたの？」

「さっきまで部屋の中にいた人たち、みんないないんだけど」

「え？　どこいったんだ？」

　俺は驚いて居間に入って中を見回した。

「どこ行っちゃったんだ、あいつら」

「外、行ったのかな？」

　そう言って里井さんが玄関の方へと歩きだした。

　里井さんの「外」という言葉に、俺は玄関を開けた先に広がっている異世界の光景を一瞬想像していたが、すぐに里井さんがもしその光景を見たら大変な衝撃を受けるかもしれないという考えに至った。

「あ、ちょ、ちょっと待って！」

　俺は振り返って急いで里井さんを止めようとしたが、里井さんは玄関のドアを開けたあとだった。

「な、なに？　これ？」

　遅かった。

　俺も急いで里井さんの元に駆け寄り、ドアの外の光景を見つめた。

「う、うわぁ……なんだここ？」

　アパートの外には、当然見慣れた住宅街の風景などなく、背の低い木がうねうねと生えている森が広がっていた。

　その木々は独特で、細い茎くきが曲がりくねって一見ぶどうの木のような、大きな蔦つた系の植物に見えた。

　そして崩れた遺い跡せき、かつて大きな街があった痕こん跡せきのようなものが広がっており、そこに奇妙な木々が絡からみつくように群ぐん生せいしていた。

「なんでこんなところに飛ばされているんだよ」

「こ、これ、どうなっちゃってるの？　これ、わたし、夢でも見てるの？」

　やばいよ。一般人を巻き込んじゃうなよ。相当ショック受けてんじゃん。

「まぁ、その、夢といえば夢なのかなぁ。あ、あんまり心配しなくてもいいから」

「心配しなくていいって、どこをどうすればそんなことが言えるのよ？」

「あ、えーとそれは」

　その時横の方から足音が聞こえてきた。

　そして足音とともに、野太い声が聞こえてきた。

「ヘイ、ハニィー。そのボーイが言うとおり、怖がるこたぁねぇぜ」

「ああ、俺たちがいる限りこの世に怖がるものなんざねぇさ」

　アニマルとホークだった。

「ヒッ、だ、誰？」

　里井さんは更なる不安から俺の腕にしがみついた。

　そりゃ、非日常異世界に連れてこられて、そこにモヒカンマッチョのおっさん二人が現れたら、安心でなく更なる不安と恐怖しか湧わいてこなかっただろう。

　しかし続いて反対方向からも別の足音が近づいてきていた。

「オッケー、軽く周辺を走ってきたが、相当いい獲物がいるよ。食うには事欠かないな」

　そう。反対からは赤毛もじゃもじゃレッスルおじさんビリィが、ジャージ姿で軽く汗を搔きながら小走りで現れた。

「な、なに？　この人たち？」

　更なる不安が里井さんの中で荒波のようにうねっていた時だった。

　不意に目の前に黒い影が現れた！

「早速準備を整えて、ルゥビィ様を救出しに行きましょう！」

　突然目の前にジニアが現れた（ように見えた）。

　里井さん以上にびっくりした俺は、反射的にハリセンでジニアの頭をはたいていた。

「な、なんで叩くんですかぁ？」

「あ、ごめん。急に現れるからつい」

　俺はあまり感情のこもっていない謝しや罪ざいの言葉をジニアへ述べた。

　ジニアは少し不満そうながらも、自分の（なぜか）胸元から一枚の繊せん維いの粗そうな紙を取り出した。

「じゃあ、読みますね？　こんか……」

「ちょっと、待て。何を突然読み出すんだよ？」

「え？　ディシティ様から渡された今回の状況ですよ。状況がわからないと困るでしょ？」

「そうだが」

「じゃあ読みますよ。今回の件、ルゥビィ様をさらったのは、ここ、闇やみの森と渓けい谷こくに住むダークエルフのプリンスです」

「ここがその森か。で、この先に渓谷があるってことなのか」

「はい。ことの発端はルゥビィ姫が幼い時に難なん病びようにかかったところから始まります」

「あ、もしかしてその難病を治す薬かなんかをエルフ一族にもらったとか？」

　俺の言葉にジニアが頷いた。

「そうです、そうです」

　すると里井さんも挙きよ手しゆして話に入ってきた。

「あ、もしかして、そのお礼にお姫様が成人したら……」

「そうなんです！　エルフの王子との結婚を約束したんですよ。親同士のことですが」

　里井さんの言葉が終わらぬうちにジニアが解説した。

「ということは、普通に考えればその約束が果たされるはずだった。ところが……」

「そうなんです！」

　ジニアが俺の言葉を受けて大きな声をあげて拳こぶしを握りつつ、話し続けた。

「めでたく結婚するはずだったところを、異世界から来た男にそそのかされて、姫はその婚約を破は棄きして異世界に逃げてしまったんです！」

「なるほど、なるほど。つまり丸くおさまりそうだったところを異世界から来た悪い男のせいで、って……それ俺のことじゃねえか！」

「正解！」

　笑顔で指さすジニアの頭頂部に俺のハリセンがバシッと直撃した。

「おまえなめてんのか！　物事がまとまりそうだったところで、俺を招しよう喚かんして滅茶苦茶にしただけなんじゃないか」

「いや、でも、ルゥビィ姫は自分の運命として受け入れながらも、毎晩神に祈ったんですよ。自由を、そしてすべてが覆くつがえされるようなことが起きてくれるように」

「その願いを聞いた神が俺をこの世に遣わせて……」

「全てを覆してしまったんです。以上です、編集長！」

　ジニアのその一言を聞いた瞬間、俺は再びハリセンでジニアの頭を打ち抜いた。

「滅茶苦茶にした張本人は神であるお前じゃないか」

「わたしに言わないでくださいよ……」

「お前の中身がその張本人のディシティだろうが！　お前が諸しよ悪あくの根こん源げんだよ！」

「根木市君、でもさ」

　涙目のジニアに同情したのか、里井さんが助け舟を出してきた。

「な、なに？　里井さん」

「わたし思ったんだけど、今の話からすると、お姫様は家の決めた結婚を受け入れていたけど、自由を望んでいたんだし、その自由を与えてあげられたのはいいことだったんじゃないかなぁ」

「まぁ、そうかもしれないけど」

「それにもう、この状況からするとお姫様を助けないとわたしたち、元の世界に戻れないんじゃない？」

「そうだなぁ」

　里井さんの言う通りかもしれない。今更迷ってもしようがない。前のようにこの世界で成すべきことを成して、元の世界に帰る。これしかないのかもしれない。

　と考えながら、俺の中に一つ小さな違い和わ感かんがあった。

「里井さん」

「なに？」

「さっきのジニアがした話、結構抵抗なく受け入れているよね」

「抵抗なくはないけど、なんかもう、これは夢って思うことにすればなんでもありかなって」

　そういう発想の転てん換かんか。本当にそれだけなのか？

「とりあえず、この先にあるダークエルフの城に行って、姫様を返してもらいましょう」

　ジニアが右手をあげてアパートの階段を降り始めた。

　そしてアニマルとホーク、ビリィさんが続いた。

「やっぱ行くのかよ。一度姫を救った時点で長い冒ぼう険けんの旅は終わりでよかったのに」

「ここに居てもなんだし、行ってみよう？」

　腰の重い俺は、里井さんに促されて、二人で階段を降りていった。

　そしてジニアたちについて、アパートの前に広がる背の低い木々の間を抜けていくと、急に視界が開けて、大きな渓谷が広がっていた。

「いよいよ、始まっちまったか」

　ここから険けわしい道のりを経へて、エルフの城を目指す旅が始まろうとしているのだ。

　渓谷の先を見つめながら、俺が心を引き締めた時だった。

「あれがエルフの城ですよ」

　俺が見つめていた場所とはまったく別の方向をジニアが指差した。

「こっちの方か」

　俺がそちらの方に目を向けると、目の前には蔓つるで編んだような奇妙な橋が谷間にかかっており、その先に岩山の地形を利用した木造高層建築物が建っていた。

「もしかして、これが目標のエルフの城？」

「はい」

「早っ！　もう目の前にあるじゃん！」

「異世界に移動した時点で目的地から遠いポイントに出るわけないじゃないですか」

「あ、いや、やっとたどり着いたぜっていう、その……達たつ成せい感かんというか」

「また一人で、冒険の旅の雰ふん囲い気きに酔っていたんですか？」

　ジニアの嫌な突っ込みに、横にいた里井さんまでもが怪しい目つきで俺を見てきた。

「根木市君て、夢見る少年タイプなの？」

「そ、そういうわけじゃないんだけど」

　必死に誤ご魔ま化かそうとしている俺の肩をジニアが叩いた。

「夢見る少年が許されるのは中学生までですよ？　みんな待ってますから行きましょう」

　前方を見ると橋の前にアニマル、ホーク、ビリィさんが立って待っていた。

　半笑いの表情で俺を諭さとすジニアへの怒りの感情を抑えつつ、俺は拳を握った。

「ま、まあ、いいや……よし、行こう、行ってルゥビィを助け出そう！」

　俺がそう言って、力強く一歩踏み出した時だった。

　急に橋の向こうから強い一陣の風が吹いたかと思うと、洞どう穴くつの中から聞こえてくるような反響した声が聞こえてきた。

「なんだ？　なんか声が聞こえるぞ」

　俺たちは体を低くして耳を澄ませた。

「ここは……お前らが立ち入ることの許されぬ地。すぐさま引き返せ」

　どうやら歓迎されていないことはわかった。

「どうしようか……」

　俺は躊ちゆう躇ちよして一言漏らしたが、ジニアは、

「もちろん進みますよ。ね？」

　と、何も考えていない感じで答えた。

「大丈夫なのかよ？　何かエルフの魔法の罠わながあるんじゃないか？」

「大丈夫ですよ。ここだけの話、ダークエルフの王子が使う魔法なんて中途半端なんですよ」

「ホントか？　大丈夫なんだろうな？」

「モチのロンですよ」

　そう言って再びジニアが俺を促して前へ進みだした。

　それどころかアニマル、ホーク、ビリィさんは何も聞かずにどんどん橋を渡り始めていた。

「おい、おい！　勝手に先に行くなよ！」

　止める俺の言葉なぞ聞かずに、おっさんらは全く怖いもの知らずといった感じで橋を渡り切ろうとした時だった。

「なんだあれ？」

　大きな渦うずが突然おっさんらの目の前に現れたかと思うと、あっという間にアニマル、ホーク、そしてビリィのおっさん三人は飲み込まれてしまった。

　そして飲み込んだ渦はなにもなかったかのように小さくなって、また消えていった。




　しばしの沈ちん黙もくが流れた後、俺は緊張から乾いた喉のどに唾つばを飲み込むと、ジニアの方を見て口を開いた。

「おい……やばいんじゃないか？」

「あー、そうですね」

「そうですね、じゃねえよ。パワフルどころのカードが全ぜん滅めつじゃねえか」

「なんかトラップがありましたね。このまま進むのはやばい気がしてきました」

「お前、エルフの魔法は中途半端で余裕って言ってたじゃねえか！」

「やるときはやるんですかね？」

　この状況で俺に疑問形で話しかけてくるジニアの笑顔が、俺の堪こらえていた心の糸をぶちきった。

「ふざけんな、殺す気かぁ！」

「きゃん！　す、すいません！」

　俺がかなり本気でハリセン突っ込みを入れている横で、里井さんは冷静にジニアに問いかけた。

「別に迂う回かい路ろはないの？」

　俺に突っ込まれて涙目のジニアだったが、里井さんの問いかけに対して、すぐに余裕の表情に戻って答えた。

「ありますよ」

　他にルートがあることで俺はホッと一息ついた。本当は「最初から安全なルートを教えろよ！」と突っ込みたかったが、ここは堪えた。

　俺もだいぶ心が広くなったものだ。

「あるのか、よかった。そこ通っていこうぜ」

「こっちです」

　俺と里井さんは、ジニアの先導で道を外れてうねる背の低い木々の間を通り、岩の間をくぐりながら、渓谷の上に登る道を進んだ。

　渓谷の上に出てしばらく進むと大きな森が眼下に見えてきた。

　俺たちは岩肌を慎しん重ちように降りて森に入り、その先を目指して進んでいった。









「というわけで、来ましたね。いよいよ」

「ここが、エルフの城の裏か」

　正面から見た時の岩山を利用して木材中心に構成されていた城も、裏から見るとただの岩山に大小の穴がくりぬかれた横穴式住居の集合のように見えた。

「正確にはダークエルフの王子がいるお城ですね。ダークエルフ王の城はもっと奥地にあります。ここは王子の居きよ城じようってわけです」

　改めて城の様子を窺うかがうと、後方からの防ぼう備びはあまり考えていなかったのか少し登ったところの穴から容よう易いに中に入れそうだった。

「よし、あそこから入ろう」

　俺おれと里さと井いさん、ジニアで岩壁に手をかけ登り始めた。




「なんか意外に静かで人ひと気けがないんだな」

　中は岩をくりぬいたトンネルのような廊ろう下かが迷路のように張り巡らされて、扉や、壁の一部などに木々が使われていた。

　外からの明かりだけでは内部が暗すぎるためか、ほぼ等とう間かん隔かくに光を発する玉がくりぬかれた壁の凹へこみに置かれていた。

「ルゥビィさん、どこにいるのかな？」

　俺の右隣りを歩きながら里井さんが呟つぶやいた。

「里井さん、ごめんね、こんなことに巻き込んじゃって」

　改めて考えてみたら、俺の様子を見に来ただけの里井さんを、あれよあれよといううちに、こんな非現実世界に連れてきてしまった。特別何も言わないけれど精神的にはかなり負担がかかっているのではないかと、心配になって声をかけてみた。

「あ、大丈夫、大丈夫。それよりちゃっちゃと探して元の世界に帰るしかないでしょ？　がんばろう？」

「あ、うん」

　なんか結構物事冷静にとらえているし、女の人ってもっと情じよう動どう的てきかと思ったのにめっちゃクールじゃないか。

　里井さんて、普段大人おとなしそうなのに家に帰るとちゃっきちゃきなさっぱりタイプなのか？

　少なくとも最初に俺の部屋に来た時の少しおどおどした初々しさはないよなぁ。

　状況把は握あくしちゃえば自分ペースっていうか、もしかして俺、舐なめられてない？

「何ブツブツ言ってるんですか。もうすぐルゥビィ様が捉とらえられている幽ゆう閉へいの間ですよ」

「え？　なんでお前そんなこと。この建物の構造知っているのか？」

「何見ていたんですか？　さっきからたくさん案内板出ているじゃないですか」

「は？」

　ジニアがさす場所を見ると、要所要所の角に、横長の小さな看かん板ばんがたくさんついていて、「→守しゆ衛えい室しつ」とか「設備課二つ戻って左」「業ぎよう者しやの方ここより立ち入り禁止」など案内表示がついていた。

「な、なんでこんなものがあるんだよ？」

「こんな造つくりで看板なかったら迷っちゃうじゃないですか。あなたの世界にだって、大きなお役所とかあって、なに課はこっちとかって案内出ているでしょ？」

「ま、そうだけど、ここもさ、ほら、現実的というか、もっと夢があってもいいんじゃないかなぁ、ファンタジー世界ではさ」

　ジニアがため息をついて首を振った。

「どんな世界でも住人が不便なら、生活しやすいよう便利にする工夫をします。それとも幻げん想そう世界では生活感があるのが嫌とかって偏へん見けん持ってるんですか？」

　偏見……とか言われたら、なんか俺がジャポンにはサムライとニンジャがいないと嘆なげく勘かん違ちがい外人みたいじゃないか。

「ここのようですね」

　ジニアが立ち止まって、大きな扉の前で言った。

　この豪ごう華かな木製の扉、細かな彫ちよう刻こくと何やら読めない文字らしい記号が彫ほってある扉の向こうが幽閉の間のようだ。

「じゃあ、入りましょう」

　ジニアが大きな扉を押して中へといざなった。

「え、鍵かぎとかついてないのかよ」

「ついていませんね。まあ、入ってください」

　ジニアに続いて部屋の中に入ってみた。

　幽閉の間は二十畳くらいはあろうかという広い部屋で、今までの城内とは違った豪華な造りであったが、入り口から入ってすぐに、牢屋でいうところの鉄てつ格ごう子しのような柵さくが床から天てん井じように向けて伸びていた。

　そして部屋の真ん中のベッドの上には悲しくうつむくルゥビィの姿が見えた。

「ルゥビィ！」

　俺の声にルゥビィが驚いたように顔をあげた。

「ボ、ボウイ！」

　ルゥビィは立ち上がると、柵の前まで駆けてきた。

「来てくれたのかい？　しかしこんなところまで来るなんて、よく見つからなかったね」

「城の裏から侵入してきたんだよ」

「城の裏？　どうやってそんな所に入り込めたんだい？」

「わたしの先せん導どうで森を抜けるルートで来たんです。それよりこの柵をなんとかしないとここから出られませんね」

　ジニアが言う網の目のような柵は、よく見ると太い蔓つるを編みこんで作ってあり、さらにニスなのか樹じゆ液えきなのかわからないが、コーティングされて非常に硬かたいものであった。

　俺が柵を押したり引いたりしているとルゥビィが悲しそうに首を振った。

「も、もういいんだ。君たちが城の兵士たちに捕まったら大変だし、ボクのためにこれ以上迷めい惑わくはかけられないよ」

「でも、ここに捕まったままで何かあったら」

「その点は大丈夫だよ。王子は幼おさな馴な染じみだし、おかしなことはされないよ」

「しかし」

「来てくれただけでうれしいよ。それにボクはこういったことには慣れているからね」

「な、慣れてる？」

「生まれた時から拘こう束そくされ自由がない生活だったからね。王家の果たすべき義務、という拘束でね」

「そんな」

「もちろん息が詰まりそうな時はたくさんあったよ。だからそんな時は馬に乗って遠乗りに出かけていたんだ。時にはお供の者たちを撒まいてみたりしてね。覚えているかい？」

「そう言えば、初めて会った時、お供を撒いたけど森で迷子になっていたんだよね」

　こうして改めて話してみると、なんだか結構前のことだったはずだが、つい昨日のことでもあるように感じた。

「ああ。君たちに出会い、そして君たちの世界の自由な恋愛の話を聞いた。新鮮だった。すぐ隣で話している君がそんな自由な世界で生活しているなんて、羨うらやましくてしょうがなかったよ」

　先程まで寂さびしそうな表情をしていたルゥビィであったが、徐々に目を輝かせて、夢を語る少女、いや、男の娘こだったか、になっていった。

「君たちと別れてから城に戻り、部屋で一人考えていたんだ。自分がもし君たちの世界に行ったらどんなことになるだろうって。自分で好きな人を見つけて、好きな人に告白して……時には、その恋がうまくいかないことだってあるだろうね。でも、もしも恋が実って、好きな人と心を通わせて、一緒に小さな部屋に住んで、毎日一緒に目覚めることができたらって、考えていたら、もう、ボクは胸の高鳴りを抑えることができなかったよ」

　話しながらもルゥビィは目を潤うるませて、頰ほおをほんのり紅こう潮ちようさせていた。

「君たちが悪あく王おうを倒して再び城に戻ってきた時には、ボクの心は決まっていた。これが僕にもたらされた最初で最後の機会なのだと。すべての束そく縛ばくから解放されて、新しい自分の人生が始まるんだと思った。今まで、抗あらがうこともできず、非力なボクは、石の壁に囲まれた城の聖せい堂どうで神に祈ることしかできなかったんだからね。だから、ボクを受け入れてくれた君の言葉はうれしかったよ、本当に。なのに、また僕は囚とらわれの生活に戻ってしまった」

「ルゥビィ、なんとか助けだすよ。希望を捨てないで」

「君たちには迷惑をかけっぱなしだね。ボクにもっと力があったら……こんなことにならなかったのに……力が、欲しいよ、ボクは……」

「ルゥビィ、君のせいじゃない。必ずここから助け出すから」

　俺がそう言いかけた時だった。

「誰だれか来るよ！」

　廊下の方を見張っていてくれた里井さんが、低い声で俺たちに知らせた。

「まずい、とりあえず、また来るから」

　俺たちは急いで部屋から出て扉を閉めた。

　が、どこにも隠れられそうなところがなく、只ただ々ただ、廊下の壁に体を貼りつけていた。

「ど、どうするんだよ？　隠れるとこないぞ」

　ジニアが体を震わせながら奇妙なポーズをとった。

「なんだよそれ？」

「オ、オブジェです。これでしのぎましょう」

「あ、廊下に飾られた剝はく製せいとか甲かつ冑ちゆうの置物みたいにか？」

「そーですそーです」

　俺も壁にへばりついて両手を挙げて爪つま先さき立だちしてみた。

「こ、こうか？」

「いいじゃないですか、いいです、はい」

　俺とジニアの努力のポーズを見て里井さんがため息をついた。

「無理あるでしょ、それ」

　そんな馬鹿な努力をしているうちに廊下の先から歩いてきた何者かは、もはやほんの二メートルくらいの距離まで近づいていた。

　駄だ目めだこりゃ、と思ってやってきた奴やつの顔を見ると、どこかで見た顔立ちであることに気がついた。

　なんと、よりにもよって、ダークエルフの王子だった。

　どうやら捕えているルゥビィの様子を見に来たようであるが、何かおかしかった。

　この近距離まで来ても、全く我々に気がついていないようだった。

　俺たちのオブジェ化計画が功こうを奏そうした……ではなく、王子は何やらブツブツと呟きながらうつむいて歩いていたので、俺たちの存在に気がついていないようだった。

　俺はオブジェ化のポーズのまま、独り言の内容に耳をそばだててみた。

「本日は……姫に関しては……今日庭に出てみたところ……花がいつもより……」

　扉の前でなおも呟いていた王子であったが、意を決したように顔を上げるとドアを開いて中に入っていった。しかしドアも開け放しだったので、俺たちはそっと後ろから覗のぞき込こむように中を窺った。

「あ、うん。ル、ルゥビィ姫。ごきげ、ん、調子は、いいか？」

　王子は、たどたどしい話し方ながら、胸を張って余裕のあるように見せていたが、ルゥビィは目を逸そらしてうつむいたままだった。

「ボクをいつまでこんなところに閉じ込めておくつもりなんだい？」

「閉じ込めているのではなく、保護しているのだよ。姫をさらいに来る奴らから」

「さらったのは君の方じゃないか！　ボクは自由な生活をしていたっていうのに」

「あ、いや、違う」

「何が違うって言うんだよ。君は前から身勝手なんだよ！　いいからここから出してよ！」

　強く訴えるルゥビィに、王子は耐えているようであったが、先ほどよりも強い口調で話しだした。

「姫、いいですか？　あなたはわたしの許嫁いいなずけだ。将来の伴はん侶りよとしてあなたを守るのはわたしにとって当然のことでしょう？」

「愛する人の自由を奪うなんて、そんなの愛じゃない！」

　一言の下に切って捨てられた王子は、一瞬返す言葉もなく、唇くちびるを嚙かむようにして黙っていたが、すぐに大きな声で叫んだ。

「あなたがなんと言おうと、安全が確保されるまでここから出すわけにはいきません！」

「なんとしても出てやる！」

「魔法も使えない、力もないあなたに、なにができるっていうんですか！」

「うぅ」












　悔くやしそうに、そして寂しそうに呻うめくルゥビィを見て、王子は言い過ぎたと思ったのか、小さくため息をついてから少しやさしい口調で諭さとすように話しかけた。

「わたしに任せて、大人しくしていてください。いいですね……」

　そう言って王子は背を向けて部屋から出ていこうとした。

「王子！　昔はやさしかったのに、なぜです？」

　そのルゥビィの言葉には答えることなく王子は部屋の外に出て、振り返ることなく扉を閉めた。

　扉にもたれながら王子は天井を見上げて、またため息をつくと、小さく呟いた。

「わたしだって、こんなこと言いに来たんじゃ……」

「ちょっと冷たくないですか？」

「わ、わかっている！　別に冷たくしたかったわけじゃないんだ。ただ」

「ただ、なんですか？」

「姫に言いたいこと、話したいことが」

「うまく出ないんだろう？　本人目の前にすると」

「わかるか？　そうなのだよ、どうもその、うまくいかん」

「え、なんでですか。普通に話せばいいじゃないですか」

「お前、わかってないなぁ、それができないからコイツ困っているんだろう？」

「でもあれはちょっと冷たいよね」

「里井さんだってそう思いますよね？」

「うん。もう少し言い方ってもんがあるんじゃない？」

「いや、お前ら待てって。だからさ、男っていうのは」

「ちょっと、待て」

　エルフの王子が会話を止めた。

「な、なんだよ？」

「お前ら、誰だ？」

　今頃になってその質問をするのか。

「わたしはジニア、こちらは里井さん。こっちはルゥビィ様を異世界に招まねいた男で、皆からボーイと呼ばれています。そしてあなたは？」

　ジニアの早口の紹介に続いて、急に振られた王子は一瞬戸と惑まどいながら、

「わ、わたしはダークエルフの王子、フロス。フロス・バレイン・エリューフです」

　と、答えた。

「フロスさんですね。初めましてこんにちは！　はい、あなたも一緒に」

「こ、こんにちは、じゃなくて！　なんで城の中に、というか、いつからここにいたんだ？」

　ジニアのわけのわからないペースに乗せられてしまった王子は矛ほこ先さきを変えて、俺を問い詰めてきた。

「いつって、お前がこの部屋に入る前からここにいたぞ」

「な、なに？」

「なんかブツブツ言いながら考え込んでいたから、俺たちのこと気がつかなかったろう」

「……全然知らなかった」

　目を白黒させているエルフの王子フロスを見て、ジニアが爆弾発言を仕掛けてきた。

「意外とアホですよね、王子って」

「あ、アホだと？　貴様ら！　俺様を怒らせるとどうなるかわかっているんだろうなぁ？」

「おい、なんかやばいことになりそうだし、ジニア、早く謝れよ」

　促す俺に、ジニアは首を横に振って俺を抑えるように肩を叩たたいてきた。

「なーにビビってるんですかぁ？　エルフ王子の魔法の力は中途半端だって言ったじゃないですか。恐るるに足らず、ですよ」

　なぜだ、なぜそんなに煽あおるのかこいつは。

　案の定フロスは目を吊つり上あげ、白い肌を紅潮させながら俺たちを睨にらみつけていた。

「貴様らぁ！　侵入者だ！　皆のもの、侵入者を捕えい！」

　フロスが叫ぶと、どこからともなくダークエルフの兵士たちが現れ、押しよせてきた。

「おい、おい、お前なんかやばい感じになってきたぞ」

「問題ありません。勝しよう算さんなくわたしがこんな余よ裕ゆうの発言をしていると思いますか？」

「ということは、何か対抗策が？」

　ジニアは両手を上にあげ何事か呟いていた。するとジニアの手の中に光り輝くものが現れ、その光が消えていくに従って、手の中に何かが握られているのがわかった。

「ジャジャーン！　マジカルコントローラァ～」

「おお、なんかネコ型ロボット系秘密道具ライクなもん出したぁ！」

　その名の通り、ゲームパッドのようなものを持っており、パッドから長いコードが垂れ下がっていた。

「このコードをさせばあらゆるものが操ることができるんです」

「なるほど、じゃあ、そこの廊下に飾ってある甲冑にさせば甲冑騎き士しができ上がるってことかぁ？」

「その通りです！　ザッツライト！」

「よし、じゃあ、早速これを使って、エルフたちをなぎ倒せ！」

　俺は飾ってある中でも一番ごっつそうな甲冑を指さした。

「了解であります！」

　そうジニアが叫んだ直後、俺の腰になにかが当たった。

「さあ、いきますよ！」

　俺のすぐ後ろでジニアが叫び、そして俺はなぜかエルフの大たい群ぐんに向かって走り始めていた。

「おい、おい、ちょっと待て！　お前俺にそのプラグ、インしてないか？」

「何言ってるんですか、俺ＴＵＥＥＥ設定好きじゃないですか！」

「は？　や、待て、待てって！」

「行きますよ！　まずは捨すて身み覚かく悟ごのダイビングヘッドアタック！」

　全力で走っていた俺の体は真っ直ぐに跳とび、そして頭からエルフたちに突っ込んでいった。

　しかしあからさま大技だったのか、あっさりかわされて失速した俺は、床に顔面をこすりながら不時着していた。

「あちゃー、かわされちゃいましたね！　でもすかさず立って、今度は腕ぶんぶん振り回しながら捨て身の突撃です！」

「おい、待て、お前さっきから捨て身の攻撃ばっかじゃねえか！」

　ジニアは俺の言葉を受けてにっこり笑うと親指を立てた。

「大技当てたいじゃないですか。スカッと無む双そう状態で！　というわけで、突撃あるのみです！」

　もう賢けん明めいな諸君らならわかるように、次の瞬間、俺はエルフの大群の中に突っ込んで、ボコボコにされながら、ただ腕を振り回し続けるという「小学生の喧けん嘩かかよ！」という状況になっていた。

「ジニア！　ちょっと、待て、距離とれ距離！」

「わかってます！　それでは足払いから回まわし蹴げり、そして後方にカンガルーキックしてから前転して距離をとります！」

　この一連の攻撃はなかなか効果があり、俺をボコっていたエルフたちをなぎ倒し、なんとか囲まれていた状態から脱することができた。

　俺はやっと一息つくことができたと同時に、今の一連の攻撃を見ても、捨て身の攻撃をせずに普通にやれば十分勝てるんじゃないか？　いや、それよりもなぜ俺が繫つながれているのか？　という疑問にぶつかっていた。

「ジニア、だから、かわれ、俺じゃなくて、違うのに、かえて」

　俺は肩で息をしながら、何とか俺じゃないもの、できれば最初に言ったように、壁際に飾られている甲冑をコントロールするように指さした。

「かえるんですか？　わかりました」

　そう言うとジニアはコントローラーを里井さんに渡した。

「え？　わたしが操作するの？　できるかなぁ？」

「大丈夫ですよ。適当にガチャガチャしながら技の名前言えばできちゃいますから」

　二人のやり取りを見て、俺は慌あわてて叫んだ。

「待て待て！　違う違う！　操作する人じゃなくて、操作するものをかえろって、つまり俺じゃなくて」

　しかし俺の叫びはキャッキャウフウフしている二人には全く届いていなかった。

「じゃあ、一緒に言ってくれる？」

「いいですよ」

「じゃあ、いくよぉ！　距離をとってからの！　せーの」

　里井さんとジニアが声を合わせて叫んだ。

「スペースフライングタイガードロップ！」

　いや、名前からしてメチャメチャ捨て身技じゃないですかぁ！

　それはやりたくないんですけどぉ！

　しかし俺の意思とは関係なく、俺の体はエルフたちに向かってダッシュを切っていた。

　走りのスピードが乗ってきたところで、すかさず右側転、左側転で大きな半円を描き、次の瞬間大きく跳ちよう躍やくして俺の体はエルフたちの群れにダイブしていった……。

　ああ、なんか走そう馬ま灯とうが見えてきたよ……。




「ま、まさか、たった一人でこの軍勢を……」

　エルフの手下たちは皆うめき声をあげて横たわっていた。

「見たか俺の強さをみらかおりのふよさを」

「何言ってるかわかりませんよ」

　ジニアの突っ込みに、顔が腫はれあがってうまく喋しやべることができない俺は、後ろからジニアの膝ひざ関かん節せつをカックンしてやった。

「きゃぁ！　なに子供みたいなことしてるんですか！」

　お前らのせいでこっちは全身ボロボロだよ！

　コントローラーのせいで倒れることも許されず、結局すべてのエルフ兵たちをなぎ倒すまで俺は肉体を酷こく使しされてしまったんだから。

「あ、そうだった」

　そう言ってジニアがコントローラーをカチャカチャといじくっていると、急に俺の体の腫れと痛みが改善した。

「な、なんだ、体が痛くないぞ」

「すいません、体力回復コマンド忘れてました。痛くなかったですか？」

「痛かったよぉ！　ものすごく痛かったよぉ！　お前の耳が切れるよりもな！」

　そう言って俺はジニアの両耳を左右に目いっぱい引っ張ってやった。

「いたたたたたた！　ごめんなさい、ごめんなさい！」

　俺とジニアのやり取りを、ダークエルフの王子、フロスが苦々しい表情で睨みつけてきた。

「このわたしが手を下さねばならんとはなぁ。少し見くびっていたようだ」

　フロスは着ていたマントを脱いで、一歩前に踏み出した。

　なんか本気出してくるようであり、いやな予感がしてきた俺は虚きよ勢せいを張って叫んだ。

「おい、おい。今の俺たちの力を見たら観かん念ねんするしかないんじゃないか？」

　しかしフロスは少し口を歪ゆがめて不敵に笑うと拳こぶしを前に突き出してきた。

「ふん、御ご託たくはいいからかかってこい」

　フロスからはハッタリでない自信が感じられた。こういう状況では戦いを避けるべきだと、怖い人たちに散々殴なぐられてきた経験から思ったのだが、引くに引けないこと、そして、こちらにはどんなに殴られても倒れない魔法のコントローラーがあるという強みから、俺も戦うことにした。

　でも、よく考えたら俺が戦わなくてもいいんじゃなかったっけ？

　いや、ここは体力回復コマンドもあるし、主役を張ることができるのは俺だけだろうからやってやるさ。

「よっしゃ、ジニア、行こうじゃないか！」

「わかりました。とうとう避けて通れない戦いがやってきましたね」

　ジニアが言うことはもっともだ。

　この世界に来たのは成すべきこと、それは姫であるルゥビィを救うこと。

　そしてその戦いの最終段階が今、ダークエルフの王子という強きよう敵てきを迎えて始まろうとしていたのだ。

「ジニア、いいか、あんま捨て身な技連発はやめろ。それと回復コマンドちゃんと入れろよ！」

「わかってますって、さっきのは冗じよう談だんですよ」

　冗談で俺はエルフの兵士たちにボコボコにされたのかと思ったら頭の血管が切れそうだったが、今はこの怒りをダークエルフの王子フロスに向けるべきだと、俺は心を制御した。

「さあ、いくぞ！」

　まずはフロスがすばやく飛び込んできた。俺はスッと身をかわすと横に回り込んでフロスめがけてジャブを繰り出した。

　これはフロスも余裕でガードしたが、思い切り強いストレートをかましてやったら、ガードが揺らいだ。そして続いて繰り出した連続パンチがことごとくフロスの顔面、ボディに打ち込まれていった。

「ぐぉぉ！」

「どうだ、このままタコ殴ってやるぜ！」

　ま、俺が殴っているが、体をコントロールしているのはジニアだがな。

「まだだ、こんなことでは倒れんぞ」

　必死に踏ん張るフロスだが、もう勝負がついたとしか思えなかった。

　と思ったら、急に俺の動きが止まった。

「あれ、ジニア、なんだよ、どうした？」

「あ、コード切られちゃいました」

　俺にプラグインしていたコードが途中から切れて垂れ下がっていた。

「な、なんで？」

　すると俺にボコられながらふらついていたフロスが笑い出した。

「フアハハ。貴様らのからくりなどお見通しだわ」

　フロスの手にはちぎれたコードが握られていた。

「お前は俺の最初の攻撃をかわしたつもりだったようだがな、あれはもともとかわされるふりをしてこのコードを横から摑つかむのが目的だったんだよ」

　な、なんだよ、こいつ結構考えてるじゃん！　とか言ってる場合か。

「すいません、回復コマンドも使えないんで、後はよろしく」

　ジニアが海え老びのように後ずさって俺から距離をとった。

　里井さんもジニアと一緒に後ろに下がって声せい援えんを送ってきた。

「根ね木ぎ市しクン、ファイトだよ！」

　言うだけタダだよなぁ！　ここからは俺の実力でこの怖いフロスと戦うのかよ？

「さあ、今度はこっちの番だ。覚悟しろよ？」

　フロスは拳を構え直して戦せん闘とう態たい勢せいに入ったかと思うと素早く俺の懐ふところに潜もぐり込こみ、すごい速さで三発のパンチを放った。

　腹に一発、左右顔面。俺は頭が真っ白になり、呻き声をあげて後方によろめいた。

「おかしな装置がなければその程度か。倒れこむ前にとどめを刺してやるぜ」

　そう言ったフロスが渾こん身しんの右フックを繰り出してきた。

　体が宙ちゆうに舞った。

　大きく円を描くように空中で体が回ると、腰から固い床にしたたかに打ち付けられて、その痛みから声すら出ずにただ、目を見開いて口を開けて痛みを感じるだけであった。

「あ……あう」

　床に倒れこんで呻いているフロスを俺は見下ろしていた。

　そう。

　体が宙に舞ったのはフロスだった。

　俺はフロスの繰り出したフックをかわしながら腕を摑んで関節を捻ねじりながら投げたのだった。

「な、なぜだ？」

「ふっ、後ろ＋小パンチは相手の打撃をいなして投げるコマンドだ！」

　そうなのだ。俺の異世界能力、コマンド口にすれば勝手に戦えちゃう能力を発動させたのだ。

「下＋小キック、下＋小キック！、ジャンプ＋大キック！」

　倒れているフロスの背中と胸に蹴りを入れてから大きく伸びあがって地を蹴ると、宙に舞い上がった俺の膝がフロスの腹めがけて急降下していった。

「ぐむおっぉ……」

　フロスが声をあげて体をしならせたが、すぐに力が抜けたようにぐったりとして動かなくなった。

　決まった。完かん璧ぺきに決まったよ。俺最強モード炸さく裂れつだよ！

「アイウィン！　俺の通った後には何も残らず、だぜ」

「すごいです！　何言ってるか意味不明でキモイですがすごいですよ！」

　ジニアの言葉は俺を褒ほめているのか貶けなしているのか不明だが、ここはクールなままで終わるぜ。

「ま、まだだ、まだ終わらんよ……」

　クールに決めていた俺の後ろで、絞しぼり出だすような声が聞こえた。

「なんだよ、もういいじゃないか。勝負は決まったんだからルゥビィを解放しろ」

　振り返るとフロスが膝に手を置きながらゆっくりと立ち上がったところだった。

「お、お前ら何のとりえもない人間種族に、我々エルフが負けるわけにはいかんのだよ」

「言ってくれるよ。だが、今のお前にはもう俺を倒すだけの力は残っていないだろう？」

「ああ、だが。この身を変えれば、話は別だ」

　え、なんかまたハッタリ臭がしてこないんだけど、マジですか？

「わが、力、解放し、大いなる、姿を、ここに、目覚めよ、わが心の力よぉぉ！」

　やばい、絶対なんか起こりそうな感じがしてきたよ。

　フロスの体が光り輝いて何やら体が一回りでかくなってきた。

　そして背中から角のような棘とげのようなものが何本も生えてきて手足は鋭い爪を持つ鬼おにのようなごっついものに変わり、口は裂さけて切れ上がり中に鋭い牙きばが並ぶのが見えた。

「我は大いなる力を解放した。ダークエルフにあらず、ハイエルフダークネスとなったのだぁ」

　名前はどうでもいいんだが、見た目にはめちゃくちゃ強そうになっていた。

　今度こそやばくないか？

　俺は振り返ってジニアに叫んだ。

「ジニア、これやばいんじゃないか？」

「大丈夫ですよ」

「なんでそう言い切れる！」

「あれ出してください、後ろに溜ためて出すやつ」

「あ、前一回やった光の玉みたいの出すやつか？」

「そうです。それで一気に吹き飛ばしてください」

「えっと、左右右強パンチ！」

　俺はすばやくコマンドを口にして、後ろに引いて溜めを作り、掌てのひらにエネルギー弾の形成を始めた。

　周囲のエレメントから集めた力を実体化して光の玉が出来上がった。

「そんなわけで、お前とはまともに戦わずして勝つ！　消えてなくなれ！」

　俺は後ろに引いていた腕を素早く前に出してエネルギー弾を射しや出しゆつした。

　光の玉はまっすぐに飛んで行って、変身したフロスの体を包み込んで消し去ろうとした。

　が、

　光の玉はフロスの前で見えない何かに吸い込まれるように、静かに、そしてあっという間に消失した。

「な、なんで？」

　ジニアが俺の疑問に対して答えた。

「アルノンの気体をまとっていますね。あれはあらゆる攻撃を搔かき消けしてしまいます」

「攻撃を搔き消す？」

「あ、でも直接攻撃は行けますよ。単なる煙けむりですから」

　確かによく見るとフロスの体の周囲には霧きりのような靄もやのようなものが漂っていた。

　俺はジニアの言葉を信じて、直接殴るためにフロスとの距離を縮めようとした。

　しかし、フロスの手からは先ほど俺が出したような光の玉の小さなものが、次々と撃ち出されてきた。

「やばいんじゃないかぁ？」

　俺は咄とつ嗟さに立ち止まると腕を挙げて光の玉を受けた。

　玉は俺の腕に当たると炸裂し、ものすごい衝撃が腕に伝わってきた。

　異世界での肉体が「俺ＴＵＥＥＥモード」で強化されていなければ骨折か腕もげるかしていそうな衝撃だった。

「なんだよ、どうすればいいんだよ？」

「こっちも撃ち返して相そう殺さいしてください」

　俺はすばやくコマンドを口ずさんで小さな光の玉を撃ち出し、フロスの撃ってくる光の玉を破壊していった。

　しかしこんなこといつまでも続くわけがない。撃ち漏らした何発かは俺の体に触れて炸裂していたのだ。一方、俺の撃った光の玉も数発はフロスに届いていたが、すべて搔き消されてしまっていた。

　どう見てもじり貧ひん状態。俺、これ負けるわ。

「おい、ジニア！　あいつの何とかの気体って、全ての攻撃が搔き消えるくせにあいつの攻撃だけは消えないのかよ、ずるいじゃないか！」

「なに言ってるんですか。それ普通の話でしょ？」

　そりゃそうだけど。こっちはそろそろ体が限界なんですけど。

「フン。ちまちまとやっていては時間の無む駄だだな。一発で勝負つけてやる！」

　そう言うとフロスは大きく構え直して体を引くと掌の中に大きな光の玉を形成しだした。

「お、おい！　あんなの受けたらマジで死ぬか消滅するぞ！　ジニア、どうするんだよ？」

　さっきまでいた場所にジニアと里井さんがいない。あいつら逃げやがったか！

「逃げていませんよ。わたしはいつでもあなたのそばにいます」

　いつの間にやら俺の背後にジニアが立っていた。

「お、お前、ここにいたらお前も吹き飛ぶぞ」

「わたしはいつでもあなたのそばにいるって言ったじゃないですか。どんな時でも、それがもし、命いのち尽つきる最後の瞬間であっても」

　こいつ、何を言っているのか。

「里井さんは巻き込まれただけですから安全なところに下がらせました。あとはわたしとあなただけです」

「おまえ、いいのかよ。その」

「わたしはあなたに惚ほれているんですよ？　だから最後の瞬間も一緒です」

　バカかコイツ。何て馬鹿だ。しかも冗談じゃないようだからさらにたちが悪い。

「そんなこと言ってるよりも何か秘ひ策さくを授さずけろよ、なによりも万一を考えて安全なところに行ってろよ、バカ！」

　ジニアは俺の言葉を聞くと申し訳なさそうに眉まゆを下げながら、そして目を潤ませながら笑顔を作った。

「バカだから、秘策がありません。最後まで御ご免めんなさい」

　俺は一瞬、ジニアの笑顔に目を奪うばわれた。今まで見たことのない、切なくも、温かい気持ちになる笑顔だった。

「ああ、もういい！　お前には頼らない！」

「すみません」

「自分でなんとかする！　お前をこのまま消させない、何かを考えだしてやるよ！」

　ジニアは一瞬驚いたような顔をして俺を見たが、すぐにまたいつもの笑顔に戻った。

「はい！　おまかせします！」

「光の玉は俺に触れると爆発する、あいつの手の中では爆発しない、それは俺が作る光の玉も同じこと、だからなに？　それがどうだって言うんだぁ！」

　俺は頭を抱えて叫んだ。

　落ち着け、落ち着くんだ。こうしよう。卵を使ってキャッチボール。殻からを割らないように受け止めるにはどうすればいい？　これだ、この考えで行こう。

「よし、まとまった！」

「またオタクっぽい屁へ理り屈くつでも考えていたんですか？」

「うるせえよ、お前は俺の腰を後ろから支えてろ」

　ジニアが俺の腰に手を当てて踏ん張る姿勢をとった。

「左右右小パンチ……」

　俺はコマンドを口にして、小さな溜めで、小さな光の玉を作った。

「そんな小さい球じゃあ対抗できないですよ？」

「わかってるよ！　でもあいつと同じくらいでかいのは作れないって」

「じゃあ、どうするんですか？」

「受け止める！」

「はぁ？」

　俺は小さな光の玉を形成していた両手で、光の玉をそっと包み込むようにして握りつぶした。

「何やってるんですか？」

「コーティングだよ。さあ、こい！」

　フロスは大きくなった光の玉を支える両手をゆっくりと後ろに引いた。

「それでは消滅してもらおうか、すべてはこれでお終しまいだ！」

　フロスは叫ぶと、両手を素早く前方に延ばして、大きく膨ふくらんだ光の玉を撃ち出してきた。

「き、きましたよ！」

　俺は飛んでくる光の玉に向かって両手を伸ばした。

「いちかばちか、やっちゃる！」

　俺の手に光の玉が接触した。しかし、フロスの放った光の玉は炸裂しなかった。

「な、なにぃ？」

　俺は光の玉を刺激しないように、ゆっくりと後ろに手を引きながら光の玉の勢いを落としていった。

　それでも押してくる力は強く、俺と支えるジニアの体はじりじりと後ろに下がり始めていた。

「ど、どういうことだぁ？」

　叫ぶフロスに対して俺はじりじりと押されながらも俺理論を叫んだ。

「光の玉を形成する時に、手の中で接せつ触しよく破は裂れつしないのは、手に光の玉と同じ成分を帯びさせているからだ。球を射出する瞬間に手に帯びていた光の玉成分も一緒に放出するが、俺はそれを帯びさせたままで、衝撃を和やわらげながら受け止めることに成功した。これは有ゆう史し以来の快かい挙きよではないか、フロス君よう！」

「な、なんて奴だ」

　いや、俺もホントうまくいくとは思わなかったんだけどね。

　問題はこの受け止めちゃった玉をどうするかなんだけど、かなりのエネルギー量であり、うかつにこの辺で爆発させたら、せっかく助かった命が危ういと思われた。

　しかしこの狭い廊下でどこへもっていけばいいのか、外へ捨てられるような大きな穴でも開いていればいいのだが。

「それじゃあいきますよ！」

　急に後ろからジニアが叫んで、俺を押してきた。

「なにしてるんだよ、おい」

「当然摑んじゃった光の玉をお返しするんですよ」

　そうか。奴の体は攻撃を無効化するアルノンの気体を纏まとわせているから、そこでこの玉を消してもらえばいいわけだ。

　そして、もはやこの攻撃が俺には通用しないと悟さとらせて、奴を精神的にも屈くつ服ぷくさせる。これだよ！

「よっしゃああ、てめえの力はてめぇで処理しやがれ！」

　俺は大きく叫んで曲げていた手を伸ばし、光の玉をフロスに向けて撃ち返した。

「あ、なんかそのセリフカッコいいです」

「そうだろ？　なんか俺でも熱血系の展開できるじゃん」

「そうですね。似合いませんけどね」

「うるさいよ！」

　俺とジニアがくだらないやり取りをしていたところ、ものすごい轟ごう音おんとともに飛んで行った光の玉がフロスに接触したであろう所でとどまっていた。

「あれ？　消えていないぞ、どういうことだ？」

　撃ち返した光の玉は、アルノンの気体に触れてすっかり消滅しているかと思っていたが、なぜかフロスがそれを支えていた。というか光の玉はフロスにぶち当たっていた。

　フロスも俺の「光の玉爆発させないように摑んじゃおう理論」を慌てて実じつ践せんしたようだが、大きく勢いに押されているようだった。

「ああ、言いませんでしたっけ？」

　ジニアがその光景を見ながら話しだした。

「なにがだよ？」

「アルノンの気体は相手の攻撃は消すけど、使用者の攻撃は消さないんですよ」

「つまり、自分の攻撃を返されたらふせげない、ということ？」

「そうです、そうです」

　あらためて俺は廊下の先を見た。フロスがなんとか抑え込もうとしている光の玉は今にも爆発しそうだった。

「き、貴様、まさか、俺の攻撃を返して、アルノンの気体を破る作戦だったのか！」

　フロスの言葉を聞いて俺は叫んだ。

「そ、その通り！　当然それを狙ねらっていたんだよ！　お前は知らないだろうが、エスエフ小説ではよくある逆転技なんだぜ！」

　ま、結果オーライとして、ここは悔しがるだろうから計算の内だったことにしておこう。

　ジニアが不思議そうな表情で首をかしげた。

「エスエフ小説では定番なんですか？」

「ほら、敵の誘ゆう導どうミサイルが敵のバリアを通つう過かしちゃうやつ。知らない？」

「知りません。子供っぽくていいですね」

　お前、なんだそのバカにした言葉は？　それが功を奏して俺たちの命が助かり、今エルフ王子に光の玉が迫って……いや、大きな問題を忘れていた。

「ジ、ジニア！　あれが爆発したらやばいぞ」

「大丈夫です。里井さんは安全な場所に下げたって言ったじゃないですか」

「違う！　俺たちがやばいんだよ」

「なに言ってるんですか」

　ジニアは微笑ほほえんで俺に腕をからめて寄り添ってきた。

「なんだよ、何かもう手を打ってあったのかよ」

「死ぬときは一緒、そう言いましたよね？」

　お、お前、心中する気満々じゃないかぁ！

「離せ！　逃げるんだよ、爆発する前に、少しでも遠くに！」

「もう覚悟決めちゃったんですから、逃がしませんよ、うふ！」

　なんだこの力強さは？

　恋する乙女おとめが突っ走った時は尋じん常じようじゃない力が発はつ揮きされるという噂うわさは本当だったのか？

「た、助けてくれ！」

　俺が叫んだ時だった。

　光の玉の勢いに負けたフロスは側方に吹き飛ばされ、廊下の先に飛んで行った光の玉が突き当りの壁に激突して大爆発を起こした。

　激しい光がほとばしり、天地を揺るがすような轟音が俺の体を包んだ瞬間、すべてを消滅させるような超音速の波動が、廊下の壁を破壊しながら俺の体を走り抜けていった。

　ああ、終わったわ、俺。

　崩れる壁と天井。たちこめる粉ふん塵じんが落ち着き、日の光が差し込んできた時、俺は大きく息を吐きながら実感した。

　ああ、生きてるよ、俺、と。

「あ、あれ？　俺生きてるじゃん」

　俺は瓦が礫れきと化した城の廊下の中に座り込んでおり、横を見るとジニアがいつもの笑顔で俺を見ていた。

「言ったじゃないですか。フロス王子の魔法は中途半端だって。見た目の割に威い力りよくは大したことないんですって」

「知ってたのかよ！」

　こっちは本気で心中させられるかと思って、一瞬死を覚悟したって言うのに。

　とはいえ、俺たちは無傷であったが、廊下の壁は崩れ落ち、天井も部分部分が抜けて落ちていた。

　これって、異世界俺ＴＵＥＥＥ設定か、ジニアの魔力で守られていたからであって、普通に受けていたらやはり命は危なかったんじゃないだろうか？

「一体何が起こったの？」

　背後から声がして振り返ると、崩れた壁の陰かげから、里井さんが現れて俺たちの方に歩いてきた。

「里井さん、安全な場所にいたんじゃないの？」

「安全？　ジニアさんに言われてそこの廊下の先、曲がった辺りにいたんだけど」

　俺たちからそれほど距離もないし、あまり安全じゃないと思われるのだが。

「ジニア！　お、お前、安全な場所に下げたとか言ってたけど、たいして安全じゃねえじゃねえか」

　ジニアは遠くを見つめるような眼をして、恨うらめしそうに床の瓦礫を見つめながら舌打ちをした。

「ちっ、生きてやがりましたか」

「お前、なんか悪い人の顔になってないか？」

「いやいや、冗談ですよ。決してあわよくば、なんて思っていませんでしたよ。これホントにホント！」

　いつもの笑顔で軽く受け流すジニアであった。

「いや、いや、思ってただろう？」

「いや、ほんと冗談ですよ。それよりも、ほら！」

　巧たくみに話を誤ご魔ま化かすジニアの指さす先には、瓦礫の中で倒れていたフロスが、呻きながら膝をついて立ち上がろうとしている姿があった。

「生きてたんだ。やっぱエルフってすごいなぁ」

　変身も解けて、元の姿に戻っていたフロスはふらつきながらも俺たちの方に歩いてきていた。

「ま、ここまでだな。さあ、ルゥビィを解放してもらおうか」

　俺は少し憐あわれみも感じていたし、もうこれ以上争っても無益な気がしていた。

「まだだ、まだ終わらんよ！」

　まだあきらめていなかったのかよ。相当しつこいなぁ。

「そのセリフ好きだなー。いい加減あきらめろよ」

「お前らには、ルゥビィに手出しはさせん！　ルゥビィは我が妃きさきとして、子を産み、我が国を繁はん栄えいさせるのが定めなのだ」

　フロスは俺の前まで来ると俺を見つめながら叫んだ。

　だが！

　俺はゆっくりと軽く目を閉じると、小さく息を吐いて笑みを浮かべながら、真っ直ぐに右手の人差し指をフロスに向けて叫んだ。

「……おまえはもう終わっている！」

「なに？」

「お前のその発想が、すでに終わっているんだよ！」

　フロスはフッと小馬鹿にしたように笑った。

　しかし俺の確信に満ちた表情から、俺の発言にブラフの気配が感じられないことを悟り、徐々に表情が変わっていった。

「き、貴様ぁ、なんだその顔は、その余裕の表情は！　わたしをなめるなよ？　いい加減なハッタリかましてんじゃねぇよ！」

「ハッタリ？　違うね。なぜなら、俺の次の一言で貴様は俺の前に跪ひざまずくぜ」

「わたしは貴様のハッタリなどでは膝をつくことはなぃぃ！」

「じゃあ言うぜ……」

　俺が表情も変えずにクールに答えた時だった。

「すみません、ちょっといいですか？」

　ジニアが割って入ってきた。

「な、なんだよジニア」

「なんかさっきからキャラが変わってませんか？　話し方というか」

「ちょっとお前黙ってろ。今、俺かっこいい感じなんだから」

「はぁ」

「じゃあ、続けるぜ」

　俺が再び言葉を発しようとしていくにつれて、フロスの額ひたいからゆっくりと汗が流れ落ちていった。

　俺とフロスの間にはゴゴゴゴ……という音がなぜか流れているような錯さつ覚かくすら感じていた。

「ルゥビィは……あんなに可か愛わいいのに……」

　フロスは瞬またたきもできずに俺の次の言葉を待ち、そして俺は一瞬上唇を舌先でなめて潤すと最後の一言を放った。

「男の娘なんだぜ！」

　俺の一言で時が、いや空気が止まった。

　いや、正確にはフロスの周りの空気が固まったというべきだろう。

「な、なにぃ？」

　フロスは体を震わせながら、俺の予告通り無意識のうちに右膝を折り、黒く冷たい床につけていた。

「……やれやれだぜ」

　俺はぼそりと呟くと、帽ぼう子しもかぶっていないのにつばを持って深くかぶり直す仕草をしてからフロスに背を向けた。そんな俺の仕草をジニアが冷めた表情で見つめていた。

「何やってるんですか、いったい」

「ジニア、だからいい雰ふん囲い気きなんだから顔出すなよ」

「はぁ、でも里井さんもドン引いてますよ」

　ジニアと里井さんはしょせん男のロマンを理解できないから、今は放っておこう。

　さて、フロスの方に視線を戻すと、フロスはさらに絶叫していた。

「待て！　一体どういう状況でそうなっているんだ！　説明しろ！」

「あ、その説明でしたらわたくし、ジニアがさせていただきましょうか？」

　と、言うわけでジニアが説明しました。まあ、大まかに。

「神に祈って体を変えただと？」

　フロスが汗をこぼし、口から唾つばを撒き散らしながら叫んだ。その様はとても王子としての威厳はなかった。

「しかも俺が男の方が好きだと勘違いして体を変えちゃったんだよ」

　俺の発言を聞いて、すぐさまフロスが俺の襟えり首くびを摑んで体を揺さぶった。

「貴様ぁ！　ふざけたことを」

「いや、だから俺じゃなくて、ディシティっていう神がね」

「ではその神に直接俺が言って戻させてやる！」

「ジニア！　ディシティ呼んでこいよ」

「おお、もうここにおるで。なんやねん？　どないしてん？」

　ジニアの姿がないと思ったら、相変わらず都合よく登場してくるディシティであった。

　フロスが俺からディシティの方に視線を移したが、フロスの目は点になっていた。

　そして再び俺の方を向くと、俺の体を揺さぶりだした。

「おい、おまえ！」

「なんだよ、俺じゃなくて神はあっちだあっち！」

「あれが神だと？　馬鹿を言え！　あんなみすぼらしい姿の神がいるかぁ！」

「俺に言うなよ！　あんなんでもお前らの世界では神らしいぞ？」

「ほ、本当なのか？　あれが神、なのか」

　フロスはようやく俺を離すとディシティの方に歩いていき、ディシティと話し始めた。

　俺と里井さんは、しばらく距離を空あけて静せい観かんしていたが、話が終わったのか、フロスが肩を落としながらこちらによろけるように歩いてきた。

「本人が祈らなきゃ元に戻せない、しかもルゥビィ自身が元に戻ることを保留していると言っていた」

　フロスが疲れて肩で息をするようにゆっくりと告げた。

「そうなんだよ、俺もルゥビィに言ったんだけどダメだったんだ」

　半泣きのような表情でフロスが再び俺の襟首を摑んできた。

「おまえの性せい癖へきのせいでルゥビィが男の娘になったんだぞ！」

「いや、俺そう言った気はないって、いたって普通なんだよ」

「じゃあ、なんで、こんなことに！」

　力なく俺を離したフロスはその場にへたり込んでマントのフードを頭にかぶるようにしてしゃがみこんだ。

「ま、そう言ったわけで、ルゥビィとともに結ばれて子をなすなんてことは無理なんで、あきらめて早く解放してくれよ」

　俺が摑まれてヘロヘロになったシャツの襟を直していると、フロスの体が小さく震えるように動き始めた。

「ククク……わたしがルウビィのことをあきらめたと思っていたんだろうが、生あい憎にくと、わたしはそう簡単に敗北を受け入れるほど負け慣れていないのでね」

「そういったの、悪あがきっていうんだぜ」

「神に祈れば願いが叶かなうだと？　ならば祈ろうではないか、神に、わが願いを！」

「ルゥビィは信心深かったから願いが叶ったんだぞ？」

「我々一族とて神を信じる心は人間以上だ。我が国には大だい神しん殿でんを含め、大小の祈き禱とう所じよが設置され、国を挙げて神を奉たてまつってきたのだぞ」

「そ、そうなの？」

「もっとも神のお姿が、あのようなものとは思いもかけなかったが……」

「気持ちはわかる、いや、それよりも、なに願うつもりだよ？　も、もしかしてルゥビィを元に戻そうって言うのか？　だったら無理だって言っただろう？」

　俺の言葉など聞いていないのか、フロスはフードをかぶり直すと腕を組み、その場に跪いて祈り始めた。

「……神よ、わが願いを、聞き入れたまえぇ！」

「ちょっと待て、だから本人が望まないと元には……」

　そう言いかけた時だった。白い閃せん光こうが走り薄暗かった空間全体が輝いた。

「ドォォォォン！」

　俺の横でディシティが叫んだ。

「うるさいよ！　急に横で叫ぶな！」

　思わず俺はディシティをハリセンで叩いていた。

「ちょ、にいちゃん、わし神やのに普通に突っ込んでくるんかいな」

「もともと突っ込みどこ満まん載さいなのを我慢してたけど、もうどうでもよくなってきたよ」

「怖こわ！　さすがゆとり世代やなぁ！」

「誰がゆとりだよ！」

　ディシティとくだらない会話をしていたが、目の前にフードを目深にかぶったフロスが跪いていたことを思い出した。

「おい、だからおまえの願いは叶わないんだよ。ルゥビィが元に戻る気を起こすまで待つことにしてだな……」

　そう言いかけた時にフロスが小さく笑い出した。

「ククク……人間とはつくづく無力なものだな」

「なに？」

「逆境における状況を打開する発想の貧ひん困こんさには驚くばかりだよ」

「な、なんだと？　お前一体神に何を祈ったんだ？」

　フロスが深々とかぶっていたフードに手をかけた。

「これがその答えだ！」

　フロスは顔まで覆っていたフード付きマントを脱ぎ去った。

「俺は人間を、いや、男をやめたぞ！」

「えぇぇぇぇぇ！」

　ちょっと待てその展開！　しかし悪夢は現実となっていた。

　そう、目の前には女によ体たい化か、というかどう見ても全くの別人になったフロスがいた。

　ちょっと吊り上がった気の強そうな眼は確かに内面からフロスを感じさせるが、それ以外は面おも影かげもなく、むしろ玉のような肌、少し膨らんだ胸元とくびれた腰から続く、痩やせた体の中で強く性的なアピールをするぷっくりと膨らんだヒップは何とも言えない未み成せい熟じゆくな色気を感じさせた……って、バカ！　違う違う！　感じてねぇ！　俺は間違ってもフロスに性的な魅み力りよくなぞ感じていない、感じちゃダメだろう！

「ちょ、ちょっと待て、待ってくれ」

　俺は激しいめまいを堪こらえつつ、フロスに待ったをかけながらディシティを手招きした。

「なんやねん？」

　ディシティがこの状況で普通にやってきて、普通に俺に問いかけたので思い切り首に手をかけて揺さぶってやった。

「ぐぁぁ！　なにすんねん！」

「なにすんねん、じゃねぇよ！　お前何考えてんだよ？」

「わしはただ、信心深い迷えるエルフの青年の願いを聞き入れてやっただけやで？」

「……つまり、フロスはルゥビィが男の娘だから、結婚して子をなすために女性の肉体を得たいとおっさんに祈った。そしてその祈りをおっさんが聞き入れた」

「そうや、そうや。わかってるやん」

　笑顔で頷うなずくディシティに俺のハリセンが唸うなった！

「あだぁ！　顔やめーや、顔は！」

　俺はハリセンを投げ捨てると、再びディシティの首に手をかける。

「だから、安あん易いにその祈りを受け入れるっておかしいだろ！　元に戻せ、ボケ！」

「く、苦しいがな、ちょっと待てや」

　俺がディシティを責めていると後ろから俺の腕を摑む者がいた。

「な、なんだ？」

　振り返るとそこにはフロスが立っていた。

「やめてよ。何もかもわたしが望んだことなんだから、お願い」

　細い指で俺の腕を摑むフロスは、いじらしいほど真っ直ぐな眼まな差ざしで俺を見つめていた。

　そんな健けな気げにも見えるフロスが、マジで可愛らしく……、

　って、違うぅ！　なにドキッとしてるんだ俺ぇぇぇ！

「お、お前、なんかキャラ全く違ってないか？　別人だろ、おい！」

　俺はそっと腕を振り払ったつもりだったが、フロスは少しバランスを崩してよろけた。

「きゃっ」

　思わず俺は手を差し伸べて彼女、いやフロスの肩を摑んで支えた。

「だいじょぶかよ？」

「あ、ありがとう……手、おっきいんだね」

　そう言って俺を見つめるフロスの瞳は、先ほどまで俺を睨みつけていた時とは違い、少し恥ずかしそうに俺の眼差しを受け止めていたが、不意に頰を染めながら目を逸らした。

　って、おいおい！　俺の方が照れるだろう！　いや、待て、なにこの悪あしき展開！

　エルフの王子と俺が見つめ合ってときめき合うって、違う違う！

「ねえ、根木市クン」

　不意に後ろから里井さんに声をかけられて俺は動どう揺ようしつつも、冷静になろうと心落ち着けた。

「は、はい？」

「なんかすっかりわたしの存在も忘れていい感じになってるようだけど」

「なってないよ！　ちょっと落ち着こう、いろいろあったけど落ち着こう！」

「わたしは落ち着いているから、根木市クン落ち着いて」

「あ、ああ」

「そう言えば、ジニアさんは、どこ行ったのかな？」

「ハイハーイ、わたしならここですよぉ」

　里井さんのすぐ後ろで、いつの間にかジニアが手を振っていた。

「ジニア、お前がいるってことは……」

　俺は周囲を見回した。

　案の定、いましがた俺に責められていたディシティの姿が消えていた。

「おっさん逃げやがったな！」

「それより、あれ見てよ」

　ディシティの行方を気にしていた俺は、里井さんが指差す方向に視線を移してみた。

　いつのまにやらフロスが、勝ち誇ほこったようなポーズをとって立っていた。

「どうやら、これでわたしの勝ちのようね」

「勝ちって、どういうことだよ？」

「ふふ、予定通りわたしはこの体をもってしてルゥビィと添い遂げるの。あなたたちはここで指でもくわえて見ているがいいわ。じゃあね」

　添い遂げるって……それよりもこのままじゃ逃げられてしまいそうだったので急いでフロスの体を摑んだ。

「なにすんのよ！　わたしはルゥビィと添い遂げるんだからぁ！」

「そう簡単に思い通りにさせるかよ」

「い、いやぁ！　離してってばあ！」

　フロスのもがく体を摑んでいた俺であったが、違う、なんか違うぞ。この柔らかい感かん触しよく、時折鼻をくすぐる甘い香り、そして顔を赤くしながら俺と目が合った時の表情……なんだ？　この甘くて酸すっぱいメロウな時間は……。












　あがいていたフロスの動きが止まった。

　後ろから体を摑んでいた俺の方に、少し息を切らしながらフロスが振り返った。

「わたしを……どうしたいの？」

　フロスの潤んだ瞳と息遣いを感じながら、俺は体の芯しんが熱くなってきたことを感じていた。

「フ、フロス、俺は」

　って、待て、待て！　なにしてる、なにしてるんだ俺！

　芯から熱くなってんじゃねえよ！　むしろ冷めろ、冷めてくれ、俺の火ほ照てり！

　この踏み込んではいけない膠こう着ちやくした状況を打破すべく、俺はフロスに向かって叫んだ。

「待て！　お前の気持ちはよくわかった！」

　俺はフロスの体を自分の方に向けると肩を摑んで熱く語り始めた。

「な、なによ、なにがわかったっていうの？」

「お前の心意気だよ。そこまでしてルゥビィを得たいって気持ちがな。しかし、お前は愛を取り違えている！」

「え？」

　よし、少し俺のペースになってきた気がする。このままイニシアチブをとって、一気に説得するんだ。

「お前の気持ち、ここまで思っているということをルゥビィは知っているのか？」

「ど、どういうこと？」

「心の繋がりが、あるのかということだよ」

「心の、繋がり？」

「そうだ。心が繋がって、わかり合っていなければ、肉体だけ合わせても結ばれることはないぞ、永久にな！」

「そ、それは」

　よし、今の一言効きいてる！　フロスの表情から、俺の言葉がフロスの心に突き刺さっていることが感じられるぞ。

　ここで更なる一言で一気にけりをつけるぜ。

　俺は右手をフロスの肩に回して、しっかりと握ると、左腕を高々と突き上げて叫んだ。

「だが、逆に心が繋がっていれば、男だ女だなんて肉体云うん々ぬんは関係ないんだよ、それが真の愛だ！」

　決まった。

　俺は力強く愛の真実を断言した。愛の説せつ法ぽうとでもいうのか……。

　が、気がつくとジニアと里井さんがものすごい引き顔で俺を見つめていた。

「あ、あれ？　二人ともどうしたの？」

「い、今のは結構すごい発言じゃないですか？」

　ジニアの言葉に里井さんも大きく頷いた。

「うん……愛があれば性別は関係ないってことでしょ？　根木市クン、それは根木市クンが両刀使いバイだっていうカミングアウトだよね？」

「いや、違う違う！」

　俺が必死に二人の誤解を解こうとしていると、ぼそりと横でフロスが呟いた。

「でも今の発言は愛の真理をついていると、わたしは思うよ」

　思わぬところから助け舟来たぁ！

「そ、そうか？」

「うん、あなたの言葉、その、ここに、キュンとしたものがきちゃった」

　そう言ってフロスは顔を赤らめながら、胸を押さえた……。

　って、バカ！

　おいおい、俺にときめいて顔赤くしてんじゃねぇよ！

　助け舟どころか更なる暗黒の海底に引きずり込んでんじゃねえかよ！

「正気を保て！　お前が望めば元の体に戻れるんだからな、冷静に行動しろ！」

「あ、ああ。そうだったね」

　そうだったじゃねえよ！

　早く戻れ、すぐに祈れ！　これ以上俺をおかしな方向に引きずっていくんじゃない！

「でも、神様、いなくなっちゃったから」

「おーい！　ディシティのおっさん、出てこいやぁぁ！」

　俺が叫んでいるにもかかわらず、おっさんは出てこないどころか、ジニアがいつの間にやらフロスの横に行って話しかけていた。

「王子、ほんとにルゥビィ様のこと好きなんですか？」

　って、なんでお前が話しているんだよ！　ここはお前じゃなくてディシティのおっさんが出てこいよ！　ホント、もうこんな『女の子いっぱい』の状況はいらないんだよ、と言いかけたが、ジニアの問いかけに真剣に考え込んでいるフロスを見てしばらく静観してみることにした。

「それって、どういうこと？」

「親同士の約束だからっていうんじゃないんですか？」

「うぅ」

　フロスの返事が煮え切らないので、俺は言葉を挟んだ。

「本当は好きじゃないんだろ？　そんなのルゥビィだっていやだよ」

「ま、まって！　す、好き、本当に、好きなのよ」

　やっと本音らしいものが出てきた。

「そのこと、ちゃんと伝えてあるんですか？」

　ジニアの問いかけに再びフロスは戸惑った表情になった。

「伝える？」

「ちゃんと好きだって、言ってるんですか？」

「でも、わたしたちは生まれた時から結ばれることになっていた関係なんだから、改まって言うことじゃないんじゃない？」

「だからダメなんですよ！」

　ジニアが声をあげて叫んだ。

「え？」

「女の子ははっきり言ってほしいもんなんですよ。そうじゃないと、不安になって、相手のことが信じられなくなっちゃうんです」

　ジニアに圧倒されかけてフロスが俺に助けを求めるように訊たずねてきた。

「そうなの？」

「そうらしいなぁ、うん」

　俺に聞くなよ、と思っていたら、フロスは小さく頷いてから、そっと俺の顔を、何か訴えかけるように見つめてきた。

「そうか、そうかもしれないね。なんか、今ならわかる気がする……わたし」

　女子になったら女子の気持ちが理解できるようになりましたって、お前完全に別人じゃないか！　それと意味ありげな眼差しで俺を見るんじゃない！

　暗黒面の誘ゆう惑わくと葛かつ藤とうしている俺の横から、里井さんも話に参戦してきた。

「まだ間に合うよ！　ちゃんと伝えてみようよ」

　里井さんはフロスの肩を軽く叩いて鼓こ舞ぶする。

「でも」

「伝えてダメならそれでもいいじゃない。うまくいったら結果オーライだよ」

　里井さんに励はげまされながらも、まだ少し迷ったような表情であったフロスは、再び俺の方に視線を移してきた。

「な、なんだよ？」

「あ、あなたは言ったの？」

「なにを？」

「ルゥビィに、その、好きだって、愛しているって言ったの？」

「君を受け入れる、とは言ったかなぁ」

「なんか微妙な言い回しだね」

　そう呟くとフロスは難しそうな表情になってしばらく思し案あんしていたが、何かを思いついたように再び俺の方を向いた。

「あなたはルゥビィのことを、愛しているの？」

「こんなこと言うとなんだけど、可愛いし、いい子だとは思っているけど、その、ときめきみたいなものは感じないかなぁ」

「えぇ？」

　フロスが怒るのは無理もない返答かもしれない。俺は慌てて補足することにした。

「いや、その、可愛いんだけど、やっぱ好きっていう感情は特別なんだと思う」

「なによ、好きでもないくせにさらったって言うの？」

「いや、だからさらったんじゃなくて、ルゥビィが自由な生活を望んで、俺たちについてきたようなもんさ。でも、ルゥビィは自由な生活を望んでいたってだけじゃないような気がするんだよなぁ」

「どういうこと？」

「その先っていうか、なにか、もっと自由な生活の先にあるものを求めているような気がするんだよ」

「先にあるものって、いったいなんなの？」

「うーん、なんだろう？」

　フロスも俺の隣で腕を組んで少し考え始めた。

「自由の先にあるもの、か……」

　フロスは顔を上げて、小さく頷くと一回大きく息を吐いた。

「それが何かわからないけど、わたしはルゥビィの望むものを与えてあげたい。でも、それは少なくとも、今までわたしがルゥビィにしてきたことじゃないような気がする」

「そうだな」

「ルゥビィと、ちゃんと話をしてみる」

　やっとなんとかもめごとが落ち着きそうな雰囲気になってきた。

　ほっとした半面、早くフロスを元の姿に戻してほしかった。

　俺の中で何か間違った感情が発生する前に……。

　フロスを改めて見ても、ちょっと強気な目元とは対照的な、黒くぴったりとした服から窺える流れるような細い曲線で構成された体に、バストとヒップにかけての女の子らしい柔らかなラインは、なんとも言えない青いエロティズムを感じさせていた……って、なに言ってるんだ、俺は！

　だからダメなんだよ！　早く元に戻してくれないかなぁ！　今ならまだ戻れる段階なんだから、俺をこれ以上踏み込ませないでくれ！

　俺の心の中の葛藤など知る由よしもなくフロスが、ルウビィの幽閉されている部屋の前に行って扉に手をかけた。

「お、おかしい……」

「どうしたんだ？」

　フロスが困こん惑わくの表情でドアノブをガチャガチャと動かしていた。

「扉があかない。まるで部屋の中から強く引かれているような」

「っていうか、さっきの爆発の影響で、扉が変形しているんじゃないのか？」

「ち、違う。何か魔力のようなもので封印されているような」

　必死に取り組んでいるフロスの横に何も考えていなさそうなジニアが声をかけてきた。

「じゃあ、わたしの力も貸しましょう」

　そう言ってジニアはフロスの体に後ろから絡からめるように腕をまわして抱きついた。

「あっ、な、なに？」

「いきますよ。いいですね？」

　すると、フロスの周囲で淡く揺らめいていた光が徐々に激しく輝きだしてきた。

「二人の力が一つになっていくの、わかりますか？　たくさん溜まった二人の力で扉の封印を解除しちゃいましょう」

「あ、な、なんか、力がすごいよぉ！　なんか、きちゃうよ……力が出ちゃうぅぅ！」

　フロスは抱きしめられながらジニアに体を任せるように、ゆっくりと瞼まぶたを閉じていった。

　って、な、なんかわからんが、俺の目にはフロスとジニアの絡みがちょっぴりエロい感じに映ってきたんですが！

　ああ、いいのか俺、二人をそんな風に見てしまうなんて……。

　とはいえ、よく考えたらこの美少女二人の絡みって、中身は王子とおっさんが絡んでいるんだよなぁ……そう考えると一気にテンション下がったわ。

「根木市クン」

「は、はい？」

　急に里井さんに声をかけられて俺は我に返った。

「なんか目を輝かせていたかと思ったら急に肩を落として老けちゃったような顔になるし、大丈夫？」

「だ、大丈夫だよ！　里井さん、君だけだよ」

「へ？」

「まともなのはさ……」

　里井さんは何が何だかといった表情をしていたが、俺の心の中の浮き沈みに関して説明したところで理解できないだろう。男はつらいよ……。

　そうこうしているうちに、扉が輝き始めて、ゆっくりと音を立てながら開き始めた。

「おお、開きそうじゃないか」

　次の瞬間、轟音がとどろいて、部屋の扉が吹っ飛び、中から真っ黒な気体が噴出して、周囲は闇やみに包まれた。

「なんだ？」

　しばらくして、徐々に黒い霧がおさまってきて、あたりを見渡せるようになってきた時、我々は先程いたダークエルフ城の中ではなく、どこか見たこともない大きなホールのようなところに立っていた。

「ここは、フロスの城の中なのか？」

「ち、違う、こんなところは我が城にはないわ」

　よくよく周囲を観察すると、大きなゴシック建けん築ちく風のオペラハウスのような建物の中にいた。建物は古めかしく、かなり長い年月使われていなかったかのような雰囲気であり、そしてあるはずの座ざ席せきが全く見当たらず、がらんとしていた。

　ただ、我々の正面には真まっ赤かな幕を引いたステージがあって、その向こうから甲高いドイツ語のような歌声とオーケストラの演えん奏そうが聞こえていた。

「おい、おい、なんだよこの異空間は？」

　フロスが不安な表情であたりを見回していた。

「し、知らないわよ。なんか、あの向こう、聞こえない？」

　フロスが指差す真っ赤な幕の向こうからは引き続き曲が流れていた。

　幕を隔へだてているので、音が少し籠もって聞こえていたが、明らかに何かが向こうにいて、その曲を奏かなでている何かは、俺の危険感知センサーが超やばいと頭の中に激しく警けい鐘しようを鳴らし続けるレベルだった。

「絶対やばいものがいる。だから刺激しないように下がろう」

　俺がそう提案した時だった。

　赤い幕が割れるように、急に勢いよく左右に引かれて開かれた。そして舞台の上に存在するものが、俺たちの網もう膜まくに映し出された。

「あれ……なに？」

　フロスがゆっくりと右手を挙げ、指さした方向には、黒い黒い、何か渦うず巻まくようなものが舞台の上に見えていた。

　それはゆっくりと舞台の奥から、こちらに揺らめきながら近づいてきていた。

　その黒く揺らめくものは近づくにつれて大きくなってゆき、その姿が人の形をしているのが確認された。

「な、なんだよあれ」

　俺が里井さんとは反対の方に立っていたフロスにきいた。

「わ、わかんないよ」

「もしかして、お前の中途半端な魔法でわけわかんない奴招しよう喚かんしちゃったんじゃないのか？」

「し、知らないってば、わたしは」

　幕が開くまで聞こえていた音楽は止やんでおり、ただ沈ちん黙もくと少し風が流れるような音がするだけのこの空間で、無言のまま近づいてくる黒い巨大な影からは、得体の知れない恐怖を感じた。しかしながら、このままじゃらちがあかないので思い切って声をかけてみることにした。

「お、お前は、だ、どちら様でしょうか？」

　正体がわからないものに関してあまり強気に出られない俺は、ぎりぎりで軽い敬けい語ごにチェンジして質問を投げてみた。

　それに関して見事なヘタレっぷりであることは否定しない。

「我ハ……」

　おお、返答がありそうだぞ！

「我ハ夜ノ女王。我ハ何物ニモ縛ラレナイ」

　声が聞こえてきた。その声は空に響き渡るような妙な音おん響きようがかかっていたが、その黒い影のような人ひと形がたから発せられていることは間違いなかった。

「夜の女王？」

「我ハチカラヲ得タ、何者ニモ縛ラレナイ」

　そう叫んだかと思うと黒い影は両手を天に向かって伸ばした。

　その途端、周囲に強い風が吹き始める。そしてその風は闇をまとい、何もかもを巻き込んで暗黒の中に沈みこませていった。

　俺たちのいたオペラハウスの柱や壁は黒い風にはぎとられて、周囲は一気に闇の中に包まれてしまい、後はただ轟ごう々ごうと風が吹きすさぶ音がするだけであった。

「な、なにがどうなってるんだよ？　あの夜の女王っていったいなんなんだよ？」

　俺はフロスに改めて聞いた。

「だ、だから私は知らないって！　自分で聞いてみてよ！」

「そうよ。根木市クン聞いてみてよ！」

　里井さんも俺の肩をつついて催さい促そくしてきた。

　だから敬語を使うべきか否いなかもわからないような奴と話すの嫌なんだよ。

　しかし、女子（？）の中に男子一人だと、必然的にいいように矢面に立たされるのは世の常であった。

「俺がきくのかよ……お、おまえはいったい、何者だよ？」

　俺は舞台のかぶりつき付近まで進んで、壇上の黒い人影に尋たずねた。

「我ハ夜ノ女王」

「そりゃ聞いたよ！」

　俺の突っ込みにしばらく無言であった黒い影から、衝しよう撃げき的てきな一言が漏もれてきた。

「我ガ名ハ……ルゥビィ」

「は？」

　俺だけでなく、フロスも里井さんもその名に驚く。

「ルゥビィ？　うそだろ？　きみなのか？」

　俺のその問いかけには答えなかった。

　しかし挙げていた腕を振りながら周囲に激しい風を起こし、大きく叫び始めた。

「我ハチカラヲ手ニシ、何モノニモ縛ラレナイ。モウ自分ノ生キタイ生キ方デ生キル、アリノママノ自分ヲ解キ放ツノ」

「おーい、そこまでだ！　その調子で歌を歌ったりしちゃだめだぞ！」

　俺は諸事情を考こう慮りよして叫んだ。

「何を心配しているのよ？　それよりルゥビィさんがなんで、こんなことに？」

　里井さんの疑問はもっともなことだ。そしてその答えを持つのはあのおっさんしかいない。

「ディシティ、あのおっさんが知ってるんじゃないか？　出てこいや、おっさん！」

「なんや、何また泡あわ食ったような顔してんねん」

　早いよ。

　このタイミングの良さはかなり都合よすぎる感じがしていたが、そこは俺が言わなきゃいいだけの話だ。その辺のことは置いといて俺はすぐにディシティのおっさんに詰め寄った。

「ルゥビィがなぜだかこんな強大な力をもって夜の女王を名乗ってるぞ、どういうことだよ？」

「そりゃ、望んだからやろ」

「望んだ？」

「無力な自分を救ってほしいと。祈ったからやろう？」

　確かに、先ほど囚われていたルゥビィは非力な自分を責めるように、そのことをいたく気にしていた。

　そのことで神に救いを求めて祈ったということなのか？

　神に祈ったって、まさか！

「まさか……おっさんがルゥビィをこんな風にしたんじゃないだろうな？」

　ディシティは口を大きく歪ませていやらしい笑顔になった。

「わし以外にこんなことでけるやつおらへんやろ？」

「お、おまえふざけてんのか？」

　俺がさらに詰め寄ろうとするとおっさんはスッと後ろに動いて距離をとると、両手を左右に広げておどけるように笑った。

「ふざける？　失礼やな。真剣や、大マジや、これが見たかったんや」

「は？」

　ディシティは、黒い影のような姿に変わってしまったルゥビィを見つめながら顎あごをさすった。

「ルゥビィ姫はホンマ興味深い実験体やった」

「じ、実験体？」

「そう思わへんか？　人間の欲望。もし欲望が叶えられたら、その人間はどう変わるのか？　欲は欲を呼び、さらなる欲を欲する。例えば清せい純じゆん無む垢くな人間でも、叶えられないと思っていた願望が叶えられれば変わってくるんやないか？　そしてどこまで変わっていくのか、それが見たかったんや」

「なんだと？」

　ディシティは両手を広げるとゆっくりと宙に浮かび始めた。

「そして行き着いた先がこの姿や。夜の女王は闇の風を起こし、その風に飲まれたものを自分の力としてどんどん強大になっていく。際さい限げんなく欲を満たされたい者の末まつ路ろにはぴったりの姿やろ？」

「な、なんのために、こんなことを」

「なんのため？　決まってるやろ」

「決まってる？」

　宙に浮かびながら見下ろすようにしていたディシティは俺を見て大きく口を歪ませて笑った。

「暇ひまつぶしやがな」

「はぁ？」

　絶句した俺に代わって、里井さんがディシティに叫んだ。

「あなたの暇つぶしのためにルゥビィさんや、わたしたちは振り回されていたの？　なんでそんな！」

「なんでって、考えればわかるやろ？　悠ゆう久きゆうの時を生き続けるわしは何か刺激的なドラマでも起こってくれんと退屈なんや」

「そのために人間をもてあそぶなんて、あなたは本当に神様なの？　まるで悪魔じゃない！」

「神？　悪魔？　お前らが勝手に自分たちの有益なものと有害なもので区分した呼こ称しようやないか。わしらは昔から変わらん。それに神や悪魔が人間にちょっかい出して楽しむことなんて、大昔から行われていることなんやで。まぁ、わしのしたことは子供の悪戯程度やないか……クククク」

　邪じや悪あくな笑みを浮かべて語るディシティは普段見ている鈍どん臭くさいおっさんという雰囲気はなく、その姿は黒く、闇の中から湧わき出だしてくるような得体の知れない力があふれてくるようだった。

　心の底から湧いてくる怒りと悲しみから我に返った俺は、ディシティに向かって叫んだ。

「許せねえ、ディシティ！　てめえ！」

「わしを許せないなら、どうするっちゅうねん？　兄ちゃんにその力があるんかいな？」

「そ、それは」

「兄ちゃんはあれや、ハーレムっちゅう願望があるくせに、貪どん欲よくやない。ある意味向上心がないんやな。見ていてつまらんわ。せめて人ひと騙だましても自分の願望叶えようとした、竜になった姉ちゃんくらいやったらんとなぁ」

「それって、容よう量りようの関係で削さく除じよしたエピソードのことだろうが。そう言った話は読む人が混乱するからするんじゃない！　おっさん、いろんな意味でやりたい放題じゃねえか！」

「そうや。全てはわしの手の中よ！　わしに操れぬものなく、わしに歯向かうものもいない。我こそは全知全能の神なんや！」

　ディシティは大きく両手を広げると、大地を震わせるような邪悪な響きを持った声をあげた。

　その時だった。

　周囲でルゥビィが起こしている渦巻く黒い風に乗って飛んできた木が、ディシティの側頭部を直撃した。

　かなりの速度で当たったのか、かなりいい音がして、そして浮かんでいたディシティが地面に墜つい落らくしてきた。ディシティは地面に顔をうずめた姿勢のまま、無言で頭を抱えていた。

　なにをしているかと思ったが、どうやら相当痛いらしく、足をバタバタさせている。

「……だ、大丈夫か、おっさん？」

　あまりに痛そうだったので、俺は先ほどまでのディシティへの怒りも冷めて、ついつい、声をかけてしまった。

　俺の呼びかけに反応したのか、ディシティは起き上がって、再び大きく手を広げた。

「ふふ、さすがこの全知全能のディシティ様がつくりだしただけのこ……」

　そこまで言いかけた時に、今度は大きな石が飛んできてディシティの腹を直撃した。

　またしてもディシティは無言のまま腹を押さえてうずくまった。

「あ、あのさぁ、おっさん、全知全能なんだから、ルゥビィの力、少し抑えさせたらどうよ？」

　俺が思わず背中をさすりながら声をかけるとディシティは涙目になり、口から涎よだれを垂らしながら呟くように言った。

「……けへん」

「なに？」

「で、でけへん、強すぎやわ」

「はぁ？」

「わしの力を……超えてるわ」

「な、なんだってぇぇ！　……って、バカ！　おっさんがつけた力だろうが」

「い、いや、ここまでになってまうとは、予想外やったわ」

「普通に感心するな！」

　気がつくと周囲に吹き荒れる黒い風は、我々を囲んで飲み込まんばかりに徐々にその包囲網を縮ちぢめてきていた。

　俺は思わず、へたり込んでいるディシティの胸ぐらを摑んで体を揺すった。

「どうすんだよてめぇ」

「どうするって言われてもやな、すでにルゥビィはわしの手に負えんし」

「はぁ？」

「黒い風に巻き込んだものを自分の力にして、力つけすぎてしもうてる。いまや、すべてを消し去るものになってもうたんや」

　黙って髪を押さえていた里井さんが、我が慢まんできずに叫んだ。

「だったら、逃げるしかないじゃない！」

「逃げる？　どこに逃げんねや。もはや女王のダークパワーウインドに囲まれて、あとは飲み込まれるだけやないか」

　ディシティがまるで他ひ人と事ごとのように言って肩をすくめた。

「どうするの？」

　フロスも不安そうに俺の顔を見つめてきた。

　俺はゆっくりと目を閉じて思案して、意を決して答えた。

「力が及およばない、逃げられない。それなら残すところは一つだ」

「まだ手があるの？」

「ど、どうするの？」

　不安そうに問かけてくる里井さんとフロスを落ち着かせるように、俺は二人の顔を見つめた。

「それは……」

　俺は黒い吹き荒れる風が舞い上がっていく上方を睨むと、力強く拳を握って叫んだ。

「説得！　これしかない！」

「口かいな！」

　ディシティの大きくのけぞるリアクションを背に受けながら、俺はフッと息を吐いた。

「でもどうやって説得するの？」

　里井さんの質問はもっともだ。

　しかし、俺の答えはこれだ！

「今、考えてる」

「まだ考えてなかったんかい！」

　役立たずのディシティの突っ込みは放置して俺は目をつむって考え始めた。

　ルゥビィは力を欲して力を得ている。それは自らが非力だったから。

　非力だから力を欲する。しかしそれが真理か？

　非力だから力を欲したのでなく、本当に欲しいものがあって、それを手に入れるために非力な自分を変えたかったのではないか？

　ルゥビィが欲したもの、それは何だ？

　自由、縛られた生活からの解放？　なぜ縛られた生活から解放されたかったのか？

　縛られた生活では得られないものがあったのか？

「おい、兄ちゃん、なんかぶつぶつゆうてるけど、もうタイムリミットやぞ」

「え？」

「もう黒い風の壁が目と鼻の先や、飲み込まれて終いや」

「ま、まった！　あきらめるな」

「なんやて？」

「まとまった！　ルゥビィ！」

　俺は黒い影に向かって叫んだ。

「力を持つことが望みだったのか？」

「ソウヨ、ワタシハ、弱キモノ。力ヲ欲シタ。ソシテ叶エラレタ」

　よし返事あった！　会話が成立するなら勝しよう機きはある！　俺は続ける。

「そうなのか？　違うだろ！」

「違ウ？」

「力を欲しかったのは、その力で得たい何かがあったからだろう？」

「力デ、得タイ、何カ」

　反応アリだ！　ここを一気に突っ込んでいくぜ！

「なにが欲しかったのか、それを、言ってみな」

「欲シカッタモノ、ソレハ自由」

　予想通りの返答だ。しかし俺はさらに突っ込むぜ！

「自由が欲しかった……否、自由は何を得るために欲したんだ？」

「ソレハ」

「それは？」

「自由ニナッテ、探シタカッタ……わたしに、本当の愛を授さずけてくれる者を」

　そうだ、ルゥビィは初めて会った時から、愛を、自分で選ぶことができる愛を欲していた。俺たちの世界での自由な恋愛の話に目を輝かせて聞き入っていたじゃないか。

　俺は今、ルゥビィの奥に秘められた真実の心を鷲わし摑づかみにした気がした。

　黒くて大きな、実じつ態たいがわからない夜の女王の姿が、徐々に小さくなっていった。

　ここから一気に畳たたみ込こむぜ！

「それはそんなに力が必要なのか？」

「ワ、ワカらない」

「それを得るためには、強大な力はいらないよ。そして今君が望むものは、君の目の前にあるんだよ」

「目ノ前、に？」

　徐々に周囲に吹き荒れていた黒い風は勢いをなくし、影のようないでたちをしていた夜の女王は、俺たちの知るルゥビィの周囲に黒い影を纏うまでに変化していった。

「ボ、ボクはいったい……」

　あと一押しだ！

　俺は最後の切り札を出すことにした。

「おい！」

　俺はフロスの肩を摑んで引き寄せた。

「な、なに？」

「今こそ本当の思いを口にする時だ。そして、これが多分、ルゥビィを元に戻す最後のチャンスだ」

　フロスは、黒い霧に包まれたルゥビィの姿を見て、そして俺の方に向き直るとゆっくりと頷いた。

　フロスは俺の手を離れ、ゆっくりとルゥビィが立つ舞台の下まで歩み寄ると声をあげた。

「姫！　ルゥビィ姫」

「あなたは、フロス王子なの？」

「お聞きください。わたしはあなたの気を引きたくて、くだらない贈り物ばかりしたり、無理やり閉じ込めたりしてしまいました。ですが、あなたが望んでいたことはそんなことではなかったんですよね？」

　フロスの言葉を受けて、徐々にルゥビィの周囲の影が薄らぎ始めた。

「王子、ボクの気持ちを理解してくれたんですか？」

「はい。わたしもこの体になって、あなたの心を理解することができました」

「そういえば王子は、女の子になっているけど、なぜ、そんな姿に？」

「ルゥビィ、あなたと結ばれるために、古いにしえの姿を捨てました」

「ボクの、ために？」

「はい」

　ルゥビィとフロスの会話の邪じや魔まにならないように、俺は少しずつ後ろに下がっていった。

　黒い風が止んだ周囲を見ると、俺たちはフロス王子の城の外に立っていた。

　先程まであったオペラハウスのような建物は消えており、すべては夜の女王が作りだした夢む幻げんの世界だったようだ。ただ、ルゥビィの立つ舞台だけは残されていた。

　二人の会話は続いていた。

「ボクが王子、君に求めていたことは、もっと簡単なことだった。ボクのそばにいて、ボクの話を聞いて、そしてボクに話をしてくれること。それだけでよかったんだよ」

　フロスは舞台の横にあった階段から、ルゥビィの立つ舞台の上に登っていった。

「気づくことができなくてすみませんでした。ただ、わたしはあなたの前に立つと心が乱れ、自分がいつもの自分でいられなくなることが不安になって、つい、あなたを避けて、真っ直ぐに受け止めることができなかったんです。だけど、もう、迷いません」

「迷わない？」

　フロスは舞台を歩いていくとルゥビィの前まで来て、黒い霧の中にたたずむルゥビィの顔を見つめた。

「わたしは、これからはあなたと真っ直ぐに向かい合って、逃げずにあなたを愛し続けます」

「お、王子」

　フロスは膝をついて手を差し伸べた。

「姫、わたしと結婚してください」

　ルゥビィはしばらく跪いて手を差し伸べるフロスを見つめていたが、やがて黒い霧の中から一歩踏み出してフロスの手をそっと取って立ち上がらせた。

　ルゥビィを包んでいた黒い霧は消失し、二人はしばし見つめ合った後、舞台の上で抱きしめあった。




「なんだか、よかったね」

　里井さんが舞台の上の二人を見て、ぽそっと言った。

「うん。いい展開じゃないか」

　俺もルゥビィとフロスの二人を微笑ましく見つめていたが、横からジニアが不満げに俺の腕をつついてきた。

「いいんですか？　ルゥビィ様、とられちゃうんですよ」

「獲とられちゃうんじゃないよ、元のさやに戻ったっていうんだよ」

　俺は二人を祝福したい気持ちから自然に笑顔になっていた。

「うわぁ、さむ！　さむさむさむさむさっむぅー！　これじゃモテないわけですよ、確かに」

　ジニアが体を震わせながら俺の顔を蔑さげすんだように見ていた。

　……こいつは生かしておけないことが今わかった。

　温おん厚こうな俺に殺意を抱かせた、最初で最後の奴かもしれないな。

　舞台の上で幸せそうに抱き合うルゥビィとフロス。

　二人の姿を見つめながら、俺はジニアとディシティ。どう始末してやろうかゆっくりと頭の中で考えを練り始めていた。









　清らかな鐘かねの音が響き、城下町のメインストリートは華やかに飾り付けられて、沿えん道どうに押し寄せた人々は、今か今かと待ちわびていた。

　ストリートの先、行き着く先には大きな城の門があった。

　そして大きく華やかな白い馬車が城内から門を潜くぐって出てくると、沿道の両脇に立つ衛えい兵へいたちの間を通って、町の方へゆっくりと走って行った。

　中に乗っているのは、きれいな純白のドレスに身を包んだルゥビィ。

　今フロス王子が待つ、ダークエルフの城へとお輿こし入いれに行くところであった。やがて街の中を馬車がゆっくりと走り抜け、街の人々からの祝しゆく福ふくの声と花びらのシャワーが、馬車を包み込んでいった。

　──しかし、俺おれはその光景を知らない。

　そんな俺は自分の部屋で、一人暮らしのアパートの中でレポートを書いていた。

　里さと井いさんから借りた講こう義ぎのノート、参考書籍も全部借りものだった。

　それにしても、里井さんの本は使い込まれていてページをめくるにも非常に柔らかい。

　俺の持っている教科書関係なんて、めったに開かないせいか指を切りそうなくらいエッジが立っている。

「なんとか今夜中にあげて明日の締め切りには間に合いそうだな」

　机の上のスマホがブイブイと音を出した。

　画面を見ると里井さんからのメッセージだった。

「レポートできたかな？　差し入れ持っていくね」

　ああ、ホント助かるよ。

　俺はお礼のメッセージを打ち込むと、少しだけ部屋の中の片づけをした。

　あの異世界での出来事から解放されて一週間以上経たっていた。

　久々に現世に戻ってきた時は、多少の戸と惑まどいが出たが、今ではもう大丈夫だ。

「よし、できた」

　俺はレポートを軽く読み直すと、クリアケースに入れてバッグにしまい込んだ。

「あ、里井さんにチェックしてもらおうかな？」

　そう思って俺はごろりと床に寝転ぶ。

　結局あの異世界での出来事は何だったのか。

　俺はディシティのおっさんにそそのかされてハーレムを作ることを目的におっさんの口車に乗って異世界に行った。

　しかし、結局ハーレムはおかしなものしか実現できず、その代わりにめでたくルゥビィとフロスを結びつけて、今はこうして元の世界に戻ってきたのだ。

　ルゥビィとフロスの願いは叶かなったのだし、良しとしたいところだ。

「願い、か」

　そう言えばあの時、ディシティは言っていた。

　俺には貪どん欲よくさがなく、向上心がないと。確かに何かに対して必死なまでの願望や欲望がないのかもしれない。だから今まで何も得られずに来てしまったのだろうか？

「俺は、どうするべきなんだ？」

　体を起こしてつぶやいた。

　人と争ってまで手に入れたいものって何だろうか？

　そんなもの、本当にこの世にあるのだろうか？

　金なのか、地位なのか、名めい誉よなのか、愛なのか。

　淡たん泊ぱくな俺は、きっとよっぽど追い詰められないと、欲望など現れないのかもしれない。

　そうなると必然的に浮かんでくる言葉は一つだけだった。

「まあ、いいか」

　明日また悩んでもいいだろうし、今はこれ以上考えたって答えなんて出ない。

　でも、いつか答えは出るのだろうか？

「根ね木ぎ市しクン、レポート終わったの？」

　いつの間にか里井さんが俺の部屋の中に入ってきていた。

「さ、里井さん、早かったね？」

「それより玄げん関かん鍵かぎ開けっ放しだし、声かけても返事ないし、勝手に入ってきちゃったよ」

「ごめん、考え事してたんだ」

「そっか、ハイ。郵便物。たまってたよ」

　里井さんは上着を脱ぎながら俺の向かいに座ると買ってきてくれた缶コーヒーを俺に勧すすめてきた。

「サンキュウ。そう言えばレポートに没頭していたから郵便物見ていなかったなぁ」

「レポートできたんだ？」

「まぁね。コピペコピペ＋自己アレンジだけどね」

「そんなもんだよ。どれどれ、わたしがチェックしてあげる」

　俺は恭うやうやしくレポートを入れたクリアファイルを渡した。

「師し匠しよう、チェックのほどよろしく」

　里井さんは頷うなずきながら俺のレポートを読みだした。

　なぜかこんな普通の時間が非常に心安らぐ感じがするのも、非日常的な時間を過ごしたせいかもしれない。そう考えると俺は少し変わったのだろうか。

　自分の望み、欲求、願望、そして未来への希望。いずれも今の自分にはピンとこないけれど、きっと今までとこれからの経験で俺はまた何かいい方向に変化していけるのではないかということが、ささやかな今の希望かもしれない。

　待つ間に郵便物をチェックしていると、なにも書かれていない封ふう筒とうが一通見つかった。

「なんだこれ？」

　封を切って中身を確認したところ、一通の便びん箋せんが入っていた。

「これは」

　送り主はジニアだった。以下文面であるが、




　ご無ぶ沙さ汰たしています。あなたのジニアです。元気していますか？

　わたしは今、庭に群ぐん生せいしている、うすにのさわやかな香りに包まれながらこれを書いています。




「違いますよ、うすにじゃなくてそれ薄ハツ荷カって読むんです」

「あ、そうなの？」

　俺は改めてジニアの手紙を読み直そうとした。

「ちょっと待て、今読み方訂正したの誰だよ？」

　顔を上げて前を見るとレポートをチェックしている里井さんがいた。そして俺の横には手紙を覗のぞき込こむようにして座っているジニアがいた。

「お、お前、なんでここにいるんだよ！」












　ジニアは俺の問いかけに対しては答えず、いつものように丸く大きな瞳で俺を見つめながらニコニコしているだけだった。

　すると急に後ろから肩を叩たたかれた。振り返るとあのおっさん、そう、ディシティがジニアとは反対サイドに座っていた。

「それどころやないで、兄ちゃん」

「お前は悪の元げん凶きようディシティ！　どの面つら下げてここに来たんだよ！」

「悪の元凶って、ひどいわぁ。愛の水先案内人を捕まえて」

　誰だれが愛の水先案内人だって？　それを言うのはこの口か？　ああ？

「ちょっと待ちいや。あん時かて、ちゃんと謝ったし、ちゃんと元の世界に戻したやん」

　確かにあのエルフ城の外でルゥビィとフロスがわかりあえた後、俺と里井さんは元の世界に戻してもらえたのだ。

　その際、今までのことを踏まえて、ちゃんと謝るまでディシティの足に監かん獄ごく固がためをかけ続けたことは確かだ。

「あん時マジで足折れるかと思ったで」

「折られても当然だろが。大体何しに来たんだよ、こっちの世界にさ」

「だから大変なんです！」

　今度は反対からジニアに肩を叩かれて振り返った。

「な、なんだよ、忙しいな！」

「だから大変なんです。帰ってこないんですよ！」

「帰ってこない？　誰が？」

「アニイとホウ、それとビリィさんですよ！」

「あ！」

　そう言えばエルフ城の橋を渡った辺りで黒い渦うずに巻き込まれて消えてしまったことを思い出した。

「三人ともわたしの大切なお友達なんです！　早く助けに行かないと」

「待てよ、あの黒い渦はエルフ城のトラップだろ？　フロスに訊きいたほうがいいんじゃないか？」

「それがあの黒い渦はフロスさんが仕掛けたものじゃなかったんです！」

「なに？　じゃあ、いったい誰が？」

　ジニアが俺の肩越しに後方を睨にらんだ。

「え？」

　俺が振り返るとそこには満面の笑みをたたえるディシティがいた。

「おっさんが？　ど、どいうことだよ？」

「忘れてないで。にいちゃんの願い」

「俺の？」

「異世界ハーレム。ほな、いってらっしゃい！」

　大きな黒い渦、エルフ城の橋の先で見たものと同じものが、目の前に広がり俺は一気に飲み込まれてしまった。

「いったい、どうなってるんだよ！」

　黒い渦の中に流されながら、俺はディシティの声を聴きいた気がした。

「忘れもんやがな、忘れもん」

　忘れもの？　いったい何のことだよ？

　そう言ったわけで、

　異世界でハーレムという俺の悲ひ願がんを果たす新たなる冒ぼう険けんは続いていく──。




「いや、ちょっと待って！　レポートの締め切り明日なんだけど！　進級かかってるんだからやばいんだって。レポート出したところで終わりにしてくれない？」

「つべこべ言わずに、とにかく行きますよ～！」




「ひ、ひでえ！」





終わり










　あとがき




　この作品はえんため大賞の最終選考で落選したものを拾い上げていただいたもので、わたしにとって初めての出版物であると同時に、もしかして最初で最後になる可能性もあるわけで、せっかくなので、ここに至るまでの経過をお話させていただきます。

　小説の投とう稿こうを始めた大きなきっかけは、二〇一一年に某魔法少女アニメを見て、非常に感かん銘めいを受け、わたしもなにかお話を作りたくてしょうがない衝動に駆られました。でもただ書くだけでは縛りがないので、締切があれば頑張れると思い、投稿を始めました。そして、今回一部の編集者様のお眼鏡めがねにかない、御指導の下で物語を洗練していき、更に無む冠かんの新人処女作にもかかわらず、大ベテランのさめだ小こ判ばん先生に絵を描いていただいてしまいました。投稿作の時点では自分だけの作品でしたが、今、一冊の本として出来上がったものは、たくさんの人たちの手をお借りして生み出された合作であり、そこに自分の名前が筆ひつ頭とうで記しるされていることに感動と感謝の気持ちでいっぱいです。改めて皆様のご尽力に深しん謝しやいたします。

　最後に、わたしの拙せつ作さくを二次にあげて、はじめの一歩を与えていただいた下読み担当の方に感謝の意を表して、締めとさせていただきます。

　野の村むら美み月づき先生の『下読み男子と投稿女子』を読んで下読みの大変さを知った、白はく亜あ晴せい。
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